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有
料
広
告

5月届出分〈敬称略・順不同〉

ご冥福をお祈りします
地区（届出人）死亡者

（康　巴）
（利　明）
（城　治）
（　清　）
（昇　一）
（秀　幸）
（　努　）
（　徹　）
（佳　子）
（輝　一）
（尚　枝）　

中小坂
東野牧
下小坂
大　平
下小坂
西野牧
蒔　田
吉　崎
大桑原
大　平
下　町

永井　伊與
金井千代子
佐藤　才子
小井土ふく
佐藤　清治
佐藤チイ子
長瀬　つね
今井アサ子
髙𣘺大太郎
佐藤　力江
小瀬　清

柳 　圭一郎　   （旭　町）
赤岩　友紀　　 （大桑原）｛

地区
ご結婚おめでとうございます

氏名

熱中症…気づかぬ間になるらしいですよ。

月
7

の
納
税

未
納
の
税
金
が
あ
り
ま
し
た
ら

土
日
祝
祭
日
も
役
場
で
納
税
が

で
き
ま
す
。

日
直
者
が
午
前
８
時
３０
分
〜
午

後
５
時
ま
で
対
応
し
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
納
付
書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
コ
ン
ビ
ニエ
ン
ス
ス
ト
ア
等
で
納

付
で
き
ま
す
。

※
二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
が
印
字
さ

れ
て
い
る
納
付
書
は
、e
L
-Q
R

対
応
金
融
機
関
及
び
各
種
ス
マ
ホ

ア
プ
リ
で
納
付
で
き
ま
す
。納
付

方
法
は
地
方
税
共
同
機
構
H
P

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

１０
日（
木
）・
17
日（
木
）・
30
日

（
水
）で
す
。

役
場
へ
提
出
さ
れ
た
請
求
書
等

に
よ
り
、順
次
支
払
い
ま
す
。請

求
書
の
宛
名
は「
下
仁
田
町
長

（
○
○
課
）」で
お
願
い
し
ま
す
。

8
日（
金
）・
20
日（
水
）・
28
日

（
木
）の
予
定
で
す
。

　ま
だ
納
税
し
て
い
な
い
方
は
、

役
場
会
計
課
で
も
納
付
で
き
事

務
費
が
町
に
入
金
に
な
り
ま
す

の
で
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

県
自
動
車
税
の
納
税
は

お
済
み
で
す
か
？

固
定
資
産
税
２
期

国
民
健
康
保
険
税
1
期

介
護
保
険
料
1
期

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
1
期

納
期
限
は
７
月
３１
日（
木
）で
す

7
月
の
支
払
日

8
月
の
支
払
日

「水分、休憩」たっぷりと

「頑張り過ぎ」は少なめに

人口
　男
　女
世帯

（　34）
（　13）
（　21）
（　18）

ー

ー

ー

ー
（　）内は前月比

5,993人
2,959人
3,034人
3,069世帯

転入   3人/  出生 0人
転出   18人/  死亡 19人

（6月1日現在）

（5月中）

月
人と町を結ぶ情報紙

有
料
広
告

有
料
広
告

ご利用の
お問合せ

下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303
下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303

デイサービス 朝７時から夜８時まで年中無休で
利用可。延長も無料。

急なご利用にも対応します。
使用日数制限はありません。ショートステイ

ショートとデイが
年中無休で利用可

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートは予約なしで
急なご利用にも対応可

介護保険料は
安心の定額制

- 広報しもにた -
shimonita

No 831

7
Jul.
2025

有
料
広
告

茂木時計店茂木時計店

下仁田町商業協同組合

SEIKO認定グローバルブランドコアショップ
☎0274-82-2811　URL:www.tokei10.com 
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行政情報行政情報

■
投
票
で
き
る
人

　

平
成
19
年
７
月
21
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人
で
、
令
和
７
年
４
月
２

日
ま
で
に
下
仁
田
町
に
住
民
登
録

さ
れ
、
引
き
続
き
３
ヶ
月
以
上
住

所
を
有
す
る
人
。

■
郵
送
に
よ
る
投
票

・
障
害
者
手
帳
や
戦
病
者
手
帳
を

お
持
ち
の
、
重
度
障
害
者
の
方

・
要
介
護
認
定
で
介
護
５
の
方

一
定
の
条
件
に
あ
て
は
ま
る
と
、

郵
送
で
投
票
で
き
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
町
外
に
滞
在
さ
れ
て
い
る
方
の

投
票

　
投
票
日
の
当
日
に
町
外
に
滞
在

さ
れ
て
い
る
方
は
、
滞
在
先
の
市

区
町
村
に
て
不
在
者
投
票
が
で
き

ま
す
。
郵
送
で
の
手
続
き
が
必
要

で
時
間
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
お

早
め
に
選
挙
管
理
委
員
会
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

■
投
票
で
き
る
人

　

平
成
19
年
７
月
21
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人
で
、
令
和
７
年
４
月
２

日
ま
で
に
下
仁
田
町
に
住
民
登
録

さ
れ
、
引
き
続
き
３
ヶ
月
以
上
住

所
を
有
す
る
人
。

■
郵
送
に
よ
る
投
票

・
障
害
者
手
帳
や
戦
病
者
手
帳
を

お
持
ち
の
、
重
度
障
害
者
の
方

・
要
介
護
認
定
で
介
護
５
の
方

一
定
の
条
件
に
あ
て
は
ま
る
と
、

郵
送
で
投
票
で
き
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
町
外
に
滞
在
さ
れ
て
い
る
方
の

投
票

　
投
票
日
の
当
日
に
町
外
に
滞
在

さ
れ
て
い
る
方
は
、
滞
在
先
の
市

区
町
村
に
て
不
在
者
投
票
が
で
き

ま
す
。
郵
送
で
の
手
続
き
が
必
要

で
時
間
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
お

早
め
に
選
挙
管
理
委
員
会
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

■
在
外
投
票

　
公
示
日
（
７
月
３
日
）
よ
り
前

に
下
仁
田
町
在
外
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
る
方
は
、
在
外
投

票
が
で
き
ま
す
。
公
職
選
挙
法
の

規
定
に
よ
り
、
告
示
日
か
ら
選
挙

期
日
ま
で
は
登
録
が
で
き
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
代
理
投
票

　
体
が
不
自
由
な
人
や
自
分
で
字

が
書
け
な
い
人
は
、
係
員
に
よ
る

代
理
投
票
が
で
き
ま
す
。
投
票
の

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

遠
慮
な
く
投
票
所
の
係
員
に
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。

■
入
院
・
入
所
者
の
方
の
投
票

　
以
下
の
病
院
や
施
設
に
入
っ
て

い
る
人
は
、
そ
の
場
所
で
投
票
で

き
ま
す
。

下
仁
田
厚
生
病
院
・
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
か
ぶ
ら
の
里

■
期
日
前
投
票
　

７
月
４
日
（
金
）
〜
19
日
（
土
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時
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７
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３
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。
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固
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の
で
、

遠
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く
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に
お
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い
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■
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・
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所
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の
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票

　
以
下
の
病
院
や
施
設
に
入
っ
て

い
る
人
は
、
そ
の
場
所
で
投
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で

き
ま
す
。
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特
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養
護
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ホ
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■
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４
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金
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午
前
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30
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●
場
所
　
役
場
１
階
１
０
３
会
議
室

●
持
ち
物
　
入
場
券
が
届
い
て
い

る
方
は
、
ご
持
参
く
だ
さ
い
（
裏

面
に
氏
名
等
を
ご
記
入
く
だ
さ

い
）

■
選
挙
公
報

　
こ
れ
ま
で
区
長
様
を
通
じ
て
選

挙
公
報
を
配
布
し
て
い
ま
し
た

が
、
今
回
の
選
挙
か
ら
新
聞
折
り

込
み
に
よ
る
配
布
と
い
た
し
ま

す
。
ま
た
、
期
日
前
投
票
所
（
下

仁
田
町
役
場
）
・
下
仁
田
町
保
健

セ
ン
タ
ー
で
も
配
布
を
い
た
し
ま

す
。

■
タ
ク
シ
ー
に
よ
る
移
動
支
援

　
投
票
所
へ
の
移
動
が
困
難
な
人

に
対
し
て
、
自
宅
か
ら
投
票
所
ま

で
の
往
復
を
タ
ク
シ
ー
に
て
無
料

で
送
迎
し
ま
す
。

●
利
用
方
法

①
成
和
タ
ク
シ
ー
に
ご
自
身
で
連

絡
を
し
て
い
た
だ
き
、
「
選
挙
投

票
」
と
伝
え
て
予
約
を
し
て
く
だ
さ

い
。

●
場
所
　
役
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０
３
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●
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■
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こ
れ
ま
で
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を
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ま
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が
、
今
回
の
選
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か
ら
新
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折
り

込
み
に
よ
る
配
布
と
い
た
し
ま

す
。
ま
た
、
期
日
前
投
票
所
（
下

仁
田
町
役
場
）
・
下
仁
田
町
保
健

セ
ン
タ
ー
で
も
配
布
を
い
た
し
ま

す
。

■
タ
ク
シ
ー
に
よ
る
移
動
支
援

　
投
票
所
へ
の
移
動
が
困
難
な
人

に
対
し
て
、
自
宅
か
ら
投
票
所
ま

で
の
往
復
を
タ
ク
シ
ー
に
て
無
料

で
送
迎
し
ま
す
。

●
利
用
方
法

①
成
和
タ
ク
シ
ー
に
ご
自
身
で
連

絡
を
し
て
い
た
だ
き
、
「
選
挙
投

票
」
と
伝
え
て
予
約
を
し
て
く
だ
さ

い
。

②
乗
車
の
際
に
、
投
票
所
へ
の
入

場
券
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
タ

ク
シ
ー
券
の
代
わ
り
に
な
り
ま

す
。

③
投
票
が
済
ん
だ
ら
、
投
票
所
で

「
投
票
済
証
明
書
」
を
受
け
取
っ

て
、
運
転
手
に
提
示
し
て
く
だ
さ

い
。

●
制
度
利
用
に
あ
た
っ
て
の
注
意
点

①
タ
ク
シ
ー
に
よ
る
移
動
支
援

は
、
期
日
前
投
票
期
間
中
か
ら
投

票
日
当
日
（
７
月
４
日
か
ら
20

日
）
ま
で
利
用
で
き
ま
す
。

②
他
の
タ
ク
シ
ー
会
社
を
利
用
し

た
場
合
、
無
料
に
は
な
り
ま
せ

ん
。

③
配
車
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
ご

希
望
の
日
時
で
の
送
迎
が
難
し
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

④
入
場
券
は
、
７
月
３
日
ま
で
に

ご
自
宅
に
郵
送
予
定
で
す
。

●
ご
予
約
先

成
和
タ
ク
シ
ー

☎
82―

２
０
７
８

②
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第
２7
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

第
２7
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

投
票
日 

７
月
２０
日（
日
） 
投
票
日 

７
月
２０
日（
日
） ※

政
局
に
よ
り
、
選
挙
期
日
が
変
更
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す

期 日 前 投 票 が
できる 期 間

7月4日(金）

7月19日(土）
※土・日曜日も含む

■時　間　午前8時30分～午後8時
■場　所　役場1階103会議室
■持ち物　入場券が届いている方は、
　　　　　ご持参ください。（裏面に
　　　　　氏名等をご記入ください）

●問い合わせ
選挙管理委員会 事務局（役場内）
☎内線302

下仁田町保健センター下仁田 １

馬山生活センター
（旧馬山小学校跡地）

西牧防災研修施設
（旧西中学校跡地）
青倉ミーティングルーム
（自然史館内）

馬　山 2

大平集会所小　坂 3

西　牧 4

青　倉 5

投票所投票区地区

■投票時間　午前７時～午後６時
◯注意
※今回から投票所が各地区１箇所となります。お
間違えのないようご注意ください。

■あなたの投票所

国
民
年
金
保
険
料
免
除
・
猶
予
制
度
の
お
知
ら
せ

　
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
す
べ
て
の
方
は
国
民
年
金
の
加
入
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
保
険
料
の
納
付
を
お
忘
れ
の
状
態
で
不
慮
の
事
態
が
発
生
す
る
と
、
障

害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
経
済
的
な
理
由
等
で
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
場
合
、

保
険
料
の
納
付
が
免
除
や
猶
予
と
な
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

●
申
請
免
除
制
度

　
本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の
前
年
所
得
が
一
定
の
基
準
以
下
の
場
合
、

所
得
額
に
応
じ
て
保
険
料
の
納
付
が
段
階
的
に
免
除
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
一
部
免
除
の
場
合
は
残
り
の
保
険
料
を
納
め
な
い
と
未
納
と

同
じ
扱
い
に
な
り
ま
す
。

　
今
年
度
の
免
除
期
間
は
令
和
７
年
７
月
か
ら
令
和
８
年
６
月
ま
で
で

す
。

●
納
付
猶
予
制
度

　
本
人
が
50
歳
未
満
で
、
世
帯
主
に
関
係
な
く
本
人
・
配
偶
者
の
前
年
所

得
が
一
定
の
基
準
以
下
の
場
合
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

　
今
年
度
の
猶
予
期
間
は
令
和
７
年
７
月
か
ら
令
和
８
年
６
月
ま
で
で

す
。

●
学
生
納
付
特
例
制
度

　
本
人
が
学
生
で
、
前
年
所
得
が
一
定
の
基
準
以
下
の
場
合
、
学
生
期
間

中
の
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

　
今
年
度
の
猶
予
期
間
は
令
和
７
年
４
月
か
ら
令
和
８
年
３
月
ま
で
で

す
。

※

２
年
１
か
月
前
の
期
間
ま
で
遡
っ
て
免
除
等
の
申
請
が
で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
　
☎
０
５
７
０―

０
５―

１
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行政情報行政情報

■
投
票
で
き
る
人

　

平
成
19
年
７
月
21
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人
で
、
令
和
７
年
４
月
２

日
ま
で
に
下
仁
田
町
に
住
民
登
録

さ
れ
、
引
き
続
き
３
ヶ
月
以
上
住

所
を
有
す
る
人
。

■
郵
送
に
よ
る
投
票

・
障
害
者
手
帳
や
戦
病
者
手
帳
を

お
持
ち
の
、
重
度
障
害
者
の
方

・
要
介
護
認
定
で
介
護
５
の
方

一
定
の
条
件
に
あ
て
は
ま
る
と
、

郵
送
で
投
票
で
き
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
町
外
に
滞
在
さ
れ
て
い
る
方
の

投
票

　
投
票
日
の
当
日
に
町
外
に
滞
在

さ
れ
て
い
る
方
は
、
滞
在
先
の
市

区
町
村
に
て
不
在
者
投
票
が
で
き

ま
す
。
郵
送
で
の
手
続
き
が
必
要

で
時
間
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
お

早
め
に
選
挙
管
理
委
員
会
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

■
投
票
で
き
る
人

　

平
成
19
年
７
月
21
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人
で
、
令
和
７
年
４
月
２

日
ま
で
に
下
仁
田
町
に
住
民
登
録

さ
れ
、
引
き
続
き
３
ヶ
月
以
上
住

所
を
有
す
る
人
。

■
郵
送
に
よ
る
投
票

・
障
害
者
手
帳
や
戦
病
者
手
帳
を

お
持
ち
の
、
重
度
障
害
者
の
方

・
要
介
護
認
定
で
介
護
５
の
方

一
定
の
条
件
に
あ
て
は
ま
る
と
、

郵
送
で
投
票
で
き
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
町
外
に
滞
在
さ
れ
て
い
る
方
の

投
票

　
投
票
日
の
当
日
に
町
外
に
滞
在

さ
れ
て
い
る
方
は
、
滞
在
先
の
市

区
町
村
に
て
不
在
者
投
票
が
で
き

ま
す
。
郵
送
で
の
手
続
き
が
必
要

で
時
間
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
お

早
め
に
選
挙
管
理
委
員
会
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

■
在
外
投
票

　
公
示
日
（
７
月
３
日
）
よ
り
前

に
下
仁
田
町
在
外
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
る
方
は
、
在
外
投

票
が
で
き
ま
す
。
公
職
選
挙
法
の

規
定
に
よ
り
、
告
示
日
か
ら
選
挙

期
日
ま
で
は
登
録
が
で
き
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
代
理
投
票

　
体
が
不
自
由
な
人
や
自
分
で
字

が
書
け
な
い
人
は
、
係
員
に
よ
る

代
理
投
票
が
で
き
ま
す
。
投
票
の

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

遠
慮
な
く
投
票
所
の
係
員
に
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。

■
入
院
・
入
所
者
の
方
の
投
票

　
以
下
の
病
院
や
施
設
に
入
っ
て

い
る
人
は
、
そ
の
場
所
で
投
票
で

き
ま
す
。

下
仁
田
厚
生
病
院
・
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
か
ぶ
ら
の
里

■
期
日
前
投
票
　

７
月
４
日
（
金
）
〜
19
日
（
土
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

■
在
外
投
票

　
公
示
日
（
７
月
３
日
）
よ
り
前

に
下
仁
田
町
在
外
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
る
方
は
、
在
外
投

票
が
で
き
ま
す
。
公
職
選
挙
法
の

規
定
に
よ
り
、
告
示
日
か
ら
選
挙

期
日
ま
で
は
登
録
が
で
き
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
代
理
投
票

　
体
が
不
自
由
な
人
や
自
分
で
字

が
書
け
な
い
人
は
、
係
員
に
よ
る

代
理
投
票
が
で
き
ま
す
。
投
票
の

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

遠
慮
な
く
投
票
所
の
係
員
に
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。

■
入
院
・
入
所
者
の
方
の
投
票

　
以
下
の
病
院
や
施
設
に
入
っ
て

い
る
人
は
、
そ
の
場
所
で
投
票
で

き
ま
す
。

下
仁
田
厚
生
病
院
・
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
か
ぶ
ら
の
里

■
期
日
前
投
票
　

７
月
４
日
（
金
）
〜
19
日
（
土
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

●
場
所
　
役
場
１
階
１
０
３
会
議
室

●
持
ち
物
　
入
場
券
が
届
い
て
い

る
方
は
、
ご
持
参
く
だ
さ
い
（
裏

面
に
氏
名
等
を
ご
記
入
く
だ
さ

い
）

■
選
挙
公
報

　
こ
れ
ま
で
区
長
様
を
通
じ
て
選

挙
公
報
を
配
布
し
て
い
ま
し
た

が
、
今
回
の
選
挙
か
ら
新
聞
折
り

込
み
に
よ
る
配
布
と
い
た
し
ま

す
。
ま
た
、
期
日
前
投
票
所
（
下

仁
田
町
役
場
）
・
下
仁
田
町
保
健

セ
ン
タ
ー
で
も
配
布
を
い
た
し
ま

す
。

■
タ
ク
シ
ー
に
よ
る
移
動
支
援

　
投
票
所
へ
の
移
動
が
困
難
な
人

に
対
し
て
、
自
宅
か
ら
投
票
所
ま

で
の
往
復
を
タ
ク
シ
ー
に
て
無
料

で
送
迎
し
ま
す
。

●
利
用
方
法

①
成
和
タ
ク
シ
ー
に
ご
自
身
で
連

絡
を
し
て
い
た
だ
き
、
「
選
挙
投

票
」
と
伝
え
て
予
約
を
し
て
く
だ
さ

い
。

●
場
所
　
役
場
１
階
１
０
３
会
議
室

●
持
ち
物
　
入
場
券
が
届
い
て
い

る
方
は
、
ご
持
参
く
だ
さ
い
（
裏

面
に
氏
名
等
を
ご
記
入
く
だ
さ

い
）

■
選
挙
公
報

　
こ
れ
ま
で
区
長
様
を
通
じ
て
選

挙
公
報
を
配
布
し
て
い
ま
し
た

が
、
今
回
の
選
挙
か
ら
新
聞
折
り

込
み
に
よ
る
配
布
と
い
た
し
ま

す
。
ま
た
、
期
日
前
投
票
所
（
下

仁
田
町
役
場
）
・
下
仁
田
町
保
健

セ
ン
タ
ー
で
も
配
布
を
い
た
し
ま

す
。

■
タ
ク
シ
ー
に
よ
る
移
動
支
援

　
投
票
所
へ
の
移
動
が
困
難
な
人

に
対
し
て
、
自
宅
か
ら
投
票
所
ま

で
の
往
復
を
タ
ク
シ
ー
に
て
無
料

で
送
迎
し
ま
す
。

●
利
用
方
法

①
成
和
タ
ク
シ
ー
に
ご
自
身
で
連

絡
を
し
て
い
た
だ
き
、
「
選
挙
投

票
」
と
伝
え
て
予
約
を
し
て
く
だ
さ

い
。

②
乗
車
の
際
に
、
投
票
所
へ
の
入

場
券
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
タ

ク
シ
ー
券
の
代
わ
り
に
な
り
ま

す
。

③
投
票
が
済
ん
だ
ら
、
投
票
所
で

「
投
票
済
証
明
書
」
を
受
け
取
っ

て
、
運
転
手
に
提
示
し
て
く
だ
さ

い
。

●
制
度
利
用
に
あ
た
っ
て
の
注
意
点

①
タ
ク
シ
ー
に
よ
る
移
動
支
援

は
、
期
日
前
投
票
期
間
中
か
ら
投

票
日
当
日
（
７
月
４
日
か
ら
20

日
）
ま
で
利
用
で
き
ま
す
。

②
他
の
タ
ク
シ
ー
会
社
を
利
用
し

た
場
合
、
無
料
に
は
な
り
ま
せ

ん
。

③
配
車
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
ご

希
望
の
日
時
で
の
送
迎
が
難
し
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

④
入
場
券
は
、
７
月
３
日
ま
で
に

ご
自
宅
に
郵
送
予
定
で
す
。

●
ご
予
約
先

成
和
タ
ク
シ
ー

☎
82―

２
０
７
８

②
乗
車
の
際
に
、
投
票
所
へ
の
入

場
券
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
タ

ク
シ
ー
券
の
代
わ
り
に
な
り
ま

す
。

③
投
票
が
済
ん
だ
ら
、
投
票
所
で

「
投
票
済
証
明
書
」
を
受
け
取
っ

て
、
運
転
手
に
提
示
し
て
く
だ
さ

い
。

●
制
度
利
用
に
あ
た
っ
て
の
注
意
点

①
タ
ク
シ
ー
に
よ
る
移
動
支
援

は
、
期
日
前
投
票
期
間
中
か
ら
投

票
日
当
日
（
７
月
４
日
か
ら
20

日
）
ま
で
利
用
で
き
ま
す
。

②
他
の
タ
ク
シ
ー
会
社
を
利
用
し

た
場
合
、
無
料
に
は
な
り
ま
せ

ん
。

③
配
車
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
ご

希
望
の
日
時
で
の
送
迎
が
難
し
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

④
入
場
券
は
、
７
月
３
日
ま
で
に

ご
自
宅
に
郵
送
予
定
で
す
。
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第
２7
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

第
２7
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

投
票
日 

７
月
２０
日（
日
） 

投
票
日 

７
月
２０
日（
日
） ※

政
局
に
よ
り
、
選
挙
期
日
が
変
更
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す

期 日 前 投 票 が
できる 期 間

7月4日(金）

7月19日(土）
※土・日曜日も含む

■時　間　午前8時30分～午後8時
■場　所　役場1階103会議室
■持ち物　入場券が届いている方は、
　　　　　ご持参ください。（裏面に
　　　　　氏名等をご記入ください）

●問い合わせ
選挙管理委員会 事務局（役場内）
☎内線302

下仁田町保健センター下仁田 １

馬山生活センター
（旧馬山小学校跡地）

西牧防災研修施設
（旧西中学校跡地）
青倉ミーティングルーム
（自然史館内）

馬　山 2

大平集会所小　坂 3

西　牧 4

青　倉 5

投票所投票区地区

■投票時間　午前７時～午後６時
◯注意
※今回から投票所が各地区１箇所となります。お
間違えのないようご注意ください。

■あなたの投票所

国
民
年
金
保
険
料
免
除
・
猶
予
制
度
の
お
知
ら
せ

　
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
す
べ
て
の
方
は
国
民
年
金
の
加
入
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
保
険
料
の
納
付
を
お
忘
れ
の
状
態
で
不
慮
の
事
態
が
発
生
す
る
と
、
障

害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
経
済
的
な
理
由
等
で
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
場
合
、

保
険
料
の
納
付
が
免
除
や
猶
予
と
な
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

●
申
請
免
除
制
度

　
本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の
前
年
所
得
が
一
定
の
基
準
以
下
の
場
合
、

所
得
額
に
応
じ
て
保
険
料
の
納
付
が
段
階
的
に
免
除
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
一
部
免
除
の
場
合
は
残
り
の
保
険
料
を
納
め
な
い
と
未
納
と

同
じ
扱
い
に
な
り
ま
す
。

　
今
年
度
の
免
除
期
間
は
令
和
７
年
７
月
か
ら
令
和
８
年
６
月
ま
で
で

す
。

●
納
付
猶
予
制
度

　
本
人
が
50
歳
未
満
で
、
世
帯
主
に
関
係
な
く
本
人
・
配
偶
者
の
前
年
所

得
が
一
定
の
基
準
以
下
の
場
合
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

　
今
年
度
の
猶
予
期
間
は
令
和
７
年
７
月
か
ら
令
和
８
年
６
月
ま
で
で

す
。

●
学
生
納
付
特
例
制
度

　
本
人
が
学
生
で
、
前
年
所
得
が
一
定
の
基
準
以
下
の
場
合
、
学
生
期
間

中
の
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

　
今
年
度
の
猶
予
期
間
は
令
和
７
年
４
月
か
ら
令
和
８
年
３
月
ま
で
で

す
。

※
２
年
１
か
月
前
の
期
間
ま
で
遡
っ
て
免
除
等
の
申
請
が
で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
　
☎
０
５
７
０―

０
５―

１
１
６
５
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下仁田町こんにゃく食べよう健康増進条例下仁田町こんにゃく食べよう健康増進条例

　
町
で
は
、近
年
の
こ
ん
に
ゃ
く
消

費
低
迷
は
、当
地
域
に
と
っ
て
重
大

な
社
会
問
題
で
あ
る
と
の
認
識
か

ら「
下
仁
田
町
こ
ん
に
ゃ
く
食
べ
よ

う
健
康
増
進
条
例
」を
制
定
し
ま

し
た
。

　
こ
ん
に
ゃ
く
芋
の
生
産
地
は
、当

地
か
ら
県
内
各
地
の
平
坦
地
へ
移

り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、こ
ん
に
ゃ
く

製
粉
加
工
は
現
在
に
お
い
て
も
全

国
ト
ッ
プ
の
市
場
を
持
ち
、下
仁
田

産
原
料
は
最
大
の
存
在
で
す
。

　
こ
れ
ら
日
本
食
文
化
を
次
世
代

に
つ
な
ぎ
、地
場
産
業
を
維
持
し
な

が
ら
健
康
増
進
に
貢
献
し
た
い
と

の
想
い
で
、条
例
を
制
定
し
ま
し

た
。

『
令
和
７
年
６
月
12
日
、令
和
７
年

第
２
回
下
仁
田
町
議
会
定
例
会
に

て
条
例
可
決
』

下
仁
田
町
こ
ん
に
ゃ
く
食
べ
よ
う

健
康
増
進
条
例
を
制
定

下
仁
田
町
こ
ん
に
ゃ
く
食
べ
よ
う

健
康
増
進
条
例
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定

〜
こ
ん
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ゃ
く
地
元
か
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　世
界
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報
発
信
〜
　

〜
こ
ん
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ゃ
く
地
元
か
ら

　
　
　世
界
へ
向
け
て
情
報
発
信
〜
　

「上信電鉄でGOGO!!
下仁田キャンペーン」が７月から始まります！

　下仁田町内のお店や施設で発行され
た５００円以上のレシート（領収書）で、下
仁田駅から高崎までの片道料金が無料
になる「特別片道乗車証」（当日限り有
効）がもらえます。キャンペーン期間は８
月３１日までです。
　今年度も、特別片道乗車証の乗車証
番号下３桁が全て同じ数字であれば、下
仁田町オリジナルトートバッグがもらえ
る「ラッキーナンバーチャンス！」も実施し
ますので是非ご利用ください！
　詳しくは、広報しもにた６月号か、下仁
田町ホームページをご覧ください。

●問い合わせ先
企画課地域創生係
☎64-8809

詳しくはこちら

山本一太 群馬県知事へ報告山本一太 群馬県知事へ報告

　
本
町
で
は
、国
の
地
方
公
共
団

体
情
報
シ
ス
テ
ム
標
準
化
基
本
方

針
に
従
い
、窓
口
業
務
で
使
用
し
て

い
る
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
を
進
め
て

い
ま
す
。

８
月
４
日（
月
）か
ら
の
標
準
化
シ

ス
テ
ム
運
用
開
始
に
よ
る
影
響

①
シ
ス
テ
ム
の
切
り
替
え
に
伴
い
、

８
月
１
日（
金
）〜
８
月
５
日（
火
）

の
間
、コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
が

利
用
で
き
ま
せ
ん
。

②
住
民
票
な
ど
の
様
式
が
変
わ
り

ま
す
。

③
固
定
資
産
税
評
価
額
通
知
書

等
、町
か
ら
交
付
さ
れ
る
証
明
書

が一部
廃
止
さ
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

▼
影
響
①
②
に
関
す
る
こ
と

住
民
税
務
課
住
民
係

（
☎
82―

２
１
１
２
）

▼
影
響
③
に
関
す
る
こ
と

住
民
税
務
課
資
産
税
係

（
☎
64―

９
５
５
０
）

窓
口
業
務

シ
ス
テ
ム
の

標
準
化
に
よ
る

影
響
に
つ
い
て

行政情報行政情報

（目的）
○第１条　この条例は、健康増進に優れたこんにゃくを地域の誇りとして、さらな
る消費拡大を推進することで、地場産業の活性化と町民の健康増進を目指し、未
来へ続く健康的なライフスタイルを築くことを目的とし、さらに、こんにゃくの魅力
を下仁田町から日本全国へ、日本から世界へと広めることを目指すものとする。
（町の責務）
○第２条　町は、こんにゃくが日本古来の食文化であり、健康増進に効果的な食
品であることの情報発信に努めるとともに、こんにゃくの消費拡大に必要な措置
を講ずる。
（事業者の役割）
○第３条　こんにゃくの生産及び販売等に関連する事業者は、こんにゃくの更な
る品質向上に努め、飲食事業者は、食事提供の機会を増やすなど、こんにゃくの
消費拡大に積極的に取り組むものとする。
（町民の役割）
○第４条　町民は、地域の特産であり、低カロリーかつ食物繊維が豊富なこん
にゃくの魅力を認識し、消費に努めるものとする。
（連携及び協力）
○第５条　町、事業者及び町民は、こんにゃくの消費拡大に関し、相互に連携し協
力する。
（個人の意思への配慮）
○第６条　町、事業者及び町民は、この条例の実施にあたり、個人の嗜好及び意
思を尊重しなければならない。
○附　則
この条例は、公布の日から施行する。

下仁田町こんにゃく食べよう健康増進条例
令和７年６月１２日制定

5 4下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 広
報しもにた



下仁田町こんにゃく食べよう健康増進条例下仁田町こんにゃく食べよう健康増進条例

　
町
で
は
、近
年
の
こ
ん
に
ゃ
く
消

費
低
迷
は
、当
地
域
に
と
っ
て
重
大

な
社
会
問
題
で
あ
る
と
の
認
識
か

ら「
下
仁
田
町
こ
ん
に
ゃ
く
食
べ
よ

う
健
康
増
進
条
例
」を
制
定
し
ま

し
た
。

　
こ
ん
に
ゃ
く
芋
の
生
産
地
は
、当

地
か
ら
県
内
各
地
の
平
坦
地
へ
移

り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、こ
ん
に
ゃ
く

製
粉
加
工
は
現
在
に
お
い
て
も
全

国
ト
ッ
プ
の
市
場
を
持
ち
、下
仁
田

産
原
料
は
最
大
の
存
在
で
す
。

　
こ
れ
ら
日
本
食
文
化
を
次
世
代

に
つ
な
ぎ
、地
場
産
業
を
維
持
し
な

が
ら
健
康
増
進
に
貢
献
し
た
い
と

の
想
い
で
、条
例
を
制
定
し
ま
し

た
。

『
令
和
７
年
６
月
12
日
、令
和
７
年

第
２
回
下
仁
田
町
議
会
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例
会
に

て
条
例
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決
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下
仁
田
町
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う
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進
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仁
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く
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準
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行政情報行政情報
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○第２条　町は、こんにゃくが日本古来の食文化であり、健康増進に効果的な食
品であることの情報発信に努めるとともに、こんにゃくの消費拡大に必要な措置
を講ずる。
（事業者の役割）
○第３条　こんにゃくの生産及び販売等に関連する事業者は、こんにゃくの更な
る品質向上に努め、飲食事業者は、食事提供の機会を増やすなど、こんにゃくの
消費拡大に積極的に取り組むものとする。
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○第４条　町民は、地域の特産であり、低カロリーかつ食物繊維が豊富なこん
にゃくの魅力を認識し、消費に努めるものとする。
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力する。
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行政情報行政情報

　
現
在
使
用
し
て
い
る
証
は
、
７

月
31
日
で
有
効
期
限
が
切
れ
ま

す
。
引
き
続
き
対
象
と
な
る
人
に

は
、
７
月
中
に
新
し
い
証
を
発
送

し
ま
す
の
で
、
８
月
１
日
か
ら
使

用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
令
和
６
年
12
月
２
日
以
降
、
保

険
証
の
新
規
発
行
が
終
了
し
、
マ

イ
ナ
保
険
証
を
お
持
ち
の
人
に
は

「
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
」
を
、

マ
イ
ナ
保
険
証
を
お
持
ち
で
な
い

人
に
は
「
資
格
確
認
書
」
の
交
付

が
基
本
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者

は
、
令
和
８
年
７
月
31
日
ま
で
の

間
、
暫
定
的
な
運
用
と
し
て
「
資

格
確
認
書
」
を
全
加
入
者
へ
交
付

し
ま
す
。

※
希
望
者
に
は「
資
格
確
認
書
」ま

た
は「
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
」を

「
簡
易
書
留
」
で
郵
送
し
ま
す
。ご

希
望
の
方
は
７
月
８
日（
火
）ま
で

に
国
保
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
・
国
民
健
康
保
険
・

福
祉
医
療
制
度
か
ら
の
お
知
ら
せ

後
期
高
齢
者
医
療
資
格
確
認
書

●
対
象

①
75
歳
以
上
の
人

②
障
害
認
定
を
受
け
て
い
る
65
歳
〜

74
歳
ま
で
の
人
で
後
期
高
齢
者

医
療
被
保
険
者
証
ま
た
は
資
格

確
認
書
を
す
で
に
持
っ
て
い
る

人
※
マ
イ
ナ
保
険
証
を
お
持
ち
の
人

は
マ
イ
ナ
保
険
証
で
の
受
診
も
可

能
で
す
。

国
民
健
康
保
険
資
格
情
報
の

お
知
ら
せ

●
対
象
　
国
保
加
入
者
で
マ
イ
ナ

保
険
証
を
お
持
ち
の
人

※
医
療
機
関
等
で
マ
イ
ナ
保
険
証

が
使
え
な
い
場
合
な
ど
に
必
要
と

な
る
書
類
で
す
。
こ
ち
ら
の
お
知

ら
せ
は
マ
イ
ナ
保
険
証
と
一
緒
に

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
資
格
確
認
書

●
対
象
　
国
保
加
入
者
で
マ
イ
ナ

保
険
証
を
お
持
ち
で
な
い
人

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
事

前
に
申
込
み
を
す
る
と
健
康
保
険

証
と
し
て
も
使
え
ま
す
。
マ
イ
ナ

保
険
証
で
は
、
医
療
機
関
窓
口
で

の
資
格
確
認
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
っ

た
り
、
高
齢
受
給
者
証
や
限
度
額

適
用
認
定
証
な
ど
の
持
参
が
不
要

に
な
っ
た
り
、
ご
本
人
の
同
意
で

特
定
健
診
結
果
や
過
去
の
薬
の
処

方
歴
を
医
師
や
薬
剤
師
と
共
有
で

き
、
よ
り
き
め
細
か
い
診
療
や
服

薬
管
理
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
健
康

保
険
証
と
し
て
利
用
す
る
た
め
の

申
込
み
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
）
、
パ
ソ
コ
ン

（
＋
I
C
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
）
、

セ
ブ
ン
銀
行
の
A
T
M
、
医
療
機

関
等
の
顔
認
証
付
き
カ
ー
ド
リ
ー

ダ
ー
な
ど
で
で
き
ま
す
。

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合
フ
リ
ー
ダ

イ
ヤ
ル

☎
0
1
2
0―

95―

0
1
7
8

（
無
料
）

○
受
付
時
間

・
平
日
　
午
前
9
時
30
分
〜
午
後

８
時

・
土
日
祝
　
午
前
9
時
30
分
〜
午

後
５
時
30
分
（
年
末
年
始
を
除
く
）

●
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
国
保
係

☎
64―

8
8
0
1

マ
イ
ナ
保
険
証
に

つ
い
て

　
関
東
信
越
国
税
局
の
組
織
で
あ

る「
業
務
セ
ン
タ
ー
室
」で
は
、
一

部
の
税
務
署
を
対
象
に
、
申
告
書

の
入
力
な
ど
の
内
部
事
務
の
集
約

処
理
（ 

内
部
事
務
の
セ
ン
タ
ー
化

※ 

）を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
富
岡
税
務
署
管
内
の
納
税
者
の

皆
様
に
は
、以
下
の
事
項
に
関
し
ま

し
て
、ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

※ 「
内
部
事
務
の
セ
ン
タ
ー
化
」

は
、
納
税
者
の
皆
様
の
所
轄
税
務

署
を
変
更
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

●
申
告
書
等
の
郵
送
に
よ
る

　送
付
先
に
つ
い
て
の
ご
案
内

〒
3
7
1―

8
5
8
7

関
東
信
越
国
税
局
業
務
セ
ン
タ
ー

前
橋
分
室

※
住
所
の
記
載
は
不
要
で
す
。

●
税
金
に
関
す
る
情
報

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（https:

//w
w
w
.nta.go.jp/

）、申
告（
納

税
）
に
関
す
る
情
報
や
タ
ッ
ク
ス

ア
ン
サ
ー（
よ
く
あ
る
質
問
）及
び

個
人
の
方
の
国
税
に
関
す
る
相
談

に
A
I（
人
工
知
能
）を
活
用
し
て

自
動
で
回
答
を
表
示
す
る
チ
ャ
ッ

富
岡
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

ト
ボ
ッ
ト（
ふ
た
ば
）を
掲
載
し
て

い
ま
す
。

　
申
告（
納
税
）に
つ
い
て
ご
不
明

な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
是
非
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

●
電
話
に
よ
る
ご
相
談

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
解
決

し
な
い
場
合
に
は
、電
話
相
談
セ
ン

タ
ー
（
0
5
7
0―

00―

5
9
0
1

（
国
税
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
））
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
国
税
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ

ル
に
つ
な
が
ら
な
い
場
合
は
、
富

岡
税
務
署
の
代
表
電
話
番
号

（
0
2
7
4―

63―

2
2
3
5
）
へ

お
掛
け
い
た
だ
き
、
音
声
案
内
に

従
い「
１
」番
を
選
択
し
て
い
た
だ

く
と
、
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
に
つ

な
が
り
ま
す
。

●
税
務
署
で
の
ご
相
談

　
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。富
岡

税
務
署
の
代
表
電
話
番
号

（
0
2
7
4―

63―

2
2
3
5
）
へ

お
掛
け
い
た
だ
き
、
音
声
案
内
に

従
い「
２
」番
を
選
択
し
、
面
接
相

談
の
事
前
予
約
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

　
事
前
予
約
さ
れ
ず
に
税
務
署
に

　後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料
額

決
定
通
知
書

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
加
入

者
に
、
保
険
料
額
決
定
通
知
書
を

7
月
中
に
発
送
し
ま
す
。
普
通
徴

収
の
第
1
期
の
納
期
限
は
７
月
31

日
（
木
）
で
す
。
今
年
度
、
新
た

に
75
歳
に
な
る
人
は
、
国
保
税
な

ど
を
口
座
振
替
で
納
付
し
て
い
て

も
、
金
融
機
関
で
新
た
に
口
座
振

替
の
申
込
み
が
必
要
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
国
保
係

☎
64―

8
8
0
1

後
期
高
齢
者
医
療
の

保
険
料
額
決
定
通
知

書
を
郵
送
し
ま
す

限
度
額
適
用
認
定
証
に
つ
い
て

・
長
期
入
院
該
当
に
よ
る
食
事
代

の
減
額
を
受
け
る
た
め
に
は
、
国

保
係
へ
申
請
が
必
要
で
す
。

・
限
度
額
適
用
認
定
証
の
申
請
は

基
本
的
に
不
要
で
す
。
医
療
機
関

で
限
度
額
適
用
認
定
証
を
求
め
ら

れ
る
ケ
ー
ス
は
、
医
療
機
関
が
オ

ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
に
対
応
し
て

い
な
い
場
合
な
ど
で
す
。

福
祉
医
療
費
受
給
資
格
者
証

（
ひ
と
り
親
家
庭
）

●
対
象
　
19
歳
未
満
の
子
ど
も
が

い
る
ひ
と
り
親
家
庭
の
人

※
対
象
と
な
る
人
で
、
令
和
７
年

度
所
得
や
資
格
の
確
認
が
必
要
な

人
に
は
、
そ
の
旨
を
通
知
し
ま

す
。

福
祉
医
療
費
受
給
資
格
者
証

（
重
度
心
身
障
害
者・高
齢
重
度
障
害
者
）

●
対
象
　
心
身
に
障
害
の
あ
る
人

で
、
本
人
や
同
世
帯
員
に
一
定
の

所
得
が
な
い
人

●
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
国
保
係

☎
64―
8
8
0
1

７
月
中
に
資
格
確
認
書
・
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
・

受
給
資
格
者
証
を
郵
送
し
ま
す

お
越
し
い
た
だ
い
て
も
、
相
談
対

応
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
願

い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

富
岡
税
務
署
　
☎
63―

2
2
3
5

（
自
動
音
声
案
内
で「
２
」を
選
択
）

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

は
こ
ち
ら

下
仁
田
町
応
援
商
品
券
の

使
用
期
限
は

７
月
31
日（
木
）ま
で
で
す

　
今
年
３
月
に
簡
易
書
留
に
て

お
配
り
し
た
下
仁
田
町
応
援
商

品
券
は
７
月
３１
日（
木
）が
使
用

期
限
で
す
。期
限
を
過
ぎ
た
商

品
券
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。お
早

め
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

商
工
観
光
課
商
工
観
光
係

☎
64―

８
８
０
５
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現
在
使
用
し
て
い
る
証
は
、
７

月
31
日
で
有
効
期
限
が
切
れ
ま

す
。
引
き
続
き
対
象
と
な
る
人
に

は
、
７
月
中
に
新
し
い
証
を
発
送

し
ま
す
の
で
、
８
月
１
日
か
ら
使

用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
令
和
６
年
12
月
２
日
以
降
、
保

険
証
の
新
規
発
行
が
終
了
し
、
マ

イ
ナ
保
険
証
を
お
持
ち
の
人
に
は

「
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
」
を
、

マ
イ
ナ
保
険
証
を
お
持
ち
で
な
い

人
に
は
「
資
格
確
認
書
」
の
交
付

が
基
本
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者

は
、
令
和
８
年
７
月
31
日
ま
で
の

間
、
暫
定
的
な
運
用
と
し
て
「
資

格
確
認
書
」
を
全
加
入
者
へ
交
付

し
ま
す
。

※
希
望
者
に
は「
資
格
確
認
書
」ま

た
は「
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
」を

「
簡
易
書
留
」
で
郵
送
し
ま
す
。ご

希
望
の
方
は
７
月
８
日（
火
）ま
で

に
国
保
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
・
国
民
健
康
保
険
・

福
祉
医
療
制
度
か
ら
の
お
知
ら
せ

後
期
高
齢
者
医
療
資
格
確
認
書

●
対
象

①
75
歳
以
上
の
人

②
障
害
認
定
を
受
け
て
い
る
65
歳
〜

74
歳
ま
で
の
人
で
後
期
高
齢
者

医
療
被
保
険
者
証
ま
た
は
資
格

確
認
書
を
す
で
に
持
っ
て
い
る

人
※
マ
イ
ナ
保
険
証
を
お
持
ち
の
人

は
マ
イ
ナ
保
険
証
で
の
受
診
も
可

能
で
す
。

国
民
健
康
保
険
資
格
情
報
の

お
知
ら
せ

●
対
象
　
国
保
加
入
者
で
マ
イ
ナ

保
険
証
を
お
持
ち
の
人

※
医
療
機
関
等
で
マ
イ
ナ
保
険
証

が
使
え
な
い
場
合
な
ど
に
必
要
と

な
る
書
類
で
す
。
こ
ち
ら
の
お
知

ら
せ
は
マ
イ
ナ
保
険
証
と
一
緒
に

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
資
格
確
認
書

●
対
象
　
国
保
加
入
者
で
マ
イ
ナ

保
険
証
を
お
持
ち
で
な
い
人

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
事

前
に
申
込
み
を
す
る
と
健
康
保
険

証
と
し
て
も
使
え
ま
す
。
マ
イ
ナ

保
険
証
で
は
、
医
療
機
関
窓
口
で

の
資
格
確
認
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
っ

た
り
、
高
齢
受
給
者
証
や
限
度
額

適
用
認
定
証
な
ど
の
持
参
が
不
要

に
な
っ
た
り
、
ご
本
人
の
同
意
で

特
定
健
診
結
果
や
過
去
の
薬
の
処

方
歴
を
医
師
や
薬
剤
師
と
共
有
で

き
、
よ
り
き
め
細
か
い
診
療
や
服

薬
管
理
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
健
康

保
険
証
と
し
て
利
用
す
る
た
め
の

申
込
み
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
）
、
パ
ソ
コ
ン

（
＋
I
C
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
）
、

セ
ブ
ン
銀
行
の
A
T
M
、
医
療
機

関
等
の
顔
認
証
付
き
カ
ー
ド
リ
ー

ダ
ー
な
ど
で
で
き
ま
す
。

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合
フ
リ
ー
ダ

イ
ヤ
ル

☎
0
1
2
0―

95―

0
1
7
8

（
無
料
）

○
受
付
時
間

・
平
日
　
午
前
9
時
30
分
〜
午
後

８
時

・
土
日
祝
　
午
前
9
時
30
分
〜
午

後
５
時
30
分
（
年
末
年
始
を
除
く
）

●
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
国
保
係

☎
64―

8
8
0
1

マ
イ
ナ
保
険
証
に

つ
い
て

　
関
東
信
越
国
税
局
の
組
織
で
あ

る「
業
務
セ
ン
タ
ー
室
」で
は
、
一

部
の
税
務
署
を
対
象
に
、
申
告
書

の
入
力
な
ど
の
内
部
事
務
の
集
約

処
理
（ 

内
部
事
務
の
セ
ン
タ
ー
化

※ 

）を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
富
岡
税
務
署
管
内
の
納
税
者
の

皆
様
に
は
、以
下
の
事
項
に
関
し
ま

し
て
、ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

※ 「
内
部
事
務
の
セ
ン
タ
ー
化
」

は
、
納
税
者
の
皆
様
の
所
轄
税
務

署
を
変
更
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

●
申
告
書
等
の
郵
送
に
よ
る

　送
付
先
に
つ
い
て
の
ご
案
内

〒
3
7
1―

8
5
8
7

関
東
信
越
国
税
局
業
務
セ
ン
タ
ー

前
橋
分
室

※
住
所
の
記
載
は
不
要
で
す
。

●
税
金
に
関
す
る
情
報

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（https:

//w
w
w
.nta.go.jp/

）、申
告（
納

税
）
に
関
す
る
情
報
や
タ
ッ
ク
ス

ア
ン
サ
ー（
よ
く
あ
る
質
問
）及
び

個
人
の
方
の
国
税
に
関
す
る
相
談

に
A
I（
人
工
知
能
）を
活
用
し
て

自
動
で
回
答
を
表
示
す
る
チ
ャ
ッ

富
岡
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

ト
ボ
ッ
ト（
ふ
た
ば
）を
掲
載
し
て

い
ま
す
。

　
申
告（
納
税
）に
つ
い
て
ご
不
明

な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
是
非
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

●
電
話
に
よ
る
ご
相
談

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
解
決

し
な
い
場
合
に
は
、電
話
相
談
セ
ン

タ
ー
（
0
5
7
0―

00―

5
9
0
1

（
国
税
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
））
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
国
税
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ

ル
に
つ
な
が
ら
な
い
場
合
は
、
富

岡
税
務
署
の
代
表
電
話
番
号

（
0
2
7
4―
63―

2
2
3
5
）
へ

お
掛
け
い
た
だ
き
、
音
声
案
内
に

従
い「
１
」番
を
選
択
し
て
い
た
だ

く
と
、
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
に
つ

な
が
り
ま
す
。

●
税
務
署
で
の
ご
相
談

　
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。富
岡

税
務
署
の
代
表
電
話
番
号

（
0
2
7
4―

63―

2
2
3
5
）
へ

お
掛
け
い
た
だ
き
、
音
声
案
内
に

従
い「
２
」番
を
選
択
し
、
面
接
相

談
の
事
前
予
約
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

　
事
前
予
約
さ
れ
ず
に
税
務
署
に

　後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料
額

決
定
通
知
書

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
加
入

者
に
、
保
険
料
額
決
定
通
知
書
を

7
月
中
に
発
送
し
ま
す
。
普
通
徴

収
の
第
1
期
の
納
期
限
は
７
月
31

日
（
木
）
で
す
。
今
年
度
、
新
た

に
75
歳
に
な
る
人
は
、
国
保
税
な

ど
を
口
座
振
替
で
納
付
し
て
い
て

も
、
金
融
機
関
で
新
た
に
口
座
振

替
の
申
込
み
が
必
要
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
国
保
係

☎
64―

8
8
0
1

後
期
高
齢
者
医
療
の

保
険
料
額
決
定
通
知

書
を
郵
送
し
ま
す

限
度
額
適
用
認
定
証
に
つ
い
て

・
長
期
入
院
該
当
に
よ
る
食
事
代

の
減
額
を
受
け
る
た
め
に
は
、
国

保
係
へ
申
請
が
必
要
で
す
。

・
限
度
額
適
用
認
定
証
の
申
請
は

基
本
的
に
不
要
で
す
。
医
療
機
関

で
限
度
額
適
用
認
定
証
を
求
め
ら

れ
る
ケ
ー
ス
は
、
医
療
機
関
が
オ

ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
に
対
応
し
て

い
な
い
場
合
な
ど
で
す
。

福
祉
医
療
費
受
給
資
格
者
証

（
ひ
と
り
親
家
庭
）

●
対
象
　
19
歳
未
満
の
子
ど
も
が

い
る
ひ
と
り
親
家
庭
の
人

※
対
象
と
な
る
人
で
、
令
和
７
年

度
所
得
や
資
格
の
確
認
が
必
要
な

人
に
は
、
そ
の
旨
を
通
知
し
ま

す
。

福
祉
医
療
費
受
給
資
格
者
証

（
重
度
心
身
障
害
者・高
齢
重
度
障
害
者
）

●
対
象
　
心
身
に
障
害
の
あ
る
人

で
、
本
人
や
同
世
帯
員
に
一
定
の

所
得
が
な
い
人

●
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
国
保
係

☎
64―

8
8
0
1

７
月
中
に
資
格
確
認
書
・
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
・

受
給
資
格
者
証
を
郵
送
し
ま
す

お
越
し
い
た
だ
い
て
も
、
相
談
対

応
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
願

い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

富
岡
税
務
署
　
☎
63―

2
2
3
5

（
自
動
音
声
案
内
で「
２
」を
選
択
）

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

は
こ
ち
ら

下
仁
田
町
応
援
商
品
券
の

使
用
期
限
は

７
月
31
日（
木
）ま
で
で
す

　
今
年
３
月
に
簡
易
書
留
に
て

お
配
り
し
た
下
仁
田
町
応
援
商

品
券
は
７
月
３１
日（
木
）が
使
用

期
限
で
す
。期
限
を
過
ぎ
た
商

品
券
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。お
早

め
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

商
工
観
光
課
商
工
観
光
係

☎
64―

８
８
０
５

7 6下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 広
報しもにた



行政情報行政情報

国民健康保険税の税率が変わります
　国民健康保険（国保）は、加入者が納める国民健康保険税（国保税）と国・県・町の公費を財源にして、
病気やけがをしたときの医療費や、出産育児一時金、葬祭費など必要な保険給付を行う制度です。
　このたび、運営状況を踏まえて令和７年度の国保税率を改正しました。また、地方税法施行令の一部改正に伴い、
賦課限度額等も変更になりますので、あわせてご確認ください。
　国保税は制度の運営を支える貴重な財源です。安定的な運営のために、ご理解とご協力をお願いします。

●国保税の納税通知書を 7月中に発送します
　国保税の納税義務者は世帯主です。世帯主が国保に加入していなくても、同一世帯に国保の加入者がいれば、
世帯主の方に納税通知書が送られます。納期限までに納付をお願いします。

●問い合わせ先　住民税務課　税務係　☎82-2113（直通）

●所得の低い人の国保税の軽減措置が拡充されます
　世帯の前年中の総所得が基準額を下回っている場合は、国保税の均等割額と平等割額が、所得額に応じて
7 割・5 割・2 割軽減されます。この軽減の基準額となる所得額が引き上げられ、5 割軽減と 2 割軽減の対
象が拡充されました。
　ただし、国保加入者に所得未申告の人がいると軽減の判定がされず、国保税が高く算定されてしまいます。
収入のなかった方も必ず申告してください。

※1　一定の給与所得者と公的年金等の支給を受ける者。
※2　同じ世帯の中で、国民健康保険の被保険者から後期高齢者医療の被保険者に移行した者を含む。

７割

5割

2割

軽減割合 基準額（前年中の総所得の合計額）
43万円＋10万円×（給与所得者等の数（※1）－1）　以下

↓
変更なし

43万円＋29.5 万円×被保険者数（※2）＋10万円×（給与所得者等の数（※1）－1）　以下
↓

43万円＋30．5万円×被保険者数（※2）＋10万円×（給与所得者等の数（※1）－1）　以下
43万円＋54．5万円×被保険者数（※2）＋10万円×（給与所得者等の数（※1）－1）　以下

↓
43万円＋56 万円×被保険者数（※2）＋10万円×（給与所得者等の数（※1）－1）　以下

●令和７年度からの新しい税率、賦課限度額 

●
町
長
交
際
費
と
は

　町
政
の
円
滑
な
運
営
を
図
る
た
め
、
町
を
代
表
し
て
行
う
個
人
ま
た
は

団
体
と
の
交
際
に
要
す
る
経
費
で
す
。

　「
下
仁
田
町
町
長
交
際
費
支
出
規
程
」
の
公
開
基
準
に
基
づ
き
公
開
し

ま
す
。 町

長
交
際
費
を
公
表
し
ま
す

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18

5月9日
5月12日
5月13日
5月14日
5月16日
5月16日
5月17日
5月17日
5月18日
5月21日
5月22日
5月22日
5月22日
5月23日
5月24日
5月25日
5月30日
5月31日
5月分

会費
会費
会費
会費
会費
会費
協賛
協賛
慶祝
会費
会費
会費
会費
会費
会費
弔慰
会費
会費
その他

支出内容支出日
(5月分) 令和7年度 町長交際費 (単位:円)

支出区分

5月分　計

支出金額
群馬県消防協会富岡甘楽支部懇親会
下仁田町商業協同組合懇親会
富岡甘楽市町村長連絡会議
富岡法人会下仁田地区懇親会
荒船風穴友の会懇親会
下仁田町消防関係者懇親会
2025原水爆禁止国民平和大行進賛助金
2025原水爆禁止国民平和大行進激励(お茶) 
神津牧場花祭りお祝い
群馬県浄化槽協会富岡支部懇親会
甘楽郡町村会及び甘楽郡町村会議会議長会懇親会
下仁田町商工会通常総代会懇親会
JA甘楽富岡農特産部連絡協議会懇親会
富岡法人会親睦会
富岡製糸場を愛する会懇親会
神流町長合同葬香典
富岡甘楽地方議会議員連絡協議会懇親会
下仁田管工事協同組合意見交換会
その他手土産等

6,000
5,000
10,000
5,000
5,000
5,000
5,000
1,763
5,000
3,000
7,000
6,000
5,000
5,000
5,000
10,000
4,000
5,000
14,544
112,307

　町では、税の公平性の観点から、滞納者の財産差し押さえ処分を実施しています。
　令和４年度～令和６年度の差し押さえ件数及び換価による税収等の額は下記のとおりです。

預　　金

年　　金

給　　与

生命保険

不 動 産

動　　産

そ の 他

合　　計

差し押さえ件数
差押物件

換価による税収等の額

令和6年度 令和5年度 令和6年度

542,051円

1,072,695円

620,161円

0円

0円

0円

703,900円

2,938,807円

992,553円

0円

806,969円

0円

0円

0円

458,708円

2,258,230円

令和4年度令和5年度

23件

2件

8件

0件

0件

0件

6件

39件

33件

0件

10件

0件

2件

0件

4件

49件

令和4年度

15件

3件

5件

0件

0件

1件

2件

26件

845,248円

1,270,677円

845,378円

0円

0円

0円

219,971円

3,181,274円

※その他：国税還付金、出資金、売掛金等

滞納者の財産差し押さえの実施状況

医療分
（医療保険分）

後期分
（後期高齢者支援金分）

介護分（介護保険分）
※40歳以上 65歳未満の人

改正前 改正前 改正前改正後 改正後 改正後

6.0%

27,800 円

19,300 円

65 万円

2.6%

11,900 円

8,300 円

24 万円

1.9%

12,700 円

6,300 円

17 万円

6.65%

27,800 円

22,600 円

66 万円

2.97%

11,900 円

8,300 円

26 万円

2.51%

12,700 円

6,300 円

17 万円

所得割額
（前年の所得に応じた金額）

均等割額
（１人当たりの金額）

平等割額
（１世帯当たりの金額）

賦課限度額

9 下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 8広
報しもにた
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国民健康保険税の税率が変わります
　国民健康保険（国保）は、加入者が納める国民健康保険税（国保税）と国・県・町の公費を財源にして、
病気やけがをしたときの医療費や、出産育児一時金、葬祭費など必要な保険給付を行う制度です。
　このたび、運営状況を踏まえて令和７年度の国保税率を改正しました。また、地方税法施行令の一部改正に伴い、
賦課限度額等も変更になりますので、あわせてご確認ください。
　国保税は制度の運営を支える貴重な財源です。安定的な運営のために、ご理解とご協力をお願いします。

●国保税の納税通知書を 7月中に発送します
　国保税の納税義務者は世帯主です。世帯主が国保に加入していなくても、同一世帯に国保の加入者がいれば、
世帯主の方に納税通知書が送られます。納期限までに納付をお願いします。

●問い合わせ先　住民税務課　税務係　☎82-2113（直通）

●所得の低い人の国保税の軽減措置が拡充されます
　世帯の前年中の総所得が基準額を下回っている場合は、国保税の均等割額と平等割額が、所得額に応じて
7 割・5 割・2 割軽減されます。この軽減の基準額となる所得額が引き上げられ、5 割軽減と 2 割軽減の対
象が拡充されました。
　ただし、国保加入者に所得未申告の人がいると軽減の判定がされず、国保税が高く算定されてしまいます。
収入のなかった方も必ず申告してください。

※1　一定の給与所得者と公的年金等の支給を受ける者。
※2　同じ世帯の中で、国民健康保険の被保険者から後期高齢者医療の被保険者に移行した者を含む。

７割

5割

2割

軽減割合 基準額（前年中の総所得の合計額）
43万円＋10万円×（給与所得者等の数（※1）－1）　以下

↓
変更なし

43万円＋29.5 万円×被保険者数（※2）＋10万円×（給与所得者等の数（※1）－1）　以下
↓

43万円＋30．5万円×被保険者数（※2）＋10万円×（給与所得者等の数（※1）－1）　以下
43万円＋54．5万円×被保険者数（※2）＋10万円×（給与所得者等の数（※1）－1）　以下

↓
43万円＋56 万円×被保険者数（※2）＋10万円×（給与所得者等の数（※1）－1）　以下

●令和７年度からの新しい税率、賦課限度額 

●
町
長
交
際
費
と
は

　町
政
の
円
滑
な
運
営
を
図
る
た
め
、
町
を
代
表
し
て
行
う
個
人
ま
た
は

団
体
と
の
交
際
に
要
す
る
経
費
で
す
。

　「
下
仁
田
町
町
長
交
際
費
支
出
規
程
」
の
公
開
基
準
に
基
づ
き
公
開
し

ま
す
。 町

長
交
際
費
を
公
表
し
ま
す

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18

5月9日
5月12日
5月13日
5月14日
5月16日
5月16日
5月17日
5月17日
5月18日
5月21日
5月22日
5月22日
5月22日
5月23日
5月24日
5月25日
5月30日
5月31日
5月分

会費
会費
会費
会費
会費
会費
協賛
協賛
慶祝
会費
会費
会費
会費
会費
会費
弔慰
会費
会費
その他

支出内容支出日
(5月分) 令和7年度 町長交際費 (単位:円)

支出区分

5月分　計

支出金額
群馬県消防協会富岡甘楽支部懇親会
下仁田町商業協同組合懇親会
富岡甘楽市町村長連絡会議
富岡法人会下仁田地区懇親会
荒船風穴友の会懇親会
下仁田町消防関係者懇親会
2025原水爆禁止国民平和大行進賛助金
2025原水爆禁止国民平和大行進激励(お茶) 
神津牧場花祭りお祝い
群馬県浄化槽協会富岡支部懇親会
甘楽郡町村会及び甘楽郡町村会議会議長会懇親会
下仁田町商工会通常総代会懇親会
JA甘楽富岡農特産部連絡協議会懇親会
富岡法人会親睦会
富岡製糸場を愛する会懇親会
神流町長合同葬香典
富岡甘楽地方議会議員連絡協議会懇親会
下仁田管工事協同組合意見交換会
その他手土産等

6,000
5,000
10,000
5,000
5,000
5,000
5,000
1,763
5,000
3,000
7,000
6,000
5,000
5,000
5,000
10,000
4,000
5,000
14,544
112,307

　町では、税の公平性の観点から、滞納者の財産差し押さえ処分を実施しています。
　令和４年度～令和６年度の差し押さえ件数及び換価による税収等の額は下記のとおりです。

預　　金

年　　金

給　　与

生命保険

不 動 産

動　　産

そ の 他

合　　計

差し押さえ件数
差押物件

換価による税収等の額

令和6年度 令和5年度 令和6年度

542,051円

1,072,695円

620,161円

0円

0円

0円

703,900円

2,938,807円

992,553円

0円

806,969円

0円

0円

0円

458,708円

2,258,230円

令和4年度令和5年度

23件

2件

8件

0件

0件

0件

6件

39件

33件

0件

10件

0件

2件

0件

4件

49件

令和4年度

15件

3件

5件

0件

0件

1件

2件

26件

845,248円

1,270,677円

845,378円

0円

0円

0円

219,971円

3,181,274円

※その他：国税還付金、出資金、売掛金等

滞納者の財産差し押さえの実施状況

医療分
（医療保険分）

後期分
（後期高齢者支援金分）

介護分（介護保険分）
※40歳以上 65歳未満の人

改正前 改正前 改正前改正後 改正後 改正後

6.0%

27,800 円

19,300 円

65 万円

2.6%

11,900 円

8,300 円

24 万円

1.9%

12,700 円

6,300 円

17 万円

6.65%

27,800 円

22,600 円

66 万円

2.97%

11,900 円

8,300 円

26 万円

2.51%

12,700 円

6,300 円

17 万円

所得割額
（前年の所得に応じた金額）

均等割額
（１人当たりの金額）

平等割額
（１世帯当たりの金額）

賦課限度額

9 下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 8広
報しもにた
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下
仁
田
町
職
員
採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す

 

町
で
は
令
和
８
年
４
月
に
採
用
す
る

職
員
を
募
集
し
ま
す
。

 

町
職
員
採
用
試
験
は
、群
馬
県
町
村

会
に
委
託
し
て
実
施
す
る
第
１
次
試

験【
統一試
験
】と
、町
で
実
施
す
る
第

２
次
試
験
と
な
り
ま
す
。

 

受
験
希
望
者
は
、試
験
申
込
用
紙
を

下
仁
田
町
役
場
総
務
課
か
ら
取
り
寄

せ
、受
験
の
申
込
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
受
験
資
格

①
平
成
８
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
方
で
学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等

学
校
以
上
を
卒
業
し
た
方
又
は
令
和

８
年
３
月
卒
業（
高
等
学
校
等
）見
込

み
の
方

●
試
験
の
方
法

○
第
１
次
試
験

適
性
検
査
及
び
教
養
試
験

○
第
２
次
試
験

作
文
試
験・口
述
試
験

試
験
内
容
の
詳
細
は
、町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
試
験
日・試
験
場
所

第
１
次
試
験
　
９
月
21
日（
日
）

下
仁
田
町
役
場
会
議
室

第
２
次
試
験
　
10
月
中
旬
　

●
採
用
人
数
　
若
干
名

●
受
付
期
間

７
月
１
日（
火
）〜
８
月
15
日（
金
）ま

で（
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

分
ま
で
※
土
日
祝
日
を
除
く
）郵
送

の
場
合
は
８
月
15
日
消
印
有
効

●
申
込・問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
人
事
給
与
係（
内
線
５
０
４
）

戸
籍
の
振
り
仮
名
制
度
に
つ
い
て

　
令
和
７
年
５
月
２６
日
に
改
正
戸
籍

法
が
施
行
さ
れ
、戸
籍
の
記
載
事
項

に
氏
名
の
振
り
仮
名
が
追
加
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
本
籍
地
の
市
区
町
村
長
か
ら
、戸

籍
に
記
載
さ
れ
る
予
定
の
振
り
仮
名

が
通
知
さ
れ
ま
す
。

　
施
行
日
か
ら
１
年
以
内
に
届
出
が

な
い
場
合
は
、市
区
町
村
長
が
振
り

仮
名
を
記
載
し
ま
す
。

　
本
籍
地
が
下
仁
田
町
の
方
に
は
令

和
７
年
７
月
２２
日
以
降
、戸
籍
に
記

載
さ
れ
る
予
定
の
振
り
仮
名
が
、ハ
ガ

キ
で
通
知
さ
れ
ま
す
。

　
通
知
の
振
り
仮
名
が
正
し
い
と
き

は
、届
出
を
し
な
く
て
も
通
知
の
と
お

り
戸
籍
に
記
載
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、振
り
仮
名
の
届
出
に
手
数

料
は一切
か
か
り
ま
せ
ん
。ま
た
、届
出

を
し
な
か
っ
た
と
し
て
も
、罰
則
や
罰

金
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
振
り
仮
名
の
届
出
に
当
た
っ
て
法

務
省
や
市
区
町
村
に
金
銭
を
支
払
う

よ
う
要
求
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

詐
欺
に
御
注
意
く
だ
さ
い
。

　
戸
籍
の
振
り
仮
名
制
度
に
つ
い
て
、

詳
し
く
は
法
務
省
Ｈ
Ｐ
で
御
案
内
し

て
い
ま
す
の
で
、御
参
照
く
だ
さ
い
。

https://w
w
w
.m
oj.go.jp/

M
IN
JI/furigana/index.htm

l

教
育
長
再
任
の
お
知
ら
せ

　
下
仁
田
町
教
育
長
、里
見
立
夫
氏

が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
も
引
き
続
き
、学
校
教
育
の

充
実
と
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
学

び
成
長
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

都
市
計
画
の
変
更
案

の
縦
覧
に
つ
い
て

　
群
馬
県
は
、都
市
計
画
の
変
更
案

に
つ
い
て
、縦
覧
を
行
い
ま
す
。

●
縦
覧
の
内
容

　県
央
広
域
都
市

計
画
圏
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、開

発
及
び
保
全
の
方
針
の
変
更（
都
市

計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
）

●
期
間

○
日
時

７
月
１５
日（
火
）〜
２９
日（
火
）

開
庁
日
…
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５

時
１５
分（
土
日
祝
日
を
除
く
）

○
場
所

県
庁
都
市
計
画
課
、富
岡
土
木
事
務

所
、下
仁
田
町
役
場
建
設
水
道
課

※
貴
市
町
村
の
担
当
土
木
事
務
所
及

び
貴
市
町
村
担
当
課
を
記
載
し
て
く

だ
さ
い
。

●
意
見
書
の
提
出
方
法

　
変
更
案
に
つ
い
て
、意
見
の
あ
る
人

は
縦
覧
期
間
中
に
意
見
書
を
提
出
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。意
見
書
は
会
場

に
備
え
付
け
の
も
の
、ま
た
は
必
要
事

項（
氏
名・住
所・利
害
関
係・意
見
要

旨
）を
記
入
し
た
も
の
を
直
接
ま
た
は

郵
送
で
、縦
覧
場
所
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

群
馬
県
庁
２２
階
都
市
計
画
課

（
☎
０
２
７―

２
２
６―

３
６
５
４
）

８
月
14
日（
木
）

下
仁
田
こ
ん
に
ゃ
く

夏
祭
り「
花
火
大
会
」

募
金
の
お
願
い

　
夏
祭
り
実
行
委
員
会
で
は
、花
火

大
会
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、毎
年

皆
様
か
ら
募
金
を
募
ら
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
の
花
火
大
会
が
よ
り一
層

盛
大
に
開
催
で
き
ま
す
よ
う
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

●
募
金
箱
設
置
予
定

役
場
、保
健
セ
ン
タ
ー
、商
工
会
、厚

生
病
院
、Ａ
コ
ー
プ
下
仁
田
店
、道
の

駅
し
も
に
た
、町
内
金
融
機
関
、町
内

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

●
問
い
合
わ
せ
先

こ
ん
に
ゃ
く
夏
祭
り
実
行
委
員
会
事

務
局
　
商
工
観
光
課
商
工
観
光
係

☎
64―

８
８
０
５

町
有
地
を
売
却
し
ま
す

 

町
が
所
有
す
る
土
地
を
、一般
競
争

入
札
に
よ
り
売
却
し
ま
す
。

 

購
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、次
の
と

お
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
入
札
説
明
書
の
配
布

７
月
１
日（
火
）〜
１１
日（
金
）

※
期
間
中
に
現
地
説
明
会（
任
意

参
加
）を
開
催
し
ま
す
。希
望
日
前

日
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
間

７
月
１４
日（
月
）〜
１７
日（
木
）

●
申
込
方
法

　一般
競
争
入
札
参
加
申
込
書
に
必

要
書
類
を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

●
入
札
日
時

７
月
２５
日（
金
）午
前
９
時

●
公
売
物
件

大
字
馬
山
字
山
際
２
３
８
１

●
登
記
地
目
　
宅
地

●
面
積
　
５
５
８
．９
７
㎡

●
予
定
価
格（
最
低
入
札
価
格
）

３
，９
５
０
，０
０
０
円

●
申
込・問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
財
政
係

☎
82―

２
１
１
０
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下
仁
田
町
職
員
採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す

 

町
で
は
令
和
８
年
４
月
に
採
用
す
る

職
員
を
募
集
し
ま
す
。

 

町
職
員
採
用
試
験
は
、群
馬
県
町
村

会
に
委
託
し
て
実
施
す
る
第
１
次
試

験【
統一試
験
】と
、町
で
実
施
す
る
第

２
次
試
験
と
な
り
ま
す
。

 

受
験
希
望
者
は
、試
験
申
込
用
紙
を

下
仁
田
町
役
場
総
務
課
か
ら
取
り
寄

せ
、受
験
の
申
込
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
受
験
資
格

①
平
成
８
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
方
で
学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等

学
校
以
上
を
卒
業
し
た
方
又
は
令
和

８
年
３
月
卒
業（
高
等
学
校
等
）見
込

み
の
方

●
試
験
の
方
法

○
第
１
次
試
験

適
性
検
査
及
び
教
養
試
験

○
第
２
次
試
験

作
文
試
験・口
述
試
験

試
験
内
容
の
詳
細
は
、町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
試
験
日・試
験
場
所

第
１
次
試
験
　
９
月
21
日（
日
）

下
仁
田
町
役
場
会
議
室

第
２
次
試
験
　
10
月
中
旬
　

●
採
用
人
数
　
若
干
名

●
受
付
期
間

７
月
１
日（
火
）〜
８
月
15
日（
金
）ま

で（
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

分
ま
で
※
土
日
祝
日
を
除
く
）郵
送

の
場
合
は
８
月
15
日
消
印
有
効

●
申
込・問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
人
事
給
与
係（
内
線
５
０
４
）

戸
籍
の
振
り
仮
名
制
度
に
つ
い
て

　
令
和
７
年
５
月
２６
日
に
改
正
戸
籍

法
が
施
行
さ
れ
、戸
籍
の
記
載
事
項

に
氏
名
の
振
り
仮
名
が
追
加
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
本
籍
地
の
市
区
町
村
長
か
ら
、戸

籍
に
記
載
さ
れ
る
予
定
の
振
り
仮
名

が
通
知
さ
れ
ま
す
。

　
施
行
日
か
ら
１
年
以
内
に
届
出
が

な
い
場
合
は
、市
区
町
村
長
が
振
り

仮
名
を
記
載
し
ま
す
。

　
本
籍
地
が
下
仁
田
町
の
方
に
は
令

和
７
年
７
月
２２
日
以
降
、戸
籍
に
記

載
さ
れ
る
予
定
の
振
り
仮
名
が
、ハ
ガ

キ
で
通
知
さ
れ
ま
す
。

　
通
知
の
振
り
仮
名
が
正
し
い
と
き

は
、届
出
を
し
な
く
て
も
通
知
の
と
お

り
戸
籍
に
記
載
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、振
り
仮
名
の
届
出
に
手
数

料
は一切
か
か
り
ま
せ
ん
。ま
た
、届
出

を
し
な
か
っ
た
と
し
て
も
、罰
則
や
罰

金
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
振
り
仮
名
の
届
出
に
当
た
っ
て
法

務
省
や
市
区
町
村
に
金
銭
を
支
払
う

よ
う
要
求
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

詐
欺
に
御
注
意
く
だ
さ
い
。

　
戸
籍
の
振
り
仮
名
制
度
に
つ
い
て
、

詳
し
く
は
法
務
省
Ｈ
Ｐ
で
御
案
内
し

て
い
ま
す
の
で
、御
参
照
く
だ
さ
い
。

https://w
w
w
.m
oj.go.jp/

M
IN
JI/furigana/index.htm

l

教
育
長
再
任
の
お
知
ら
せ

　
下
仁
田
町
教
育
長
、里
見
立
夫
氏

が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
も
引
き
続
き
、学
校
教
育
の

充
実
と
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
学

び
成
長
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

都
市
計
画
の
変
更
案

の
縦
覧
に
つ
い
て

　
群
馬
県
は
、都
市
計
画
の
変
更
案

に
つ
い
て
、縦
覧
を
行
い
ま
す
。

●
縦
覧
の
内
容

　県
央
広
域
都
市

計
画
圏
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、開

発
及
び
保
全
の
方
針
の
変
更（
都
市

計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
）

●
期
間

○
日
時

７
月
１５
日（
火
）〜
２９
日（
火
）

開
庁
日
…
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５

時
１５
分（
土
日
祝
日
を
除
く
）

○
場
所

県
庁
都
市
計
画
課
、富
岡
土
木
事
務

所
、下
仁
田
町
役
場
建
設
水
道
課

※
貴
市
町
村
の
担
当
土
木
事
務
所
及

び
貴
市
町
村
担
当
課
を
記
載
し
て
く

だ
さ
い
。

●
意
見
書
の
提
出
方
法

　
変
更
案
に
つ
い
て
、意
見
の
あ
る
人

は
縦
覧
期
間
中
に
意
見
書
を
提
出
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。意
見
書
は
会
場

に
備
え
付
け
の
も
の
、ま
た
は
必
要
事

項（
氏
名・住
所・利
害
関
係・意
見
要

旨
）を
記
入
し
た
も
の
を
直
接
ま
た
は

郵
送
で
、縦
覧
場
所
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

群
馬
県
庁
２２
階
都
市
計
画
課

（
☎
０
２
７―

２
２
６―

３
６
５
４
）

８
月
14
日（
木
）

下
仁
田
こ
ん
に
ゃ
く

夏
祭
り「
花
火
大
会
」

募
金
の
お
願
い

　
夏
祭
り
実
行
委
員
会
で
は
、花
火

大
会
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、毎
年

皆
様
か
ら
募
金
を
募
ら
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
の
花
火
大
会
が
よ
り一
層

盛
大
に
開
催
で
き
ま
す
よ
う
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

●
募
金
箱
設
置
予
定

役
場
、保
健
セ
ン
タ
ー
、商
工
会
、厚

生
病
院
、Ａ
コ
ー
プ
下
仁
田
店
、道
の

駅
し
も
に
た
、町
内
金
融
機
関
、町
内

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

●
問
い
合
わ
せ
先

こ
ん
に
ゃ
く
夏
祭
り
実
行
委
員
会
事

務
局
　
商
工
観
光
課
商
工
観
光
係

☎
64―

８
８
０
５

町
有
地
を
売
却
し
ま
す

 

町
が
所
有
す
る
土
地
を
、一般
競
争

入
札
に
よ
り
売
却
し
ま
す
。

 

購
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、次
の
と

お
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
入
札
説
明
書
の
配
布

７
月
１
日（
火
）〜
１１
日（
金
）

※
期
間
中
に
現
地
説
明
会（
任
意

参
加
）を
開
催
し
ま
す
。希
望
日
前

日
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
間

７
月
１４
日（
月
）〜
１７
日（
木
）

●
申
込
方
法

　一般
競
争
入
札
参
加
申
込
書
に
必

要
書
類
を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

●
入
札
日
時

７
月
２５
日（
金
）午
前
９
時

●
公
売
物
件

大
字
馬
山
字
山
際
２
３
８
１

●
登
記
地
目
　
宅
地

●
面
積
　
５
５
８
．９
７
㎡

●
予
定
価
格（
最
低
入
札
価
格
）

３
，９
５
０
，０
０
０
円

●
申
込・問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
財
政
係

☎
82―

２
１
１
０
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スマホの操作に不安のある方を対象に、スマホ教室を開催しています。
この機会にあなたのお悩みを解決してみませんか？
皆様の参加をお待ちしております。

スマホ教室 7月開催の受講者募集について

７月１８日（金）
西牧防災広場
①　９：３０～１０：３０　　「スマホ初心者向け講座」
②１１：００～１２：００　　「スマホ中級者向け講座」
③１３：３０～１４：３０　　「スマホ初心者向け講座」
④１５：００～１６：００　　「始めよう！防災の備え」

開　　催　　日
開　催　場　所

開催時間・内容
（１日４回開催）
※各回定員３名まで

【7月の開催内容】（○初心者…基本操作、マップやLINEの使い方など ○中級者…QRコードの読取、音声操作など）

教室への参加は、原則予約制となっております。ご予約は以下へ連絡してください。

お住まいの地域に関係なく、ご参加いただけます。
※ご予約のない方でも、相談を受け付けます。（予約者を優先させていただきます）

スマホ教室予約専用窓口０８００－１１１－９４４２（通話料無料）
年中無休（土日祝日も受付いたします）　『受付時間：午前9時～午後5時』

●ご予約・キャンセル以外の問い合わせ先　企画課地域創生係　☎82-2111（内線513）

　
知
っ
て
お
き
た
い
住
ま
い
の
悩
み
や

疑
問
、
相
続
手
続
き
や
空
き
家
の
利

活
用
な
ど
専
門
家
が
ア
ド
バ
イ
ス
し

ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
７
月
２6
日
（
土
）

午
前
９
時
〜
１１
時

●
場
所
　
下
仁
田
町
公
民
館
３
階

大
会
議
室

●
対
象

・
町
内
に
居
住
し
て
い
る
方

・
町
内
に
家
屋
（
空
き
家
）
を

  

お
持
ち
の
方

●
内
容

「
賃
貸
？
譲
渡
？
売
却
？

　
〜
い
よ
い
よ
動
か
し
ま
し
ょ
う
〜
」

・
家
を
残
す
た
め
に
は

・
共
同
相
続
人
が
で
き
る
こ
と

●
講
師

（一社
）
地
域
の
チ
カ
ラ

代
表
理
事
　
小
林
　
智

※
宅
建
士
、
相
続
診
断
士

●
参
加
費
　
無
料

●
申
込
締
切

７
月
25
日
（
金
）
午
後
５
時
ま
で

●
申
込
先

企
画
課
政
策
推
進
係

☎
64
―
８
８
０
９

●
受
付
時
間

平
日
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時

第
４
回
空
き
家
対
策
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す

住
ま
い
の
終
活
始
め
ま
せ
ん
か
？

（一社
）
地
域
の
チ
カ
ラ

代
表
理
事
　
小
林
　
智

　
現
在
、
富
岡
市
内
で
駄
菓
子
屋
や

子
ど
も
食
堂
、空
き
家
対
策
セ
ミ
ナ
ー

無
料
相
談
会
等
を
定
期
的
に
開
催
中

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　
予
約
は
こ
ち
ら
の

　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

女性村「ねぎぼうずプロジェクト」（in旧西牧小学校）
～7月イベントのご案内～

女性村「ねぎぼうずプロジェクト」（in旧西牧小学校）
～7月イベントのご案内～

◆髙橋尼僧による個別相談につきましては、事前に日本子守唄協会までお問合せください。
日程の調整をさせれていただきます。
上記イベントは、7/11(金)安中市上間仁田のイベントをのぞき、旧西牧小学校(下仁田町大字西野
牧4641-1)内での開催となります。
※イベントは日程変更になる場合があります。お手数ですが、当協会ホームページまたはお電話に
てご確認ください。
・ねぎぼうず館は、夏季の7月～8月は土曜日（午前10時～午後４時）・日曜日（午前10時～午後
３時）まで開館しております。
・フジコ・ヘミングさんのピアノを弾きたい方、部屋を使用したい方は下記へご予約ください。

NPO法人 日本子守唄協会事務局
TEL　０３－６４５８－０２８３　FAX　０３－６４５８－０２８４
【電話受付】火・水・木・金　午前10時～午後4時
E-mail　info@komoriuta.jp　URL　https://www.komoriuta.jp/

NPO法人 日本子守唄協会事務局
TEL　０３－６４５８－０２８３　FAX　０３－６４５８－０２８４
【電話受付】火・水・木・金　午前10時～午後4時
E-mail　info@komoriuta.jp　URL　https://www.komoriuta.jp/

●お問い合わせ・お申込み先

◆7月11日（金）　午後6時から　女性村　ものがたりやま　プロジェクト企画
　　　　　　　  『手遅れにならないうちに　13歳からの環境学』
◆7月11日（金）　午後6時から　女性村　ものがたりやま　プロジェクト企画
　　　　　　　  『手遅れにならないうちに　13歳からの環境学』
●講師：古庄 弘枝（ノンフィクションライター）
●場所：安中市・学習の森（群馬県安中市上間仁田951）
●費用：無料　※事前のお申し込みが必要ですが、当日でも受け付けます

◆7月11日（金）　午後7時半から　女性村より『ホタルを見る会』
　　　　　　　　源氏ホタル・平家ホタルの競演を夏の夜に鑑賞してみませんか?
◆7月11日（金）　午後7時半から　女性村より『ホタルを見る会』
　　　　　　　　源氏ホタル・平家ホタルの競演を夏の夜に鑑賞してみませんか?
●共催：環境庁認定　自然の共生サイト　里山の花畑
●場所：安中市・里山の花畑（群馬県安中市上間仁田908）
●案内人：櫻田 稔
●費用：無料　※事前のお申込みが必要

◆7月19日(土)　午前１０時から午後4時まで　手相鑑定～浅野美由紀の開運占い～◆7月19日(土)　午前１０時から午後4時まで　手相鑑定～浅野美由紀の開運占い～
●費用：1,000円/10分　※事前のお申込み必要（空きがあれば当日のお申込みも可）

◆7月19日(土)　午前11時から　相川厚 教授　『生き生き健康講座』（今回のテーマ『痔』）◆7月19日(土)　午前11時から　相川厚 教授　『生き生き健康講座』（今回のテーマ『痔』）
●費用：無料　※事前のお申込み不要

◆7月19日(土)　午後1時から　里見哲夫（植物学者）　『遊びと学びの自然教室』◆7月19日(土)　午後1時から　里見哲夫（植物学者）　『遊びと学びの自然教室』
●場所：ねぎぼうず館2階　●費用：無料　※事前のお申込み不要
どなたでも参加できます。お子様の参加も歓迎します(ぐんま鉱山研究会ご協力)

◆7月19日(土)　午後2時から　高橋美清　『青空説法』◆7月19日(土)　午後2時から　高橋美清　『青空説法』
尼僧が帰ってきます。お盆間近の青空説法はさて何が飛び出すか?
●費用：無料　※事前のお申込み不要。

日本子守唄協会
HP
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13 12下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 広
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スマホの操作に不安のある方を対象に、スマホ教室を開催しています。
この機会にあなたのお悩みを解決してみませんか？
皆様の参加をお待ちしております。

スマホ教室 7月開催の受講者募集について

７月１８日（金）
西牧防災広場
①　９：３０～１０：３０　　「スマホ初心者向け講座」
②１１：００～１２：００　　「スマホ中級者向け講座」
③１３：３０～１４：３０　　「スマホ初心者向け講座」
④１５：００～１６：００　　「始めよう！防災の備え」

開　　催　　日
開　催　場　所

開催時間・内容
（１日４回開催）
※各回定員３名まで

【7月の開催内容】（○初心者…基本操作、マップやLINEの使い方など ○中級者…QRコードの読取、音声操作など）

教室への参加は、原則予約制となっております。ご予約は以下へ連絡してください。

お住まいの地域に関係なく、ご参加いただけます。
※ご予約のない方でも、相談を受け付けます。（予約者を優先させていただきます）

スマホ教室予約専用窓口０８００－１１１－９４４２（通話料無料）
年中無休（土日祝日も受付いたします）　『受付時間：午前9時～午後5時』

●ご予約・キャンセル以外の問い合わせ先　企画課地域創生係　☎82-2111（内線513）
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町の文芸町の文芸
平素より、町の文化向上にご尽力いただきありがとうございます。
さて、投稿につきましては、発行前月の５日までにお送りいただき、
俳句、短歌共に１人、１作品とさせていただきたく、お願いします。
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積
穴
原
）
で
、
祖
父
の

時
代
に
同
族
的
関
係
の
地
で
あ
る

群
馬
県
西
群
馬
郡
上
郊
（
か
み
さ

と
）村（
群
馬
町
を
経
て
現
高
崎
市
）

大
字
保
渡
田
に
越
し
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
同
地
で
文
明
は
生
ま
れ
ま

し
た
。

　
文
明
は
１
９
２
７
年
（
昭
和
２
）

２
月
１
日
発
行
の
「
信
濃
教
育
」
に

「
往
還
雑
記
」
と
言
う
一
文
を
発
表

し
て
い
ま
す
。か
つ
て
先
代
が
通
っ

た
余
地
峠
を
、
教
え
子
達
を
伴
っ
て

越
え
ま
し
た
。磐
戸
か
ら
バ
ス
で
下

仁
田
駅
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。そ
の

途
中
で
青
倉
の
山
々
が
見
え
て
き

ま
し
た
。こ
こ
で
詠
ん
だ
歌
に
次
の

も
の
が
あ
り
ま
す
。

吾
が
父
が 

石
灰
や
き
て 

損
し
た
る

　
　
青
倉
山
に 

夕
日
か
が
よ
ふ

　
実
は
、
父
が
か
つ
て
青
倉
で
石
灰

を
焼
い
て
、
大
損
を
し
た
苦
い
経
験

を
詠
ん
だ
も
の
で
す
が
、
も
う
そ
の

当
時
の
状
況
等
を
今
と
な
っ
て
は

聞
き
取
る
こ
と
は
不
可
能
で
す
。下

仁
田
を
詠
ん
だ
歌
と
し
て
は
こ
の

一
首
だ
け
と
思
い
ま
す
。

　
も
う
一
人
は
佐
藤
惣
之
助
で
す
。

こ
の
方
は
ご
存
じ
の
方
も
い
る
か

と
思
い
ま
す
が
、「
赤
城
の
子
守
唄
」

や「
湖
畔
の
宿
」の
作
詞
者
で
す
。

実
は
、
赤
城
山
の
植
物
調
査
に
は
20

回
余
も
登
っ
て
い
ま
す
が
、
久
し
ぶ

り
に
大
沼
の
西
側
に
位
置
す
る
利

平
茶
屋
付
近
の
植
物
調
査
を
し
ま

し
た
。調
査
を
終
え
て
周
辺
を
散
策

し
て
い
ま
し
た
と
こ
ろ
、
佐
藤
惣
之

助
の
文
学
碑
が
目
に
止
ま
り
ま
し

た
。碑
面
の
文
字
を
辿
り
ま
す
と
、

次
の
よ
う
な
歌
で
し
た
。

上
州
と 

聞
け
ば
忠
治
と 

空
っ
風

　
下
仁
田
ね
ぎ
と 
お
ら
が
女
房

　
驚
き
ま
し
て
早
速
手
帳
を
出
し

て
書
き
取
り
ま
し
た
。こ
の
歌
か
ら

想
像
し
ま
す
と
、
佐
藤
惣
之
助
の
奥

様
は
さ
ぞ
か
し
大
変
自
慢
な
方
の

よ
う
に
思
わ
れ
感
動
し
ま
し
た
。共

に
夫
婦
に
な
っ
た
以
上
こ
う
あ
り

た
い
も
の
と
思
い
ま
す
。　

　
と
こ
ろ
が
、
昨
今
の
新
聞
や
テ
レ

ビ
で
は
、
毎
日
離
婚
や
ら
何
や
ら
と

如
何
わ
し
い
ニ
ュ
ー
ス
ば
か
り
で

す
。ま
た
か
ま
た
か
と
う
ん
ざ
り
し

ま
す
。人
の
道
、
道
徳
と
は
何
で
あ

る
か
を
一
考
し
た
い
も
の
で
す
。

　
大
人
が
こ
の
よ
う
な
状
態
で
は
、

子
供
の
教
育
は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。

せ
め
て
も
佐
藤
惣
之
助
の
歌
の
よ

う
で
あ
り
た
い
も
の
で
す
。ま
た
、

下
仁
田
ね
ぎ
も
宣
伝
し
て
戴
き
ま

し
た
事
に
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
下
仁
田
町
で
は
11
月
23
日
を
「
下

仁
田
葱
の
日
」
と
制
定
し
て
、
毎
年

賑
や
か
に
行
事
を
し
て
お
り
ま
す

が
、
末
長
く
郷
土
の
自
慢
下
仁
田
ね

ぎ
の
発
展
を
祈
念
し
た
い
も
の
と

思
っ
て
い
ま
す
。

わ
が
町
を 

自
慢
と
誇
る 

ね
ぎ
こ
そ
は

　
日
本
各
地
に 

知
ら
れ
る
と
こ
ろ

贈
答
に 

下
仁
田
ね
ぎ
は 

江
戸
期
よ
り

　
高
き
知
名
度
　
昔
も
今
に

鍋
の
味 

焼
き
ね
ぎ
と
し
て 

味
も
よ
き

　
栽
培
工
夫 

増
産
目
指
せ

●
プ
レ
ア
ラ
イ
バ
ル
コ
ー
ル
と
は

　
救
急
車
が
到
着
す
る
前
に
救
急

隊
か
ら
傷
病
者
や
通
報
者
に
電
話

で
連
絡
し
、現
場
に
到
着
す
る
前

か
ら
情
報
収
集
す
る
こ
と
で
す
。

　
到
着
前
に
詳
細
な
情
報
を
得
る

こ
と
で
、資
器
材
の
準
備
や
応
援

隊
要
請
の
判
断
な
ど
ス
ム
ー
ズ
に

行
う
こ
と
が
で
き
、い
ち
早
く
病
院

へ
向
か
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
救
急
隊
は
現
場
に
向
か
い
な
が

ら
電
話
を
掛
け
て
い
る
た
め
、落
ち

着
い
て
救
急
隊
の
質
問
に
お
答
え

く
だ
さ
い
。

※
出
動
場
所
か
ら
現
場
ま
で
が
近

い
場
合
に
は
電
話
が
行
か
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
。　

富
岡
甘
楽
広
域
消
防

本
部
の
救
急
隊
は
現

場
到
着
前
に
通
報
者

に
電
話
連
絡（
プ
レ
ア

ラ
イ
バ
ル
コ
ー
ル
）を
し

て
い
ま
す
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俳
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■
何
年
や
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逝
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の
花

　
　
　
　

     

（
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　山
）
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村
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江

■
母
の
日
の
か
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ま
つ
色
の
あ
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た
か
さ

　

 

（
吉

　崎
）

　そ
ら
ひ
ろ
し

■
緑
野
や
朝
日
に
光
る
山
ぼ
う
し

　
　
　
　

  

（
南
野
牧
）

　清
水
み
ち
代

■
日
が
伸
び
て
外
な
が
む
れ
ば
キ
ジ
一
羽
若
芽
を
食
べ
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空
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飛
び
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つ 
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西
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）
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原

　一
正

■
演
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揃
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屯
ろ
の
初
ツ
バ
メ
今
日
の
舞
台
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何
処
や
ら
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村

　久
江

■
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み
ど
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き
み
ど
り
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ど
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ふ
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み
ど
り
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に
並
ぶ
樹
々
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　崎
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ら
ひ
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■
見
学
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ま
せ
し
子
等
の
笑
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こ
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ま
は
返
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し
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帰
路
へ

　

   

（
南
野
牧
）

　清
水
み
ち
代

町の文芸町の文芸
平素より、町の文化向上にご尽力いただきありがとうございます。
さて、投稿につきましては、発行前月の５日までにお送りいただき、
俳句、短歌共に１人、１作品とさせていただきたく、お願いします。
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葉
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／
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／
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古
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／

星
々
―
星
の
よ
う
に
し
ら
じ
ら
と
し
た
さ
ま
／
鴨
黄
―

生
ま
れ
た
ば
か
り
で
未
だ
黄
色
い
鴨
の
ひ
な

【
通
釈
】
冬
眠
し
て
い
た
虫
が
地
上
に
出
て
く
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。
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古
い
渡
し
場
の
近
く
ま
で

来
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　緩
や
か
な
水
の
流
れ
に
沿
っ
て
、
し
ら
じ
ら
と
星
の

よ
う
な
影
を
映
す
老
梅
の
下
、
早
く
も
黄
色
の
子
鴨
の

群
れ
が
、
温
ん
だ
水
を
楽
し
む
よ
う
に
泳
い
で
い
ま
す
。

あ
げ

ひ
ば
り

た
つ
き

し
ゃ
く
な

げ

か

と

た
む

し
ず

な
ら

き
ぎ

や
さ

い
ず

こ

は
は

ひ

い
ろ

い
く

ば
く

お
く

語り継がれる歴史語り継がれる歴史

里
見
哲
夫

文
学
者
二
人
の
短
歌

文
学
者
二
人
の
短
歌

　
群
馬
県
生
ま
れ
で
、
文
化
勲
章
を

受
賞
し
た
文
学
者
に
土
屋
文
明
が

い
ま
す
。先
祖
は
長
野
県
南
佐
久
郡

穂
積
村
穴
原
（
八
千
穂
村
を
経
て
現

佐
久
穂
町
穂
積
穴
原
）
で
、
祖
父
の

時
代
に
同
族
的
関
係
の
地
で
あ
る

群
馬
県
西
群
馬
郡
上
郊
（
か
み
さ

と
）村（
群
馬
町
を
経
て
現
高
崎
市
）

大
字
保
渡
田
に
越
し
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
同
地
で
文
明
は
生
ま
れ
ま

し
た
。

　
文
明
は
１
９
２
７
年
（
昭
和
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）
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１
日
発
行
の
「
信
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教
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に
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記
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と
言
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を
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ま
す
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先
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が
通
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を
、
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子
達
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伴
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た
。磐
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ら
バ
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へ
と
向
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い
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た
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の

途
中
で
青
倉
の
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々
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見
え
て
き

ま
し
た
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で
詠
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だ
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に
次
の
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が
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。

吾
が
父
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石
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や
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し
た
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夕
日
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が
よ
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実
は
、
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が
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で
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を
焼
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て
、
大
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を
し
た
苦
い
経
験

を
詠
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だ
も
の
で
す
が
、
も
う
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の

当
時
の
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等
を
今
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は
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取
る
こ
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可
能
で
す
。下
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田
を
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だ
歌
と
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は
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の

一
首
だ
け
と
思
い
ま
す
。

　
も
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一
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は
佐
藤
惣
之
助
で
す
。
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ご
存
じ
の
方
も
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る
か

と
思
い
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す
が
、「
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城
の
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守
唄
」

や「
湖
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の
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」の
作
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者
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。
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、
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城
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調
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に
は
20

回
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い
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し
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空
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下
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ね
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お
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が
女
房

　
驚
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早
速
手
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を
出
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書
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取
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ま
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た
。こ
の
歌
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ら

想
像
し
ま
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と
、
佐
藤
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之
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の
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様
は
さ
ぞ
か
し
大
変
自
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な
方
の

よ
う
に
思
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れ
感
動
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ま
し
た
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に
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に
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以
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こ
う
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り
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も
の
と
思
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と
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が
、
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今
の
新
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や
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で
は
、
毎
日
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や
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何
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と

如
何
わ
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い
ニ
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ス
ば
か
り
で
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か
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と
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ん
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し

ま
す
。人
の
道
、
道
徳
と
は
何
で
あ

る
か
を
一
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た
い
も
の
で
す
。
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が
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よ
う
な
状
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で
は
、
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供
の
教
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は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。

せ
め
て
も
佐
藤
惣
之
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の
歌
の
よ

う
で
あ
り
た
い
も
の
で
す
。ま
た
、

下
仁
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ね
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も
宣
伝
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戴
き
ま
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た
事
に
も
感
謝
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。
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仁
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で
は
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を
「
下

仁
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葱
の
日
」
と
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定
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、
毎
年

賑
や
か
に
行
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を
し
て
お
り
ま
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が
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末
長
く
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の
自
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下
仁
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ね
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の
発
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を
祈
念
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た
い
も
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と

思
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い
ま
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。
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が
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自
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と
誇
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ね
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こ
そ
は

　
日
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各
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に 

知
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れ
る
と
こ
ろ
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下
仁
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ね
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期
よ
り

　
高
き
知
名
度
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も
今
に

鍋
の
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ね
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も
よ
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夫 

増
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●
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バ
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と
は
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着
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る
前
に
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や
通
報
者
に
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で
連
絡
し
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に
到
着
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る
前

か
ら
情
報
収
集
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る
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と
で
す
。

　
到
着
前
に
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細
な
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報
を
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る

こ
と
で
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器
材
の
準
備
や
応
援

隊
要
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の
判
断
な
ど
ス
ム
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ズ
に

行
う
こ
と
が
で
き
、い
ち
早
く
病
院

へ
向
か
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
救
急
隊
は
現
場
に
向
か
い
な
が

ら
電
話
を
掛
け
て
い
る
た
め
、落
ち

着
い
て
救
急
隊
の
質
問
に
お
答
え

く
だ
さ
い
。

※
出
動
場
所
か
ら
現
場
ま
で
が
近

い
場
合
に
は
電
話
が
行
か
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
。　

富
岡
甘
楽
広
域
消
防

本
部
の
救
急
隊
は
現

場
到
着
前
に
通
報
者

に
電
話
連
絡（
プ
レ
ア

ラ
イ
バ
ル
コ
ー
ル
）を
し

て
い
ま
す
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●
調
査
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
（
宅
地
内
・
道
路
内
）

午
後
10
時
〜
午
前
５
時
（
道
路
内
）

●
対
象
地
区

下
仁
田
町
大
字
馬
山
地
内

●
委
託
業
者

㈱
サ
ン
ス
イ
北
関
東
支
店

※
調
査
員
の
確
認
は
身
分
証
明
証

（
発
行
者
の
確
認
）
の
提
示
を
求
め

る
か
水
道
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
　

●
調
査
費
用
　
無
料
（
調
査
に
関
す

る
費
用
を
請
求
す
る
こ
と
は
絶
対
に

あ
り
ま
せ
ん
）

●
問
い
合
わ
せ
先

建
設
水
道
課
水
道
係

☎
６４
―
８
８
０
８

　
今
年
は
、
旧
下
仁
田
町
と
４
村
が

合
併
し
て
７０
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　
合
併
当
時
の
資
料
の
多
く
は
散
逸

し
て
お
り
、
時
代
を
経
て
当
時
の
様

子
を
知
る
こ
と
が
難
し
く
な
って
き
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
昭
和
３０
年
代
前
後

の
写
真
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
お
持
ち
の

方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
ご
寄

贈
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
？

●
日
時
　毎
月
第
一
火
曜
日
（
祝
日

等
の
場
合
は
翌
週
の
火
曜
日
）

7
月
1
日
・
８
月
５
日

午
前
１０
時
〜
正
午

※
行
政
相
談
・
心
配
ご
と
相
談
と
同
日

●
場
所
　公
民
館
３
階
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
室

●
相
談
員
　公
証
人

●
相
談
で
き
る
内
容 

　
遺
言
・
任
意
後
見
・
離
婚
（
養

育
費
の
支
払
い
等
）・
金
銭
貸
借
な

ど
の
各
種
公
正
証
書
の
作
成
手
続
き

に
関
す
る
こ
と

※
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
も
厳
守
さ

れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
行
政
係
　
☎
82
―
２
１
１
０

　「
い
じ
め
」「
児
童
虐
待
」「
家
庭

内
暴
力
」
な
ど
、
日
々
の
暮
ら
し
の

中
で
起
こ
り
う
る
悩
み
事
の
相
談
に

応
じ
適
切
な
助
言
を
行
い
ま
す
。

　
ど
な
た
で
も
相
談
で
き
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
７
月
１７
日
（
木
）

午
後
１
時
〜
４
時

●
場
所
　
下
仁
田
町
公
民
館
３
階
　

こ
ん
な
方
を
募
集
し
ま
す
！

・
３
級
簿
記
検
定
を
目
指
す
方
・
法

人
事
務
所
で
簿
記
を
詳
し
く
勉
強
し

た
い
方
・
個
人
事
業
所
で
複
式
簿
記

を
導
入
し
た
い
方
・
自
分
自
身
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
す
方
・
就
職
の

足
が
か
り
の
た
め
に
勉
強
し
た
い
方

な
ど
。
受
講
制
限
等
は一切
あ
り
ま
せ

ん
。
市
外
の
方
で
も
結
構
で
す
の
で

ふ
る
って
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
日
時

９
月
３
日
（
水
）
〜
１０
月
２２
日
（
水
）

ま
で
の
延
べ
１５
日
間
。毎
週
２
回（
木
・

金
）
午
後
６
時
か
ら
午
後
８
時

●
会
場
　
富
岡
市
勤
労
者
会
館
　

（
富
岡
市
富
岡
３
７
９
番
地
）

●
講
義
内
容

・
簿
記
会
計
２６
時
間
（
日
商
簿
記
３

級
程
度
）

・
租
税
教
室
２
時
間

●
講
師
　一般
社
団
法
人
Ｇ
Ｒ
Ｏ
Ｗ

●
受
講
料
　
１
０
，
０
０
０
円
（
テ

キ
ス
ト
代
・
税
込
）

●
募
集
人
員
　
５０
名
（
先
着
順
）

●
申
し
込
み
等

　
所
定
の
申
込
用
紙
が
ご
ざ
い
ま
す
。

８
月
１５
日
（
金
）
ま
で
に
富
岡
商
工

会
議
所
（
富
岡
市
富
岡
１
１
２
１
―

１
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

☎
０
２
７
４
―
６２
―
４
１
５
１

℻
０
２
７
４
―
６４
―
３
３
４
１

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

●
電
話
で
の
相
談
を
ご
希
望
の
方
は

平
日
の
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時

１５
分
に

☎
０
５
７
０
―
０
０
３
―
１
１
０
ま
で

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
職
業
訓
練
に
興

味
が
あ
る
方
を
対
象
に
毎
月
職
業
訓

練
説
明
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
無
料
で
職
業
訓
練
が
受
講
で
き
、

支
給
要
件
を
満
た
せ
ば
、
月
十
万
円

の
生
活
支
援
の
給
付
金
を
受
給
で
き

ま
す
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
窓
口
ま
で
、
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　
ラ
イ
ン
で
職
業
訓
練
の
ほ
か
、
面

接
会
や
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の
情
報
も
配

信
中
で
す
。
ぜ
ひ
お
友
達
登
録
を
お

願
い
し
ま
す
。

●
説
明
会
日
程

・
７
月
１５
日
（
火
）

・
８
月
１９
日
（
火
）

・
９
月
１６
日
（
火
）

●
時
間
　
午
後
２
時
〜
３
時

●
場
所
　
ハロ
ー
ワ
ー
ク
富
岡

２
階
会
議
室

●
問
い
合
わ
せ
先

ハロ
ー
ワ
ー
ク
富
岡

☎
０
２
７
４
―
６２
―
８
６
０
９

　
乳
幼
児
健
診
等
の
た
め
、
７
月
18

日（
金
）、25
日（
金
）の
午
後
、小
児
科

医
師
が
不
在
に
な
る
時
間
が
あ
り
ま

す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

下
仁
田
厚
生
病
院

☎
82
―
３
５
５
５

●
日
時
　毎
月
第
一
火
曜
日
（
祝
日

等
の
場
合
は
翌
週
の
火
曜
日
）

7
月
1
日
・
８
月
５
日

午
前
９
時
〜
正
午

●
場
所
　公
民
館
３
階
　
相
談
室

●
相
談
員

行
政
相
談
員
・
民
生
委
員

●
相
談
で
き
る
内
容

・
国
な
ど
の
行
政
機
関
や
公
団
等
への

苦
情
や
意
見
、
要
望

・
ど
こ
に
相
談
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
な

い
苦
情
や
困
り
ご
と

※
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
も
厳
守
さ

れ
ま
す

●
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
行
政
係
　
☎
82
―
２
１
１
０

・
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
で
職

種
転
換
や
就
業
を
希
望
さ
れ
る
方

●
定
員
　
１５
名
（
定
員
超
過
の
場
合

は
選
考
）

●
受
講
料 

無
料

●
申
込
期
限

令
和
７
年
７
月
９
日
（
水
）

●
申
込
先

群
馬
県
長
寿
社
会
づ
く
り
財
団

シ
ル
バ
ー
連
合
事
業
グ
ル
ー
プ

育
成
事
業
担
当

☎
０
２
７
―
２
５
５
―
６
４
０
０

●
そ
の
他

①
本
講
習
は
厚
生
労
働
省
群
馬
労
働

局
の
委
託
事
業
と
し
て
実
施
す
る
も

の
で
す
。

②
日
程
・
内
容
は
都
合
に
よ
り
延
期
、

中
止
ま
た
は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　
町
で
は
、
有
効
に
水
道
水
を
使
用

す
る
た
め
に
水
道
管
の
漏
水
調
査
を

業
務
委
託
し
て
実
施
し
ま
す
。
対
象

地
区
の
本
管
埋
設
位
置
・
各
戸
の
水

道
メ
ー
タ
ー
ま
で
の
配
管
に
つ
い
て
委

託
業
者
が
伺
い
調
査
し
ま
す
。
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
調
査
期
間
　
７
月
〜
来
年
２
月
末

日
（
内
３０
日
間
程
度
）　

●
日
時

８
月
１６
日
（
土
）
午
前
８
時
か
ら

１７
日
（
日
）
午
前
８
時
３０
分

●
場
所

富
岡
甘
楽
広
域
消
防
本
部
・
富
岡

消
防
署

●
対
象
者

富
岡
市
、
甘
楽
郡
の
小
学
校
に
在
学

中
の
５
・
６
年
生

●
定
員
　
５
人
（
抽
選
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

７
月
１８
日
（
金
）
ま
で
に
、
電
話
で

消
防
本
部
総
務
課
（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
、
午
前
８
時
３０
分
〜
午

後
５
時
１５
分
☎
６2
―
４
３
２
６
）
へ

●
期
日

令
和
７
年
７
月
２４
日
（
木
）、
２５
日

（
金
）

●
場
所

ウ
イ
ン
グ
プ
ラ
ザ
と
み
お
か
（
富
岡

市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
）

●
対
象

県
内
在
住
の
６０
歳
以
上
で
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
に
新
規
入
会
し
就
業

を
希
望
さ
れ
る
方

人
権
相
談

お
片
付
け・お
掃
除
講
習

職
業
訓
練（
ハ
ロ
ト
レ
）説
明
会

初
心
者
の
た
め
の
3
級
簿
記

講
座
受
講
者
募
集
の
ご
案
内

行
政
相
談・心
配
ご
と
相
談

1
泊
2
日
消
防
士
体
験

公
証
相
談

漏
水
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

昭
和
３０
年
代
前
後
の
写
真・

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
探
し
て

い
ま
す

下
仁
田
あ
じ
さ
い
園

７
月
６
日
ま
で
開
園

　
当
時
の
世
俗
を
知
る
た
め
の
大
変

貴
重
な
資
料
と
な
り
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
お
願
い
し
ま
す
。

●
寄
贈
方
法

①
現
物
を
歴
史
館
に
い
た
だ
く

②
現
物
を
お
預
か
り
し
、
写
し
を
作

成
し
て
お
返
し
す
る
（
歴
史
館
所
蔵

品
と
す
る
）

③
現
物
を
お
預
か
り
し
、
ど
な
た
が

所
蔵
す
る
も
の
か
を
明
確
に
管
理
し

た
う
え
で
、
お
返
し
す
る
の
３
パ
タ
ー

ン
で
す
。

　
写
真
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
町
並

み
が
分
か
る
も
の
、
地
域
行
事
や
仕

事
の
様
子
、
当
時
の
流
行
を
テ
ー
マ

に
し
た
も
の
、
撮
影
年
が
明
確
な
も

の
を
特
に
求
め
て
い
ま
す
。

　
心
当
た
り
の
あ
る
方
は
、
ど
の
よ

う
な
情
報
で
も
結
構
で
す
の
で
、
ま

ず
は
歴
史
館
ま
で
ご一報
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

教
育
課
文
化
財
保
護
係
（
下
仁
田

町
歴
史
館
）☎
８２
―
５
３
４
５

　
本
年
の
開
花
状
況
を
鑑
み
、
７
月

６
日（
日
）ま
で
開
園
を
延
長
し
ま
す
。
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●
調
査
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
（
宅
地
内
・
道
路
内
）

午
後
10
時
〜
午
前
５
時
（
道
路
内
）

●
対
象
地
区

下
仁
田
町
大
字
馬
山
地
内

●
委
託
業
者

㈱
サ
ン
ス
イ
北
関
東
支
店

※
調
査
員
の
確
認
は
身
分
証
明
証

（
発
行
者
の
確
認
）
の
提
示
を
求
め

る
か
水
道
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
　

●
調
査
費
用
　
無
料
（
調
査
に
関
す

る
費
用
を
請
求
す
る
こ
と
は
絶
対
に

あ
り
ま
せ
ん
）

●
問
い
合
わ
せ
先

建
設
水
道
課
水
道
係

☎
６４
―
８
８
０
８

　
今
年
は
、
旧
下
仁
田
町
と
４
村
が

合
併
し
て
７０
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　
合
併
当
時
の
資
料
の
多
く
は
散
逸

し
て
お
り
、
時
代
を
経
て
当
時
の
様

子
を
知
る
こ
と
が
難
し
く
な
って
き
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
昭
和
３０
年
代
前
後

の
写
真
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
お
持
ち
の

方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
ご
寄

贈
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
？

●
日
時
　毎
月
第
一
火
曜
日
（
祝
日

等
の
場
合
は
翌
週
の
火
曜
日
）

7
月
1
日
・
８
月
５
日

午
前
１０
時
〜
正
午

※
行
政
相
談
・
心
配
ご
と
相
談
と
同
日

●
場
所
　公
民
館
３
階
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
室

●
相
談
員
　公
証
人

●
相
談
で
き
る
内
容 

　
遺
言
・
任
意
後
見
・
離
婚
（
養

育
費
の
支
払
い
等
）・
金
銭
貸
借
な

ど
の
各
種
公
正
証
書
の
作
成
手
続
き

に
関
す
る
こ
と

※
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
も
厳
守
さ

れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
行
政
係
　
☎
82
―
２
１
１
０

　「
い
じ
め
」「
児
童
虐
待
」「
家
庭

内
暴
力
」
な
ど
、
日
々
の
暮
ら
し
の

中
で
起
こ
り
う
る
悩
み
事
の
相
談
に

応
じ
適
切
な
助
言
を
行
い
ま
す
。

　
ど
な
た
で
も
相
談
で
き
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
７
月
１７
日
（
木
）

午
後
１
時
〜
４
時

●
場
所
　
下
仁
田
町
公
民
館
３
階
　

こ
ん
な
方
を
募
集
し
ま
す
！

・
３
級
簿
記
検
定
を
目
指
す
方
・
法

人
事
務
所
で
簿
記
を
詳
し
く
勉
強
し

た
い
方
・
個
人
事
業
所
で
複
式
簿
記

を
導
入
し
た
い
方
・
自
分
自
身
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
す
方
・
就
職
の

足
が
か
り
の
た
め
に
勉
強
し
た
い
方

な
ど
。
受
講
制
限
等
は一切
あ
り
ま
せ

ん
。
市
外
の
方
で
も
結
構
で
す
の
で

ふ
る
って
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
日
時

９
月
３
日
（
水
）
〜
１０
月
２２
日
（
水
）

ま
で
の
延
べ
１５
日
間
。毎
週
２
回（
木
・

金
）
午
後
６
時
か
ら
午
後
８
時

●
会
場
　
富
岡
市
勤
労
者
会
館
　

（
富
岡
市
富
岡
３
７
９
番
地
）

●
講
義
内
容

・
簿
記
会
計
２６
時
間
（
日
商
簿
記
３

級
程
度
）

・
租
税
教
室
２
時
間

●
講
師
　一般
社
団
法
人
Ｇ
Ｒ
Ｏ
Ｗ

●
受
講
料
　
１
０
，
０
０
０
円
（
テ

キ
ス
ト
代
・
税
込
）

●
募
集
人
員
　
５０
名
（
先
着
順
）

●
申
し
込
み
等

　
所
定
の
申
込
用
紙
が
ご
ざ
い
ま
す
。

８
月
１５
日
（
金
）
ま
で
に
富
岡
商
工

会
議
所
（
富
岡
市
富
岡
１
１
２
１
―

１
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

☎
０
２
７
４
―
６２
―
４
１
５
１

℻
０
２
７
４
―
６４
―
３
３
４
１

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

●
電
話
で
の
相
談
を
ご
希
望
の
方
は

平
日
の
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時

１５
分
に

☎
０
５
７
０
―
０
０
３
―
１
１
０
ま
で

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
職
業
訓
練
に
興

味
が
あ
る
方
を
対
象
に
毎
月
職
業
訓

練
説
明
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
無
料
で
職
業
訓
練
が
受
講
で
き
、

支
給
要
件
を
満
た
せ
ば
、
月
十
万
円

の
生
活
支
援
の
給
付
金
を
受
給
で
き

ま
す
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
窓
口
ま
で
、
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　
ラ
イ
ン
で
職
業
訓
練
の
ほ
か
、
面

接
会
や
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の
情
報
も
配

信
中
で
す
。
ぜ
ひ
お
友
達
登
録
を
お

願
い
し
ま
す
。

●
説
明
会
日
程

・
７
月
１５
日
（
火
）

・
８
月
１９
日
（
火
）

・
９
月
１６
日
（
火
）

●
時
間
　
午
後
２
時
〜
３
時

●
場
所
　
ハロ
ー
ワ
ー
ク
富
岡

２
階
会
議
室

●
問
い
合
わ
せ
先

ハロ
ー
ワ
ー
ク
富
岡

☎
０
２
７
４
―
６２
―
８
６
０
９

　
乳
幼
児
健
診
等
の
た
め
、
７
月
18

日（
金
）、25
日（
金
）の
午
後
、小
児
科

医
師
が
不
在
に
な
る
時
間
が
あ
り
ま

す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

下
仁
田
厚
生
病
院

☎
82
―
３
５
５
５

●
日
時
　毎
月
第
一
火
曜
日
（
祝
日

等
の
場
合
は
翌
週
の
火
曜
日
）

7
月
1
日
・
８
月
５
日

午
前
９
時
〜
正
午

●
場
所
　公
民
館
３
階
　
相
談
室

●
相
談
員

行
政
相
談
員
・
民
生
委
員

●
相
談
で
き
る
内
容

・
国
な
ど
の
行
政
機
関
や
公
団
等
への

苦
情
や
意
見
、
要
望

・
ど
こ
に
相
談
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
な

い
苦
情
や
困
り
ご
と

※
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
も
厳
守
さ

れ
ま
す

●
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
行
政
係
　
☎
82
―
２
１
１
０

・
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
で
職

種
転
換
や
就
業
を
希
望
さ
れ
る
方

●
定
員
　
１５
名
（
定
員
超
過
の
場
合

は
選
考
）

●
受
講
料 

無
料

●
申
込
期
限

令
和
７
年
７
月
９
日
（
水
）

●
申
込
先

群
馬
県
長
寿
社
会
づ
く
り
財
団

シ
ル
バ
ー
連
合
事
業
グ
ル
ー
プ

育
成
事
業
担
当

☎
０
２
７
―
２
５
５
―
６
４
０
０

●
そ
の
他

①
本
講
習
は
厚
生
労
働
省
群
馬
労
働

局
の
委
託
事
業
と
し
て
実
施
す
る
も

の
で
す
。

②
日
程
・
内
容
は
都
合
に
よ
り
延
期
、

中
止
ま
た
は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　
町
で
は
、
有
効
に
水
道
水
を
使
用

す
る
た
め
に
水
道
管
の
漏
水
調
査
を

業
務
委
託
し
て
実
施
し
ま
す
。
対
象

地
区
の
本
管
埋
設
位
置
・
各
戸
の
水

道
メ
ー
タ
ー
ま
で
の
配
管
に
つ
い
て
委

託
業
者
が
伺
い
調
査
し
ま
す
。
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
調
査
期
間
　
７
月
〜
来
年
２
月
末

日
（
内
３０
日
間
程
度
）　

●
日
時

８
月
１６
日
（
土
）
午
前
８
時
か
ら

１７
日
（
日
）
午
前
８
時
３０
分

●
場
所

富
岡
甘
楽
広
域
消
防
本
部
・
富
岡

消
防
署

●
対
象
者

富
岡
市
、
甘
楽
郡
の
小
学
校
に
在
学

中
の
５
・
６
年
生

●
定
員
　
５
人
（
抽
選
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

７
月
１８
日
（
金
）
ま
で
に
、
電
話
で

消
防
本
部
総
務
課
（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
、
午
前
８
時
３０
分
〜
午

後
５
時
１５
分
☎
６2
―
４
３
２
６
）
へ

●
期
日

令
和
７
年
７
月
２４
日
（
木
）、
２５
日

（
金
）

●
場
所

ウ
イ
ン
グ
プ
ラ
ザ
と
み
お
か
（
富
岡

市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
）

●
対
象

県
内
在
住
の
６０
歳
以
上
で
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
に
新
規
入
会
し
就
業

を
希
望
さ
れ
る
方

人
権
相
談

お
片
付
け・お
掃
除
講
習

職
業
訓
練（
ハ
ロ
ト
レ
）説
明
会

初
心
者
の
た
め
の
3
級
簿
記

講
座
受
講
者
募
集
の
ご
案
内

行
政
相
談・心
配
ご
と
相
談

1
泊
2
日
消
防
士
体
験

公
証
相
談

漏
水
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

昭
和
３０
年
代
前
後
の
写
真・

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
探
し
て

い
ま
す

下
仁
田
あ
じ
さ
い
園

７
月
６
日
ま
で
開
園

　
当
時
の
世
俗
を
知
る
た
め
の
大
変

貴
重
な
資
料
と
な
り
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
お
願
い
し
ま
す
。

●
寄
贈
方
法

①
現
物
を
歴
史
館
に
い
た
だ
く

②
現
物
を
お
預
か
り
し
、
写
し
を
作

成
し
て
お
返
し
す
る
（
歴
史
館
所
蔵

品
と
す
る
）

③
現
物
を
お
預
か
り
し
、
ど
な
た
が

所
蔵
す
る
も
の
か
を
明
確
に
管
理
し

た
う
え
で
、
お
返
し
す
る
の
３
パ
タ
ー

ン
で
す
。

　
写
真
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
町
並

み
が
分
か
る
も
の
、
地
域
行
事
や
仕

事
の
様
子
、
当
時
の
流
行
を
テ
ー
マ

に
し
た
も
の
、
撮
影
年
が
明
確
な
も

の
を
特
に
求
め
て
い
ま
す
。

　
心
当
た
り
の
あ
る
方
は
、
ど
の
よ

う
な
情
報
で
も
結
構
で
す
の
で
、
ま

ず
は
歴
史
館
ま
で
ご一報
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

教
育
課
文
化
財
保
護
係
（
下
仁
田

町
歴
史
館
）☎
８２
―
５
３
４
５

　
本
年
の
開
花
状
況
を
鑑
み
、
７
月

６
日（
日
）ま
で
開
園
を
延
長
し
ま
す
。

国税庁
〈税務職員採用試験〉
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場
所
等
に
注
意
す
る
。

●
も
し
も
、ク
マ
に
遭
遇
し
て
し
ま
っ

た
ら
（
近
く
に
ク
マ
が
い
る
こ
と
に

気
づ
い
た
場
合
）

・
落
ち
着
い
て
、
ク
マ
に
背
を
向
け
ず

に
、
ゆ
っ
く
り
と
そ
の
場
か
ら
離
れ
ま

し
ょ
う
。

・
ク
マ
を
驚
か
す
の
で
、
大
声
を
出
し

た
り
走
って
逃
げ
た
り
し
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ
先

農
林
課
農
業
係
　
☎
64―

８
８
０
６

●
日
時
　
７
月
２０
日
（
日
）

午
前
７
時
３０
分

●
集
合
場
所
　
下
仁
田
町
役
場

●
費
用
　
３
，
０
０
０
円
（
乗
り
物

代
、
保
険
料
、
写
真
代
）

●
募
集
人
員
　
１５
人
※

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

※

申
込
、
詳
細
に
つ
い
て
は
次
の
問
い

合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

町
体
育
協
会
山
岳
部
長

荒
木
勝
巳

☎
82―

５
８
８
３

下
仁
田
町
体
育
協
会
事
務
局

☎
82―

２
１
１
５

　
体
協
テ
ニ
ス
部
で
は
、
次
の
日
程

で
テ
ニ
ス
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

●
申
込
期
限

令
和
７
年
７
月
１０
日
（
木
）

●
申
込
方
法

Ｅ
メ
ー
ル
の
み

tom
iokado@

pref.gunm
a.lg.jp

●
問
い
合
わ
せ
先

富
岡
土
木
事
務
所
ダ
ム
管
理
係

☎
０
２
７
４―

６３―

２
２
５
５

　
最
近
運
動
不
足
と
感
じ
て
い
る

方
、
何
か
ス
ポ
ー
ツ
を
始
め
た
い
と

思
って
い
る
方
大
歓
迎

●
日
程
　
７
月
か
ら
１０
月
ま
で
（
毎

週
木
曜
日
）
雨
天
の
場
合
、
翌
日
金

曜
日

●
時
間
　
午
後
７
時
か
ら
９
時
ま
で

●
会
場
　
サ
ン
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド

●
対
象
　
中
学
生
以
上
（
た
だ
し
、

中
学
生
は
保
護
者
同
伴
）
テ
ニ
ス
の

で
き
る
服
装
、
ラ
ケ
ッ
ト
持
参

●
講
師
　
み
や
ま
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
員

※

当
日
、
途
中
か
ら
の
参
加
も
受
け

付
け
ま
す
。

●
参
加
料
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ
先
・
申
込

体
協
テ
ニ
ス
部
長
　
阪
本

☎
82―

２
９
２
５

斉
藤
　
☎
82―

３
１
９
３

　
地
元
の
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

●
日
程

令
和
７
年
７
月
２９
日
（
火
）

●
会
場
　
道
平
川
ダ
ム
（
下
仁
田
町

南
野
牧
）

●
内
容
　
ダ
ム
内
部
の
見
学
等

●
時
間

午
前
の
部
１０
時
３０
分
開
始
、
午
後
の

部
１
時
３０
分
開
始
（
予
定
）

●
定
員
　
各
１０
名
（
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

●
費
用
　
無
料

　
農
作
業
に
当
た
っ
て
は
、
ク
マ
と
の

不
意
の
遭
遇
に
十
分
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

●
ク
マ
の
出
没
を
防
ぐ
た
め
に
は

①
農
作
業
を
行
う
際
に
注
意
す
べ
き

事
項

・
作
業
中
は
ラ
ジ
オ
な
ど
で
音
を
出

し
て
、
ク
マ
に
自
分
の
存
在
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
。

・
ク
マ
の
行
動
が
活
発
に
な
る
早
朝
、

夕
方
の
作
業
時
に
は
、
周
囲
に
気
を

付
け
る
。

・
森
林
な
ど
に
隣
接
す
る
農
地
で
は
、

安
全
確
認
を
行
い
な
が
ら
、
ク
マ
類

の
潜
み
場
と
な
る
周
囲
の
低
木
な
ど

の
刈
り
払
い
な
ど
を
行
う
。

・
頻
繁
に
ク
マ
が
出
没
す
る
地
域
に
お

い
て
は
、
で
き
る
だ
け
単
独
で
の
作
業

は
避
け
る
。

②
誘
引
物
の
除
去

・
ク
マ
類
を
誘
引
す
る
生
ゴ
ミ
や
野

菜
・
果
実
の
廃
棄
残
さ
等
は
適
切
に

処
理
す
る
。

・
農
地
で
は
果
樹
園
が
最
も
被
害
を

受
け
や
す
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
収
穫

後
の
放
置
果
実
は
適
切
に
除
去
す

る
。

・
ク
マ
が
収
穫
物
収
納
庫
に
入
り
込

む
こ
と
も
あ
る
た
め
、
収
納
庫
は
き

ち
ん
と
施
錠
す
る
な
ど
管
理
を
徹
底

す
る
。

・
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
の
揮
発
性
物
質
も
、

ク
マ
の
誘
引
物
と
な
る
た
め
、
保
管

町
民
ハ
イ
キ
ン
グ（
水
ノ
塔
山・

篭
ノ
登
山
）標
高
２
，２
２
８ｍ

テ
ニ
ス
教
室
参
加
者
募
集

（
初
心
者
歓
迎
）

『
道
平
川
ダ
ム
施
設
見
学
会
』

参
加
者
募
集

お知らせ版お知らせ版
SHIMONITA　INFORMATION

ク
マ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

下仁田町自然史館　下仁田町大字青倉１５８-1

☎７０-３０７０　http：//www.shimonita-geopark.jp/ ジオパーク推進だよりジオパーク推進だより

下
仁
田
町
自
然
史
館

●
開
館
時
間　
午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時
30
分

●
休
館
日　
毎
週
水
曜
日

●
問
い
合
わ
せ
先　
☎
70
―
３
０
７
０

Facebookページ
「ジオパークで
　下仁田を元気に」

下仁田町自然史館収蔵品
「今月の一推し♥」

下仁田町自然史館収蔵品
「今月の一推し♥」

　下仁田町自然史館の収蔵庫に眠っている
様々な標本を月替わりに蔵出しする企画「今
月の一推し！」７月は青倉の金剛萱で発見さ
れた石器の接合資料です。ぜひお立ち寄りく
ださい。
　

　金剛萱遺で見つかった石器片１９個がくっ
つき、元の原石がおおよそ復元できました。

毎月20日は
「下仁田ジオパークの日」
毎月20日は
「下仁田ジオパークの日」
　7月のジオの日清掃は、青岩公
園で行います。清掃終了後はミ
ニジオ講座もありますので、ぜ
ひご参加ください。

●日　時　７月２０日（日）
　　　　　午前８時から
●集　合　青岩公園
●持ち物　軍手、長靴など作業
　　　　　しやすい服装
※ゴミ袋、ゴミ挟みは用意します。

　生き物や無形文化などの地域資源に焦点を
あてた、「魅力探しフォーラム」。第１回は、６月
に「下仁田音頭」をテーマに開催しました。　第
２回は、上州漁業協同組合の今井重雄さんに
「鏑川流域の川魚」について話題提供いただき
ます。ぜひ、ご参加ください。

●日　時：７月１１日（金）
　　　　　午後７時～午後９時
●会　場：下仁田町文化ホール研修室
●テーマ：「川魚の話」（話題提供：上州漁業協
同組合副組合長　今井重雄氏）
　なお、９月２０日には、昨年の魅力探し
フォーラムの中で取り上げました「森林セラ
ピー」の実践も予定しています。
　詳細は今後の広報やジオパークＨＰなどを
ご覧ください。

令和７年度
下仁田の魅力探しフォーラム

令和７年度
下仁田の魅力探しフォーラム

　下仁田町の南部や南牧村の石灰岩地帯には、鍾
乳洞があります。最近、鍾乳洞から絶滅してしまっ
た動物化石が発見されました。
　第８回の下仁田町自然史館企画展では、ジオパー
ク学術奨励金事業で鍾乳洞について研究した富山
大学の先生に監修いただき、洞窟内の面白い景色
や洞窟内の独特の生き物など、洞窟の魅力をご紹
介します。ぜひお出かけください。

●開催期間：令和７年７月１９日（土）
　　　　　　～令和８年５月３１日（日）
　　　　　　午前９時～午後４時３０分
●休館日：毎週水曜・年末年始
●入館料：大人　　　　２００円
　　　　　高校生以下　１００円
　　　　　小学生未満・下仁田町民　無料

第８回下仁田町自然史館企画展
「知られざる鍾乳洞の世界！」
第８回下仁田町自然史館企画展
「知られざる鍾乳洞の世界！」
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報しもにた19 下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）



場
所
等
に
注
意
す
る
。

●
も
し
も
、ク
マ
に
遭
遇
し
て
し
ま
っ

た
ら
（
近
く
に
ク
マ
が
い
る
こ
と
に

気
づ
い
た
場
合
）

・
落
ち
着
い
て
、
ク
マ
に
背
を
向
け
ず

に
、
ゆ
っ
く
り
と
そ
の
場
か
ら
離
れ
ま

し
ょ
う
。

・
ク
マ
を
驚
か
す
の
で
、
大
声
を
出
し

た
り
走
って
逃
げ
た
り
し
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ
先

農
林
課
農
業
係
　
☎
64―

８
８
０
６

●
日
時
　
７
月
２０
日
（
日
）

午
前
７
時
３０
分

●
集
合
場
所
　
下
仁
田
町
役
場

●
費
用
　
３
，
０
０
０
円
（
乗
り
物

代
、
保
険
料
、
写
真
代
）

●
募
集
人
員
　
１５
人

※

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

※

申
込
、
詳
細
に
つ
い
て
は
次
の
問
い

合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

町
体
育
協
会
山
岳
部
長

荒
木
勝
巳

☎
82―

５
８
８
３

下
仁
田
町
体
育
協
会
事
務
局

☎
82―

２
１
１
５

　
体
協
テ
ニ
ス
部
で
は
、
次
の
日
程

で
テ
ニ
ス
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

●
申
込
期
限

令
和
７
年
７
月
１０
日
（
木
）

●
申
込
方
法

Ｅ
メ
ー
ル
の
み

tom
iokado@

pref.gunm
a.lg.jp

●
問
い
合
わ
せ
先

富
岡
土
木
事
務
所
ダ
ム
管
理
係

☎
０
２
７
４―

６３―

２
２
５
５

　
最
近
運
動
不
足
と
感
じ
て
い
る

方
、
何
か
ス
ポ
ー
ツ
を
始
め
た
い
と

思
って
い
る
方
大
歓
迎

●
日
程
　
７
月
か
ら
１０
月
ま
で
（
毎

週
木
曜
日
）
雨
天
の
場
合
、
翌
日
金

曜
日

●
時
間
　
午
後
７
時
か
ら
９
時
ま
で

●
会
場
　
サ
ン
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド

●
対
象
　
中
学
生
以
上
（
た
だ
し
、

中
学
生
は
保
護
者
同
伴
）
テ
ニ
ス
の

で
き
る
服
装
、
ラ
ケ
ッ
ト
持
参

●
講
師
　
み
や
ま
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
員

※

当
日
、
途
中
か
ら
の
参
加
も
受
け

付
け
ま
す
。

●
参
加
料
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ
先
・
申
込

体
協
テ
ニ
ス
部
長
　
阪
本

☎
82―

２
９
２
５

斉
藤
　
☎
82―

３
１
９
３

　
地
元
の
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

●
日
程

令
和
７
年
７
月
２９
日
（
火
）

●
会
場
　
道
平
川
ダ
ム
（
下
仁
田
町

南
野
牧
）

●
内
容
　
ダ
ム
内
部
の
見
学
等

●
時
間

午
前
の
部
１０
時
３０
分
開
始
、
午
後
の

部
１
時
３０
分
開
始
（
予
定
）

●
定
員
　
各
１０
名
（
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

●
費
用
　
無
料

　
農
作
業
に
当
た
っ
て
は
、
ク
マ
と
の

不
意
の
遭
遇
に
十
分
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

●
ク
マ
の
出
没
を
防
ぐ
た
め
に
は

①
農
作
業
を
行
う
際
に
注
意
す
べ
き

事
項

・
作
業
中
は
ラ
ジ
オ
な
ど
で
音
を
出

し
て
、
ク
マ
に
自
分
の
存
在
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
。

・
ク
マ
の
行
動
が
活
発
に
な
る
早
朝
、

夕
方
の
作
業
時
に
は
、
周
囲
に
気
を

付
け
る
。

・
森
林
な
ど
に
隣
接
す
る
農
地
で
は
、

安
全
確
認
を
行
い
な
が
ら
、
ク
マ
類

の
潜
み
場
と
な
る
周
囲
の
低
木
な
ど

の
刈
り
払
い
な
ど
を
行
う
。

・
頻
繁
に
ク
マ
が
出
没
す
る
地
域
に
お

い
て
は
、
で
き
る
だ
け
単
独
で
の
作
業

は
避
け
る
。

②
誘
引
物
の
除
去

・
ク
マ
類
を
誘
引
す
る
生
ゴ
ミ
や
野

菜
・
果
実
の
廃
棄
残
さ
等
は
適
切
に

処
理
す
る
。

・
農
地
で
は
果
樹
園
が
最
も
被
害
を

受
け
や
す
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
収
穫

後
の
放
置
果
実
は
適
切
に
除
去
す

る
。

・
ク
マ
が
収
穫
物
収
納
庫
に
入
り
込

む
こ
と
も
あ
る
た
め
、
収
納
庫
は
き

ち
ん
と
施
錠
す
る
な
ど
管
理
を
徹
底

す
る
。

・
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
の
揮
発
性
物
質
も
、

ク
マ
の
誘
引
物
と
な
る
た
め
、
保
管

町
民
ハ
イ
キ
ン
グ（
水
ノ
塔
山・

篭
ノ
登
山
）標
高
２
，２
２
８ｍ

テ
ニ
ス
教
室
参
加
者
募
集

（
初
心
者
歓
迎
）

『
道
平
川
ダ
ム
施
設
見
学
会
』

参
加
者
募
集

お知らせ版お知らせ版
SHIMONITA　INFORMATION

ク
マ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

下仁田町自然史館　下仁田町大字青倉１５８-1

☎７０-３０７０　http：//www.shimonita-geopark.jp/ ジオパーク推進だよりジオパーク推進だより

下
仁
田
町
自
然
史
館

●
開
館
時
間　
午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時
30
分

●
休
館
日　
毎
週
水
曜
日

●
問
い
合
わ
せ
先　
☎
70
―
３
０
７
０

Facebookページ
「ジオパークで
　下仁田を元気に」

下仁田町自然史館収蔵品
「今月の一推し♥」

下仁田町自然史館収蔵品
「今月の一推し♥」

　下仁田町自然史館の収蔵庫に眠っている
様々な標本を月替わりに蔵出しする企画「今
月の一推し！」７月は青倉の金剛萱で発見さ
れた石器の接合資料です。ぜひお立ち寄りく
ださい。
　

　金剛萱遺で見つかった石器片１９個がくっ
つき、元の原石がおおよそ復元できました。

毎月20日は
「下仁田ジオパークの日」
毎月20日は
「下仁田ジオパークの日」
　7月のジオの日清掃は、青岩公
園で行います。清掃終了後はミ
ニジオ講座もありますので、ぜ
ひご参加ください。

●日　時　７月２０日（日）
　　　　　午前８時から
●集　合　青岩公園
●持ち物　軍手、長靴など作業
　　　　　しやすい服装
※ゴミ袋、ゴミ挟みは用意します。

　生き物や無形文化などの地域資源に焦点を
あてた、「魅力探しフォーラム」。第１回は、６月
に「下仁田音頭」をテーマに開催しました。　第
２回は、上州漁業協同組合の今井重雄さんに
「鏑川流域の川魚」について話題提供いただき
ます。ぜひ、ご参加ください。

●日　時：７月１１日（金）
　　　　　午後７時～午後９時
●会　場：下仁田町文化ホール研修室
●テーマ：「川魚の話」（話題提供：上州漁業協
同組合副組合長　今井重雄氏）
　なお、９月２０日には、昨年の魅力探し
フォーラムの中で取り上げました「森林セラ
ピー」の実践も予定しています。
　詳細は今後の広報やジオパークＨＰなどを
ご覧ください。

令和７年度
下仁田の魅力探しフォーラム

令和７年度
下仁田の魅力探しフォーラム

　下仁田町の南部や南牧村の石灰岩地帯には、鍾
乳洞があります。最近、鍾乳洞から絶滅してしまっ
た動物化石が発見されました。
　第８回の下仁田町自然史館企画展では、ジオパー
ク学術奨励金事業で鍾乳洞について研究した富山
大学の先生に監修いただき、洞窟内の面白い景色
や洞窟内の独特の生き物など、洞窟の魅力をご紹
介します。ぜひお出かけください。

●開催期間：令和７年７月１９日（土）
　　　　　　～令和８年５月３１日（日）
　　　　　　午前９時～午後４時３０分
●休館日：毎週水曜・年末年始
●入館料：大人　　　　２００円
　　　　　高校生以下　１００円
　　　　　小学生未満・下仁田町民　無料

第８回下仁田町自然史館企画展
「知られざる鍾乳洞の世界！」
第８回下仁田町自然史館企画展
「知られざる鍾乳洞の世界！」

18広
報しもにた19 下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）



　
映
画「
わ
た
し
の
か
あ
さ
ん
ー
天
使
の
詩
ー
」を
見
て
、
私
は
す
ご
く
考
え
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。こ
の
映
画
の
お
話
は
、障
害
を
持
つ
お
母
さ
ん
と
そ
の
子
供
、高

ち
ゃ
ん
の
気
持
ち
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
お
話
は
、
高
ち
ゃ
ん
が
学
校
で
授
業
参
観
の
お
知
ら
せ
を
隠
し
て
し
ま

う
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。そ
の
理
由
は
、
お
母
さ
ん
が
み
ん
な
の
お
母
さ
ん

と
す
こ
し
ち
が
って
い
る
こ
と
を
恥
ず
か
し
く
思
って
い
た
か
ら
で
す
。高
ち
ゃ
ん

は
、
お
母
さ
ん
に
授
業
参
観
に
来
て
ほ
し
く
な
い
と
思
って
い
ま
し
た
。で
も
、
最

終
的
に
お
母
さ
ん
は
授
業
参
観
に
来
て
、
帰
り
道
で
ほ
か
の
お
母
さ
ん
た
ち
が

高
ち
ゃ
ん
の
お
母
さ
ん
の
こ
と
を
悪
く
言
って
い
る
の
を
聞
い
て
し
ま
い
ま
す
。そ

れ
が
き
っ
か
け
で
、高
ち
ゃ
ん
は
お
母
さ
ん
に
怒
って
し
ま
う
ん
で
す
。

　
あ
る
日
お
母
さ
ん
の
小
さ
い
時
の
担
任
の
先
生
が
高
ち
ゃ
ん
の
家
に
来
て
先

生
が
お
母
さ
ん
の
小
さ
い
時
の
こ
と
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
初
め
て
お
母
さ
ん
が
小
さ
い
と
き
、
ま
だ
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
時
、

お
母
さ
ん
が
日
本
脳
炎
に
か
か
って
し
ま
って
そ
こ
か
ら
お
母
さ
ん
の
体
調
が
悪

化
し
は
じ
め
た
の
が
き
っ
か
け
で
お
母
さ
ん
は
障
害
者
に
な
って
し
ま
っ
た
の
で

す
。

　
で
も
、
映
画
が
進
む
に
つ
れ
て
、
高
ち
ゃ
ん
は
だ
ん
だ
ん
お
母
さ
ん
の
気
持
ち

を
理
解
し
始
め
ま
す
。最
初
は
お
母
さ
ん
が
恥
ず
か
し
く
て
嫌
だ
と
思
って
い
た

け
れ
ど
、だ
ん
だ
ん
と
自
分
の
気
持
ち
を
お
母
さ
ん
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
、お
母
さ
ん
の
こ
と
を
も
っ
と
大
切
に
思
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
私
は
、こ
の
映
画
を
見
て「
も
し
自
分
が
高
ち
ゃ
ん
だ
っ
た
ら
、ど
う
感
じ
る
だ

ろ
う
？
」
と
考
え
ま
し
た
。障
害
が
あ
る
お
母
さ
ん
を
持
って
い
る
こ
と
を
恥
ず

か
し
く
思
って
し
ま
う
気
持
ち
も
わ
か
り
ま
す
。で
も
、も
し
自
分
が
障
害
を

作文
優秀賞

映
画
「
わ
た
し
の
か
あ
さ
ん
ー
天
使
の
詩
ー
」
を
見
て

下
仁
田
小
学
校

　四
年

　寒
河
江

　稀
子

さ
が
え

き
こ

人権尊重作品人権尊重作品

持
って
い
る
人
だ
っ
た
ら
、周
り
の
人
に
さ
け
ら
れ
た
り
、意
地
悪
を
さ
れ
た
く
な

い
と
思
い
ま
す
。だ
か
ら
、
障
害
が
あ
る
人
を
も
っ
と
理
解
し
て
助
け
合
う
気
持

ち
を
持
つ
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
こ
の
映
画
を
見
て
、
私
も
生
活
の
中
で
で
き
る
こ
と
を
も
っ
と
考
え
た
い
と
思

い
ま
し
た
。例
え
ば
、目
に
障
害
が
あ
る
人
に
出
会
っ
た
時
は
、手
を
差
し
伸
べ
て

助
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。ま
た
、
障
害
が
あ
る
人
に
対
し

て
、偏
見
を
持
た
ず
に
優
し
く
接
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
こ
の
映
画
を
通
し
て
、人
の
気
持
ち
を
理
解
す
る
こ
と
、そ
し
て
み
ん
な
が
支

え
合
って
生
き
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
学
び
ま
し
た
。高
ち
ゃ
ん
の
お
母
さ
ん

が
障
害
を
持
って
い
る
こ
と
で
、
最
初
は
つ
ら
い
こ
と
も
あ
っ
た
け
れ
ど
、
最
終
的

に
は
高
ち
ゃ
ん
が
心
を
開
い
て
お
母
さ
ん
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が

と
て
も
感
動
的
で
し
た
。私
も
、
も
っ
と
他
の
人
の
気
持
ち
を
考
え
て
、
周
り
の

人
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
が
見
た
映
画
は「
わ
た
し
の
か
あ
さ
ん
ー
天
使
の
詩
ー
」と
い
う
話
で
す
。こ

の
映
画
は
、障
害
を
持
って
い
る
お
母
さ
ん
を
持
つ
女
の
子
、高
子
の
物
語
で
す
。

高
子
の
お
母
さ
ん
は
、体
に
不
自
由
が
あ
り
、日
常
生
活
で
も
大
変
な
こ
と
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。し
か
し
、高
子
は
最
初
、お
母
さ
ん
が
授
業
参
観
に
来
た
と

き
に
恥
ず
か
し
さ
を
感
じ
て
し
ま
い
ま
す
。お
母
さ
ん
が
答
え
を
間
違
え
て
し

ま
っ
た
と
き
、
高
子
は
と
て
も
恥
ず
か
し
く
て
、
お
母
さ
ん
に
反
抗
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　
私
は
、
こ
の
シ
ー
ン
を
見
て
、
最
初
は
高
子
が
ど
う
し
て
そ
の
よ
う
に
感
じ
た

の
か
、
少
し
わ
か
る
気
が
し
ま
し
た
。自
分
の
親
が
間
違
え
た
り
、
他
の
人
と

違
っ
た
り
す
る
こ
と
は
、
特
に
子
ど
も
に
と
って
は
つ
ら
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

私
も
も
し
高
子
だ
っ
た
ら
、
最
初
は
恥
ず
か
し
い
気
持
ち
に
な
って
し
ま
う
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。で
も
、映
画
を
見
て
い
く
う
ち
に
、高
子
は
だ
ん
だ
ん
お
母
さ
ん
の

障
害
を
理
解
し
、
反
抗
し
な
く
な
り
ま
す
。そ
し
て
、
障
害
を
持
って
い
る
人
に

対
す
る
優
し
さ
を
持
つ
よ
う
に
な
って
い
き
ま
す
。

　
も
し
私
が
高
子
だ
っ
た
ら
、最
初
か
ら
お
母
さ
ん
に
反
抗
せ
ず
、優
し
く
接
し

て
い
た
と
思
い
ま
す
。お
母
さ
ん
が
障
害
を
持
って
い
る
こ
と
を
知
って
い
た
ら
、お

母
さ
ん
が
大
変
だ
と
い
う
こ
と
を
も
っ
と
理
解
し
て
い
た
で
し
ょ
う
。お
母
さ
ん

は
体
が
不
自
由
で
も
、毎
日一生
懸
命
頑
張
って
い
る
か
ら
、私
は
も
っ
と
優
し
く

し
て
あ
げ
た
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。高
子
が
映
画
の
中
で
、
お
母
さ
ん
に
優
し
く

接
す
る
よ
う
に
な
る
姿
を
見
て
、私
は
反
抗
し
な
い
で
、も
っ
と
思
い
や
り
を
持
つ

こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
こ
の
映
画
か
ら
学
ん
だ
こ
と
は
、障
害
を
持
って
い
る
人
や
病
気
を
持
って
い
る

人
に
対
し
て
、
私
た
ち
は
も
っ
と
優
し
く
接
す
る
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。も

し
誰
か
が
何
か
を
間
違
え
て
し
ま
って
も
、す
ぐ
に
怒
っ
た
り
、笑
っ
た
り
し
な
い

で
、
そ
の
人
の
気
持
ち
を
理
解
し
、
助
け
て
あ
げ
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま

す
。お
母
さ
ん
が
障
害
を
持
って
い
る
こ
と
で
、高
子
も
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学
び
、

成
長
し
て
い
き
ま
し
た
。私
も
、周
り
の
人
に
対
し
て
、も
っ
と
優
し
く
、丁
寧
に

作文
優秀賞

人
権
映
画
「
わ
た
し
の
か
あ
さ
ん
ー
天
使
の
詩
ー
」
を
見
て

下
仁
田
小
学
校

　四
年

　瀬
間

　く
る
み

せ
ま

令
和
6
年
度

人
権
尊
重
を
考
え
る
コ
ン
ク
ー
ル

昨
年
度
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
入
選
し
た
小・中
学
生
の
作
品
を
、数
回
に
分
け
て
町
民
の
皆
様
に
ご
紹
介
し
ま

す
。児
童・生
徒
の
素
晴
ら
し
い
作
品
を
ご
覧
に
な
り
、人
権
に
つい
て
、も
う
一度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

※
掲
載
者
の
学
校・学
年
は
、令
和
６
年
度
の
も
の
で
す
。

いわい ぜん

だいじょうぶ？
　こえをかける
　　そのゆうき
下仁田小学校　1年　　岩井　善

人権標語
優秀賞

ぬまの ふうと

みんなでまもろう
そのえがお

下仁田小学校　1年　　沼野　楓斗

人権標語
優秀賞

しもやま はる

ありがとう　えがおで言える　
やさしい心
ちょっとまって　ほんとうに
そのことばで　だいじょうぶ？
下仁田小学校　1年　　下山　遥大

人権標語
優秀賞

接
す
る
こ
と
を
心
が
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、も
し
私
の
周
り
に
障
害
を
持
って
い
る
人
や
病
気
を
持
って
い
る

人
が
い
た
ら
、
そ
の
人
を
大
切
に
し
、
何
か
困
って
い
た
ら
手
伝
っ
た
り
、
言
葉
で

は
げ
ま
し
た
り
し
た
い
で
す
。誰
か
が
間
違
え
て
し
ま
って
も
、
そ
れ
を
し
て
き

す
る
の
で
は
な
く
、
助
け
て
あ
げ
る
こ
と
で
、
そ
の
人
が
少
し
で
も
楽
に
な
れ
る

よ
う
に
し
て
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
映
画
を
見
て
、
私
は
障
害
に
つい
て
も
っ
と
知
り
た
く
な
り
ま
し
た
。障
害
を

持
って
い
る
人
は
、
私
た
ち
が
考
え
る
以
上
に
毎
日
努
力
し
て
い
る
こ
と
を
忘
れ

て
は
い
け
ま
せ
ん
。私
た
ち
も
、そ
の
努
力
に
感
謝
し
、優
し
さ
を
も
って
接
す
る

こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
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映
画「
わ
た
し
の
か
あ
さ
ん
ー
天
使
の
詩
ー
」を
見
て
、
私
は
す
ご
く
考
え
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。こ
の
映
画
の
お
話
は
、障
害
を
持
つ
お
母
さ
ん
と
そ
の
子
供
、高

ち
ゃ
ん
の
気
持
ち
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
お
話
は
、
高
ち
ゃ
ん
が
学
校
で
授
業
参
観
の
お
知
ら
せ
を
隠
し
て
し
ま

う
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。そ
の
理
由
は
、
お
母
さ
ん
が
み
ん
な
の
お
母
さ
ん

と
す
こ
し
ち
が
って
い
る
こ
と
を
恥
ず
か
し
く
思
って
い
た
か
ら
で
す
。高
ち
ゃ
ん

は
、
お
母
さ
ん
に
授
業
参
観
に
来
て
ほ
し
く
な
い
と
思
って
い
ま
し
た
。で
も
、
最

終
的
に
お
母
さ
ん
は
授
業
参
観
に
来
て
、
帰
り
道
で
ほ
か
の
お
母
さ
ん
た
ち
が

高
ち
ゃ
ん
の
お
母
さ
ん
の
こ
と
を
悪
く
言
って
い
る
の
を
聞
い
て
し
ま
い
ま
す
。そ

れ
が
き
っ
か
け
で
、高
ち
ゃ
ん
は
お
母
さ
ん
に
怒
って
し
ま
う
ん
で
す
。

　
あ
る
日
お
母
さ
ん
の
小
さ
い
時
の
担
任
の
先
生
が
高
ち
ゃ
ん
の
家
に
来
て
先

生
が
お
母
さ
ん
の
小
さ
い
時
の
こ
と
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
初
め
て
お
母
さ
ん
が
小
さ
い
と
き
、
ま
だ
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
時
、

お
母
さ
ん
が
日
本
脳
炎
に
か
か
って
し
ま
って
そ
こ
か
ら
お
母
さ
ん
の
体
調
が
悪

化
し
は
じ
め
た
の
が
き
っ
か
け
で
お
母
さ
ん
は
障
害
者
に
な
って
し
ま
っ
た
の
で

す
。

　
で
も
、
映
画
が
進
む
に
つ
れ
て
、
高
ち
ゃ
ん
は
だ
ん
だ
ん
お
母
さ
ん
の
気
持
ち

を
理
解
し
始
め
ま
す
。最
初
は
お
母
さ
ん
が
恥
ず
か
し
く
て
嫌
だ
と
思
って
い
た

け
れ
ど
、だ
ん
だ
ん
と
自
分
の
気
持
ち
を
お
母
さ
ん
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
、お
母
さ
ん
の
こ
と
を
も
っ
と
大
切
に
思
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
私
は
、こ
の
映
画
を
見
て「
も
し
自
分
が
高
ち
ゃ
ん
だ
っ
た
ら
、ど
う
感
じ
る
だ

ろ
う
？
」
と
考
え
ま
し
た
。障
害
が
あ
る
お
母
さ
ん
を
持
って
い
る
こ
と
を
恥
ず

か
し
く
思
って
し
ま
う
気
持
ち
も
わ
か
り
ま
す
。で
も
、も
し
自
分
が
障
害
を

作文
優秀賞

映
画
「
わ
た
し
の
か
あ
さ
ん
ー
天
使
の
詩
ー
」
を
見
て

下
仁
田
小
学
校

　四
年

　寒
河
江

　稀
子

さ
が
え

き
こ

人権尊重作品人権尊重作品

持
って
い
る
人
だ
っ
た
ら
、周
り
の
人
に
さ
け
ら
れ
た
り
、意
地
悪
を
さ
れ
た
く
な

い
と
思
い
ま
す
。だ
か
ら
、
障
害
が
あ
る
人
を
も
っ
と
理
解
し
て
助
け
合
う
気
持

ち
を
持
つ
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
こ
の
映
画
を
見
て
、
私
も
生
活
の
中
で
で
き
る
こ
と
を
も
っ
と
考
え
た
い
と
思

い
ま
し
た
。例
え
ば
、目
に
障
害
が
あ
る
人
に
出
会
っ
た
時
は
、手
を
差
し
伸
べ
て

助
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。ま
た
、
障
害
が
あ
る
人
に
対
し

て
、偏
見
を
持
た
ず
に
優
し
く
接
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
こ
の
映
画
を
通
し
て
、人
の
気
持
ち
を
理
解
す
る
こ
と
、そ
し
て
み
ん
な
が
支

え
合
って
生
き
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
学
び
ま
し
た
。高
ち
ゃ
ん
の
お
母
さ
ん

が
障
害
を
持
って
い
る
こ
と
で
、
最
初
は
つ
ら
い
こ
と
も
あ
っ
た
け
れ
ど
、
最
終
的

に
は
高
ち
ゃ
ん
が
心
を
開
い
て
お
母
さ
ん
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が

と
て
も
感
動
的
で
し
た
。私
も
、
も
っ
と
他
の
人
の
気
持
ち
を
考
え
て
、
周
り
の

人
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
が
見
た
映
画
は「
わ
た
し
の
か
あ
さ
ん
ー
天
使
の
詩
ー
」と
い
う
話
で
す
。こ

の
映
画
は
、障
害
を
持
って
い
る
お
母
さ
ん
を
持
つ
女
の
子
、高
子
の
物
語
で
す
。

高
子
の
お
母
さ
ん
は
、体
に
不
自
由
が
あ
り
、日
常
生
活
で
も
大
変
な
こ
と
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。し
か
し
、高
子
は
最
初
、お
母
さ
ん
が
授
業
参
観
に
来
た
と

き
に
恥
ず
か
し
さ
を
感
じ
て
し
ま
い
ま
す
。お
母
さ
ん
が
答
え
を
間
違
え
て
し

ま
っ
た
と
き
、
高
子
は
と
て
も
恥
ず
か
し
く
て
、
お
母
さ
ん
に
反
抗
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　
私
は
、
こ
の
シ
ー
ン
を
見
て
、
最
初
は
高
子
が
ど
う
し
て
そ
の
よ
う
に
感
じ
た

の
か
、
少
し
わ
か
る
気
が
し
ま
し
た
。自
分
の
親
が
間
違
え
た
り
、
他
の
人
と

違
っ
た
り
す
る
こ
と
は
、
特
に
子
ど
も
に
と
って
は
つ
ら
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

私
も
も
し
高
子
だ
っ
た
ら
、
最
初
は
恥
ず
か
し
い
気
持
ち
に
な
って
し
ま
う
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。で
も
、映
画
を
見
て
い
く
う
ち
に
、高
子
は
だ
ん
だ
ん
お
母
さ
ん
の

障
害
を
理
解
し
、
反
抗
し
な
く
な
り
ま
す
。そ
し
て
、
障
害
を
持
って
い
る
人
に

対
す
る
優
し
さ
を
持
つ
よ
う
に
な
って
い
き
ま
す
。

　
も
し
私
が
高
子
だ
っ
た
ら
、最
初
か
ら
お
母
さ
ん
に
反
抗
せ
ず
、優
し
く
接
し

て
い
た
と
思
い
ま
す
。お
母
さ
ん
が
障
害
を
持
って
い
る
こ
と
を
知
って
い
た
ら
、お

母
さ
ん
が
大
変
だ
と
い
う
こ
と
を
も
っ
と
理
解
し
て
い
た
で
し
ょ
う
。お
母
さ
ん

は
体
が
不
自
由
で
も
、毎
日一生
懸
命
頑
張
って
い
る
か
ら
、私
は
も
っ
と
優
し
く

し
て
あ
げ
た
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。高
子
が
映
画
の
中
で
、
お
母
さ
ん
に
優
し
く

接
す
る
よ
う
に
な
る
姿
を
見
て
、私
は
反
抗
し
な
い
で
、も
っ
と
思
い
や
り
を
持
つ

こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
こ
の
映
画
か
ら
学
ん
だ
こ
と
は
、障
害
を
持
って
い
る
人
や
病
気
を
持
って
い
る

人
に
対
し
て
、
私
た
ち
は
も
っ
と
優
し
く
接
す
る
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。も

し
誰
か
が
何
か
を
間
違
え
て
し
ま
って
も
、す
ぐ
に
怒
っ
た
り
、笑
っ
た
り
し
な
い

で
、
そ
の
人
の
気
持
ち
を
理
解
し
、
助
け
て
あ
げ
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま

す
。お
母
さ
ん
が
障
害
を
持
って
い
る
こ
と
で
、高
子
も
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学
び
、

成
長
し
て
い
き
ま
し
た
。私
も
、周
り
の
人
に
対
し
て
、も
っ
と
優
し
く
、丁
寧
に

作文
優秀賞

人
権
映
画
「
わ
た
し
の
か
あ
さ
ん
ー
天
使
の
詩
ー
」
を
見
て

下
仁
田
小
学
校

　四
年

　瀬
間

　く
る
み

せ
ま

令
和
6
年
度

人
権
尊
重
を
考
え
る
コ
ン
ク
ー
ル

昨
年
度
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
入
選
し
た
小・中
学
生
の
作
品
を
、数
回
に
分
け
て
町
民
の
皆
様
に
ご
紹
介
し
ま

す
。児
童・生
徒
の
素
晴
ら
し
い
作
品
を
ご
覧
に
な
り
、人
権
に
つい
て
、も
う
一度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

※
掲
載
者
の
学
校・学
年
は
、令
和
６
年
度
の
も
の
で
す
。

いわい ぜん

だいじょうぶ？
　こえをかける
　　そのゆうき
下仁田小学校　1年　　岩井　善

人権標語
優秀賞

ぬまの ふうと

みんなでまもろう
そのえがお

下仁田小学校　1年　　沼野　楓斗

人権標語
優秀賞

しもやま はる

ありがとう　えがおで言える　
やさしい心
ちょっとまって　ほんとうに
そのことばで　だいじょうぶ？
下仁田小学校　1年　　下山　遥大

人権標語
優秀賞

接
す
る
こ
と
を
心
が
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、も
し
私
の
周
り
に
障
害
を
持
って
い
る
人
や
病
気
を
持
って
い
る

人
が
い
た
ら
、
そ
の
人
を
大
切
に
し
、
何
か
困
って
い
た
ら
手
伝
っ
た
り
、
言
葉
で

は
げ
ま
し
た
り
し
た
い
で
す
。誰
か
が
間
違
え
て
し
ま
って
も
、
そ
れ
を
し
て
き

す
る
の
で
は
な
く
、
助
け
て
あ
げ
る
こ
と
で
、
そ
の
人
が
少
し
で
も
楽
に
な
れ
る

よ
う
に
し
て
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
映
画
を
見
て
、
私
は
障
害
に
つい
て
も
っ
と
知
り
た
く
な
り
ま
し
た
。障
害
を

持
って
い
る
人
は
、
私
た
ち
が
考
え
る
以
上
に
毎
日
努
力
し
て
い
る
こ
と
を
忘
れ

て
は
い
け
ま
せ
ん
。私
た
ち
も
、そ
の
努
力
に
感
謝
し
、優
し
さ
を
も
って
接
す
る

こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
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公民館だより公民館だより

令和7年
第488号公民館だより 下仁田町公民館

☎82-3535
下仁田町公民館
☎82-3535

令和７年度かぶら文化講座のお知らせ令和７年度かぶら文化講座のお知らせ

●日　時　
●場　所　
●演　題　
●講師のプロフィール

●問い合わせ先 下仁田町公民館　☎82-3535

　この講座は、「ふるさとを愛し、ふるさとを理解し、新たな地域社会・文化の創造をめざして」を
テーマに富岡市・下仁田町・南牧村・甘楽町の４市町村教育委員会が連携し、平成１０年度から実施
しています。昨年度、荒天により未実施だった下仁田町本宿出身の黛一子先生を講師にお迎えし下記
のとおり行います。懐かしい故郷下仁田町について、わかりやすく楽しくお話をいただきます。詳細
については、８月号でお知らせしますので、みなさんお誘い合わせの上お出かけください。
●日　時　令和７年１０月２２日（水）午後１時３０分～
●場　所　下仁田町公民館　３階　大会議室
●演　題　ふるさと回想記　－　創作の絵で語る　『下仁田町本宿の歴史と盛衰』
●講師のプロフィール　黛（旧姓：勅使川原）一子先生
１９４３年本宿生まれ。西牧小学校、中学校、富岡東高等学校を卒業後中央大学文学部へ進学、卒業
後日本デザインスクールにて学ぶ。画家。
●問い合わせ先　下仁田町公民館　☎82-3535

空間に深みや奥行きを！　クラフトタイル教室　参加者募集空間に深みや奥行きを！　クラフトタイル教室　参加者募集
　モザイクタイルを使って世界で一つだけのオリジナル作品を作ってみませんか？
　今回は、スパイスラックを作ります。
●日　時　８月４日（月）　１回目（木部の色塗り）
　　　　　８月１８日（月）２回目（タイルの埋め込み 目地）
　　　　　各回　午後１時３０分から３時３０分まで
●講　師　塚田由美先生（高崎市）
●参加費　２，４００円（２回で１作品を作ります）
●定　員　先着１５名　●持ち物　エプロン　●会　場　３階　大会議室
●申込期間　７月１日（火）から
●問い合わせ先・申込み　下仁田町公民館　☎82-3535

　公民館図書室では、０歳児から小学生向けの絵本の読み聞かせ等を
開催します。楽しい絵本がいっぱいの図書室を親子でご利用ください。
●期　日　７月１６日（木）
●時　間　午前１０時～（午前の部）午後３時～（午後の部）　
●場　所　下仁田町公民館２階　図書室
※開始時間は目安です。午後の部は午後４時３０分までの間、お声掛けをいただければ対応します。

　読書をすると知識やスキルが得られ、ストレスが減ると言われています。特に子どもは、読解力、
想像力、思考力が鍛えられ、学力向上に繋がります。本の魅力をとおして、共感や心に響く言葉を見
つけてみてはいかがでしょうか？人生観が変わる本との出会い‼あなたを変える夏が待っています！

「絵本の読み聞かせ」開催のお知らせ

本は心の栄養　一日３０分ゆっくりと読書に浸る時間を習慣化してみませんか？

イベントのご案内

図書室掲示板図書室掲示板

著者名
砂村かいり他
恩田陸
ずいの
ねこまき
柴田ケイコ
藤野千夜
早見和真

にいざかにいこ
上田健次
さかとくみ雪
岩瀬成子
リンダ・サラ
松橋利光

著者名
おくはらゆめ

ジェニー・ロブソン
キムファン

ビクター・グリフィス
志津栄子

ジーン・ウィリス
エヴァン・グリフィス
オザワ部長
天川栄人

ヴァルシャ・バジヤージ
竹内紘子
畠山健二
小杉健治

書名
駅と旅
珈琲怪談

税金で買った本１５
ねことじいちゃん１１

パンダのおさじとせっけんパンダ
団地メシ
問題。

季節が好きなわたしとマダム
銀座「四宝堂」文房具店Ⅰ～Ⅴ
らいおんのくにのネズミ
ぼくのねこポー
ともだち

ワレワレはアマガエル

書名
ふみきりペンギン
バラクラバ・ボーイ
たった２℃で・・・

ねえねえ、なに見てる？
ぼくの色、見つけた！
森に帰らなかったカラス
マナティーがいた夏

とびたて！みんなのドラゴン
わたしは食べるのが下手
スラムに水は流れない

鳥居きみ子
新本所おけら長屋　三
春待ち同心　五．戸惑い

公民館図書室 「新刊図書情報」５月に入った新刊図書は次のとおりです。

7月の「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」活動計画
「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」は、未入園児と保護者及び妊婦さんが参加できます。
参加ご希望の方は、希望される各園へお問い合わせください。

準備するもの

保育園
会 場
実施日
時 間
対象児

内 容

馬山こども園

妊娠中の方・未入園児とその保護者

7月17日（木）
午前１０時～１1時

動きやすい服装でお出掛けください。

※園庭開放
・月曜日～金曜日：午前9時～正午

親子で楽しくふれあい遊び
絵本の読み聞かせ・工作 等

在園児との交流

青倉保育園

参加ご希望の方は事前にご連絡ください。

こども園ホール内 保育園内

※保育園・こども園の見学や育児・子育て相談、一時保育等の相談は、いつでも受付けています。ご希望の方は、保育園・こども園へお問い合わせください。
■問い合わせ先　馬山こども園　８２－２３２３　青倉保育園　８２－２５４９　役場 福祉課福祉係　６４－８８０３（直通）

親
子
の

集
い
の
広
場

親子ふれあい遊び
月齢により赤ちゃんマッサージ
保育園児と遊ぼう・園庭開放

7月8日（火）
午前１０時～１1時30分

下仁田町公式 SNSについて 電子申請について

●下仁田町
公式Facebookページ
https://www.facebook.
com/shimonitamachi

町の話題や取り組みを、できるだけ身近に感じていただけるよう情報発信しています。

●下仁田町
公式X（旧Twitter）アカウント
https://twitter.com/
shimonita_town
アカウント名:
@shimonita_town

●下仁田町
LINEアカウント
@shimonita

インターネット上で町の手続き
の一部が申請できます。
●URL
https://www.town.
shimonita.lg.jp/
m06/m06/m20/
index.html
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年中無休・24時間対応。富岡甘楽地域住民専用の電話相
談です。相談の分野ごとに医師や看護師などの専門スタッフ
が応対します。
●受付内容
健康・医療・介護・看護・育児・栄養・心の健康についての相
談、医療機関や相談機関の情報提供
●問い合わせ先
　保健課保健予防係　☎82－5490

●診察日　日曜日、祝日
●診療場所　休日診療所
　　　　　　（公立富岡総合病院隣）
　　　　　　富岡２０３７番地１
●問い合わせ先　☎64－1939
※詳細はお問い合わせください。

休日診療所 富岡市甘楽郡医師会

緊急時にご利用ください。
●休日診療実施日　日曜、祝祭日、年末年始
●診察時間　午前９時～正午
●診療場所　富岡甘楽歯科医師会　口腔保健センター診療所
　　　　　　富岡市七日市640番地1
　　　　　　（公立七日市病院隣）
●問い合わせ先　☎62－1706

歯科休日診療所 富岡甘楽歯科医師会健康ダイヤル24 ☎０１２０－０１２－１９０

　富岡市甘楽郡医師会医師の協力で行っています。
緊急時にご利用してください。
◆７月６日（日）小栁　由里子　先生（青葉クリニック）

●診療時間　午前９時～正午
●診療場所　公立富岡総合病院　救急室
●問い合わせ先　☎６３－２１１１

公立富岡総合病院 休日の小児救急診療

健康健康

約３分間の健康講話が聞けます
月／昼間の歯ぎしり　　　　　　火／妊娠と薬
水／ペットボトル症候群　　　　木／高齢者の頻尿
金／口腔がん　　　　　　　　　土日／成長曲線について
～直接相談タイム～直接医師が電話に出ます
※トラブル防止のため、氏名・連絡先を伺います。
◆10日（木）　歯科　午後７時３０分～８時３０分
～Web健康相談～ http://www.raijin.com/kenko/
問い合わせ先　群馬県保険医協会　☎０２７－２２０－１１２５

健康テレホン 7月 ☎０２７－２３４－４９７０

「健康カレンダー（7月～8月）」

富岡保健福祉事務所　7月 会場　富岡合同庁舎

乳
児
健
診

幼
児
健
診

３、４か月児

６、７か月児

９、１０か月児

１ 歳 児

１歳６か月児

２ 歳 児

２歳６か月児

３ 歳 児

３歳６か月児

日にち 時間（受付時間厳守） 対象者 持ち物 内　容

妊娠がわかった人午前８時３０分～
　　午後５時

7月10日（木）
8月7日（木）

8月8日（金）

予約締切日
8月6日（水）

月～金曜日

受付時間は通知で
お知らせします７月２５日（金）

午後１時３０分～
　　３時３０分 全住民

母子健康手帳
タオル
歯ブラシ

健診用紙（事前に記入）
母子健康手帳
タオル、歯ブラシ、
バスタオル
※３歳児は
　事前に
配布する
アンケートと尿

乳幼児は
母子健康手帳

妊娠届出書

問診、計測、小児科診察、
歯科相談、家族計画・授乳・
育児相談、健康相談、離乳
食相談と試食

問診、計測、小児科診察、
歯科健診、歯科相談・希望
者にフッ素塗布、栄養相談
と手作りおやつの試食、健
康相談、心理発達相談

健康相談・栄養相談、介護
相談、血圧測定、育児相
談、授乳相談など
母子健康手帳の交付・妊婦健
康診査受診票発行・健康相談

令和7年3月～4月生まれ

令和6年12月～令和７年1月生まれ

令和6年9月～10月生まれ

令和6年5月～6月生まれ

令和5年11月～12月生まれ

令和5年5月～6月生まれ

令和4年11月～12月生まれ

令和4年5月～6月生まれ

令和3年11月～12月生まれ

定期健康相談
「ふれあい広場」

妊婦健康相談・
　　　妊娠届出

精神保健相談
「こころの相談」

午後３時から
予約制

心療内科医による個別相談
※事前に予約の電話をしてくだ
さい。（☎８２－５４９０）

不安、不眠、認知症、アルコール
依存、ひきこもり、暴力、その他、
さまざまなこころの悩みや病気を
もつ本人又はその家族など

エイズ
性感染症検査

こころの
健康相談

日にち 時間 検査内容 申込先担当

7月8日（火）

7月1日（火）
15日（火）
22日（火）

午後１時～３時
（予約制）

医師
臨床検査技師

精神科医師
保健師

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

　  会場・問い合わせ　保健センター　☎８２－５４９０

血液検査（HIV、梅毒、B型肝炎、C型肝
炎）・尿検査・うがい液検査（クラミジア、淋
菌）＊無料・匿名で受けられます

不安、不眠、認知症、アルコール依存、ひきこもり、暴力、その他、
さまざまなこころの悩みや病気もつ本人又はその家族など
こころの病気、こころの不調（不眠、不安等）のある人やその家
族からの相談※無料で受けられます。

午後１時～２時
（予約制）

　夜間や休日にお子さんの病気への対応や応急処置などを電話で相
談できます。急な発熱、嘔吐、腹痛などで医療機関を受診すべきか迷っ
た時にお電話ください。保健師・看護師が相談に応じます。
◆電話番号　（携帯電話から）＃８０００
　（IP電話、ダイヤル回線から）０３－６７３５－８８３５　
◆受付日時　月～土曜日：午後６時～翌朝午前８時
日曜日･祝祭日･年末年始：２４時間受付
問い合わせ先　県庁医務課　☎０２７－２２６－２５３４

＃８０００こども医療でんわ相談

～誰もが安心して暮らせる町を目指して～

認知症サポーター養成講座を開催しました
　６月１３日（金）、下仁田高校１年生３０名に受講いただきました。

認知症サポーターになりませんか？　
　サポーターは認知症の方やご家族の応援者です。少人数でも実施します。受講希望があ
る方は、お気軽にご連絡ください。

●問い合わせ先　福祉課包括支援係（地域包括支援センター）☎６４－８８０４（直通）

●感想
・下仁田町にも認知症の人がいたら、私達が
　できることをしたいと思います。
・地域に1人だと大変そうな人がいたら、声
　を掛けてみようと思いました。
・認知症になったら、つらく楽しくないと思
　っていましたが、楽しく過ごせることがわ
　かりました。

25 24下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 広
報しもにた



年中無休・24時間対応。富岡甘楽地域住民専用の電話相
談です。相談の分野ごとに医師や看護師などの専門スタッフ
が応対します。
●受付内容
健康・医療・介護・看護・育児・栄養・心の健康についての相
談、医療機関や相談機関の情報提供
●問い合わせ先
　保健課保健予防係　☎82－5490

●診察日　日曜日、祝日
●診療場所　休日診療所
　　　　　　（公立富岡総合病院隣）
　　　　　　富岡２０３７番地１
●問い合わせ先　☎64－1939
※詳細はお問い合わせください。

休日診療所 富岡市甘楽郡医師会

緊急時にご利用ください。
●休日診療実施日　日曜、祝祭日、年末年始
●診察時間　午前９時～正午
●診療場所　富岡甘楽歯科医師会　口腔保健センター診療所
　　　　　　富岡市七日市640番地1
　　　　　　（公立七日市病院隣）
●問い合わせ先　☎62－1706

歯科休日診療所 富岡甘楽歯科医師会健康ダイヤル24 ☎０１２０－０１２－１９０

　富岡市甘楽郡医師会医師の協力で行っています。
緊急時にご利用してください。
◆７月６日（日）小栁　由里子　先生（青葉クリニック）

●診療時間　午前９時～正午
●診療場所　公立富岡総合病院　救急室
●問い合わせ先　☎６３－２１１１

公立富岡総合病院 休日の小児救急診療

健康健康

約３分間の健康講話が聞けます
月／昼間の歯ぎしり　　　　　　火／妊娠と薬
水／ペットボトル症候群　　　　木／高齢者の頻尿
金／口腔がん　　　　　　　　　土日／成長曲線について
～直接相談タイム～直接医師が電話に出ます
※トラブル防止のため、氏名・連絡先を伺います。
◆10日（木）　歯科　午後７時３０分～８時３０分
～Web健康相談～ http://www.raijin.com/kenko/
問い合わせ先　群馬県保険医協会　☎０２７－２２０－１１２５

健康テレホン 7月 ☎０２７－２３４－４９７０

「健康カレンダー（7月～8月）」

富岡保健福祉事務所　7月 会場　富岡合同庁舎

乳
児
健
診

幼
児
健
診

３、４か月児

６、７か月児

９、１０か月児

１ 歳 児

１歳６か月児

２ 歳 児

２歳６か月児

３ 歳 児

３歳６か月児

日にち 時間（受付時間厳守） 対象者 持ち物 内　容

妊娠がわかった人午前８時３０分～
　　午後５時

7月10日（木）
8月7日（木）

8月8日（金）

予約締切日
8月6日（水）

月～金曜日

受付時間は通知で
お知らせします７月２５日（金）

午後１時３０分～
　　３時３０分 全住民

母子健康手帳
タオル
歯ブラシ

健診用紙（事前に記入）
母子健康手帳
タオル、歯ブラシ、
バスタオル
※３歳児は
　事前に
配布する
アンケートと尿

乳幼児は
母子健康手帳

妊娠届出書

問診、計測、小児科診察、
歯科相談、家族計画・授乳・
育児相談、健康相談、離乳
食相談と試食

問診、計測、小児科診察、
歯科健診、歯科相談・希望
者にフッ素塗布、栄養相談
と手作りおやつの試食、健
康相談、心理発達相談

健康相談・栄養相談、介護
相談、血圧測定、育児相
談、授乳相談など
母子健康手帳の交付・妊婦健
康診査受診票発行・健康相談

令和7年3月～4月生まれ

令和6年12月～令和７年1月生まれ

令和6年9月～10月生まれ

令和6年5月～6月生まれ

令和5年11月～12月生まれ

令和5年5月～6月生まれ

令和4年11月～12月生まれ

令和4年5月～6月生まれ

令和3年11月～12月生まれ

定期健康相談
「ふれあい広場」

妊婦健康相談・
　　　妊娠届出

精神保健相談
「こころの相談」

午後３時から
予約制

心療内科医による個別相談
※事前に予約の電話をしてくだ
さい。（☎８２－５４９０）

不安、不眠、認知症、アルコール
依存、ひきこもり、暴力、その他、
さまざまなこころの悩みや病気を
もつ本人又はその家族など

エイズ
性感染症検査

こころの
健康相談

日にち 時間 検査内容 申込先担当

7月8日（火）

7月1日（火）
15日（火）
22日（火）

午後１時～３時
（予約制）

医師
臨床検査技師

精神科医師
保健師

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

　  会場・問い合わせ　保健センター　☎８２－５４９０

血液検査（HIV、梅毒、B型肝炎、C型肝
炎）・尿検査・うがい液検査（クラミジア、淋
菌）＊無料・匿名で受けられます

不安、不眠、認知症、アルコール依存、ひきこもり、暴力、その他、
さまざまなこころの悩みや病気もつ本人又はその家族など
こころの病気、こころの不調（不眠、不安等）のある人やその家
族からの相談※無料で受けられます。

午後１時～２時
（予約制）

　夜間や休日にお子さんの病気への対応や応急処置などを電話で相
談できます。急な発熱、嘔吐、腹痛などで医療機関を受診すべきか迷っ
た時にお電話ください。保健師・看護師が相談に応じます。
◆電話番号　（携帯電話から）＃８０００
　（IP電話、ダイヤル回線から）０３－６７３５－８８３５　
◆受付日時　月～土曜日：午後６時～翌朝午前８時
日曜日･祝祭日･年末年始：２４時間受付
問い合わせ先　県庁医務課　☎０２７－２２６－２５３４

＃８０００こども医療でんわ相談

～誰もが安心して暮らせる町を目指して～

認知症サポーター養成講座を開催しました
　６月１３日（金）、下仁田高校１年生３０名に受講いただきました。

認知症サポーターになりませんか？　
　サポーターは認知症の方やご家族の応援者です。少人数でも実施します。受講希望があ
る方は、お気軽にご連絡ください。

●問い合わせ先　福祉課包括支援係（地域包括支援センター）☎６４－８８０４（直通）

●感想
・下仁田町にも認知症の人がいたら、私達が
　できることをしたいと思います。
・地域に1人だと大変そうな人がいたら、声
　を掛けてみようと思いました。
・認知症になったら、つらく楽しくないと思
　っていましたが、楽しく過ごせることがわ
　かりました。

25 24下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 広
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健康健康

介
護
保
険
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
へ

●
介
護
保
険
負
担
割
合
証
を
郵
送
し
ま
す

　
事
業
対
象
者
・
要
支
援
・
要
介

護
認
定
を
受
け
て
い
る
人
全
員
に
、介

護
保
険
利
用
時
の
負
担
割
合
を
記
載

し
た「
介
護
保
険
負
担
割
合
証
」を
発

行
し
ま
す
。（
７
月
中
旬
発
送
予
定
）

　
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ

て
い
る
方
は
、
居
宅
介
護
支
援
事
業

所
ま
た
は
入
所
施
設
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。有
効
期
限
は
、
８
月
１
日
か

ら
翌
年
の
７
月
31
日
ま
で
で
す
。

●
介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証

の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

　
介
護
保
険
施
設
（
介
護
老
人
福
祉

施
設
、
介
護
老
人
保
健
施
設
及
び
介

護
医
療
院
）に
入
所
、ま
た
は
短
期
入

所
生
活
・
療
養
介
護
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
）を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
で
、一定
の

要
件
を
満
た
す
方
は
、
食
費
及
び
居

住
費
の
補
助
が
受
け
ら
れ
ま
す
。申

請
書
に
加
え
、通
帳
の
写
し
、金
融
機

関
な
ど
へ
の
預
貯
金
照
会
の
同
意
書

を
添
付
し
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
前
年
度
に
認
定
を
受
け
、
現
在
も

介
護
保
険
施
設
に
入
所
し
て
い
る
方
、

ま
た
は
定
期
的
に
短
期
入
所
な
ど
を

利
用
し
て
い
る
方
に
は
、
更
新
の
お
知

ら
せ
と
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
。

　
な
お
、「
負
担
限
度
額
認
定
証
」は

施
設
に
提
出
し
な
け
れ
ば
減
額
さ
れ

ま
せ
ん
。忘
れ
ず
に
施
設
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。有
効
期
限
は
、
８
月
１
日

か
ら
翌
年
の
７
月
３１
日
ま
で
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
介
護
保
険
係

☎
82
―
８
８
０
２（
直
通
）

７
月
の

「
シ
ニ
ア
の
居
場
所
」

●
場
所
　ピ
ザ
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド

（
大
字
下
仁
田
３
２
７
番
地
）

●
期
日
　７
月
22
日
（
火
）※
毎
月

第
４
火
曜
日
に
実
施

●
時
間
　午
後
２
時
〜
３
時
30
分

●
対
象
者
　下
仁
田
町
民
な
ら
ど

な
た
で
も
・
定
員
20
名

●
内
容
　茶
話
会 

他

●
参
加
方
法
　申
込
不
要
。

直
接
会
場
へ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

●
参
加
費

５
０
０
円（
お
茶
代
他
）

●
問
い
合
わ
せ
先

ピ
ザ
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド

☎
67
―
７
２
２
５

●
特
典
　シ
ニ
ア
健
康
ポ
イ
ン
ト

の
対
象
活
動
で
す
。65
歳
未
満
の

方
の
参
加
も
歓
迎
し
ま
す
。た
だ

し
、
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
は
あ
り
ま

せ
ん
。　

介
護
予
防
が
出
来
る
居
場
所
を
募
集
し
ま
す

　
介
護
予
防
や
健
康
づ
く
り
が
出

来
る
居
場
所
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
、
ご
協
力
い
た
だ
け
る
居
場
所

の
主
催
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
対
象
者（
主
催
者
）

　
65
歳
以
上
の
町
民
が
気
軽
に
立

ち
寄
れ
る
居
場
所
を
提
供
で
き

る
事
業
者
等
（
業
種
は
問
い
ま

せ
ん
）

●
居
場
所
の
条
件

・
年
間
を
通
じ
て 

毎
月
1
回
以
上

開
催
が
で
き
る
こ
と

・
あ
ら
か
じ
め
、
開
催
の
日
時
や

内
容
等
を
町
へ
届
出
で
き
る
こ

と
（
事
前
に
広
報
な
ど
で
周
知

を
し
ま
す
）

・
定
員
は
お
お
む
ね
４
人
以
上
で

開
催
で
き
る
こ
と

・
1
回
の
開
催
時
間
は
、
日
中
に

お
お
む
ね
2
時
間
ぐ
ら
い
で
き

る
こ
と

・
参
加
者
に
、
１
時
間
半
以
上
の

滞
在
で
シ
ニ
ア
健
康
ポ
イ
ン
ト

（
ス
タ
ン
プ
等
）
を
付
与
す
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と

・
居
場
所
の
主
催
者
や
参
加
者
へ

助
成
金
は
あ
り
ま
せ
ん
（
茶
菓

子
、
材
料
費
等
の
経
費
が
発
生

す
る
場
合
は
、
参
加
者
か
ら
徴

収
し
て
く
だ
さ
い
）

・
居
場
所
の
開
催
に
合
わ
せ
て
年

　
1
回
以
上
町
が
派
遣
す
る
介
護

　
予
防
に
関
す
る
専
門
職
を
受
け

入
れ
で
き
る
こ
と

●
居
場
所
の
内
容（
取
り
組
み
例
）

・
ラ
ジ
オ
体
操
、
テ
レ
ビ
体
操
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
は
じ
め
と
終

わ
り
の
立
寄
り
所

・
歌
声
喫
茶
、
カ
ラ
オ
ケ

・
会
食
交
流
会

・
囲
碁
・
将
棋
、
オ
セ
ロ
、
手
芸
、

折
り
紙
、
脳
ト
レ
、
パ
ズ
ル

・
お
し
ゃ
べ
り

●
募
集
期
間

　
通
年

●
問
い
合
わ
せ
先

包
括
支
援
係
　
☎
64
―
8
8
0
4

　

６
月
５
日
（
木
）、
馬
山
多
目
的

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
に
お
い

て
、
健
康
増
進
の
一
環
と
し
て
国

保
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

成
績
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
参
加
者
　
75
名

第
26
回
国
保
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

第
26
回
国
保
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

●かくしゃく賞（85歳以上）　  28 名　●ホールインワン賞（延人数）　25名

（写真左から )永井 治男さん、廣澤 千明さん、塚原 たけ子さん

同点の場合は年長者が優先されます （敬称略）

成　績

優　勝

準優勝

第３位

氏　名

廣澤 千明

永井 治男

塚原 たけ子

地区

西牧

小坂

青倉

30

35

36

１打

2

1

1

２打

9

9

7

合計
打数

　
富
岡
市
、下
仁
田
町
、南
牧
村
、甘

楽
町
は
、ご
み
焼
却
施
設
、リ
サ
イ
ク

ル
施
設
、最
終
処
分
場
及
び
し
尿
処

理
施
設
の
効
率
的
な
管
理
運
営
を
図

る
た
め
、６
月
１０
日
に「
富
岡
市
甘
楽

郡
地
域一般
廃
棄
物
処
理
施
設
広
域

化
に
係
る
基
本
合
意
書
」を
締
結
し

ま
し
た
。

　
富
岡
甘
楽
郡
地
域
に
お
け
る一
般

廃
棄
物
処
理
施
設
の
管
理
運
営
に
係

る
共
同
処
理
の
目
標
期
日
を
令
和
１０

年
４
月
１
日
と
し
、令
和
９
年
４
月
１

日
に
各
市
町
村
か
ら
派
遣
さ
れ
た
職

員
で
構
成
す
る（
仮
称
）一般
廃
棄
物

処
理
施
設
広
域
化
準
備
室
を
富
岡

甘
楽
広
域
市
町
村
圏
振
興
整
備
組

合
事
務
局
内
に
設
置
す
る
予
定
で

す
。

　
ま
た
、共
同
処
理
開
始
に
向
け
た

詳
細
事
項
に
つ
い
て
は
、こ
れ
か
ら
設

置
す
る
準
備
室
で
事
務
を
行
う
こ
と

を
取
り
決
め
て
い
ま
す
。

富
岡
市
甘
楽
郡
地
域
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設

広
域
化
に
係
る
基
本
合
意
書
」を
締
結

富
岡
市
甘
楽
郡
地
域
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設

広
域
化
に
係
る
基
本
合
意
書
」を
締
結

身近な情報をお寄せください。総務課（内線503）
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健康健康

介
護
保
険
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
へ

●
介
護
保
険
負
担
割
合
証
を
郵
送
し
ま
す

　
事
業
対
象
者
・
要
支
援
・
要
介

護
認
定
を
受
け
て
い
る
人
全
員
に
、介

護
保
険
利
用
時
の
負
担
割
合
を
記
載

し
た「
介
護
保
険
負
担
割
合
証
」を
発

行
し
ま
す
。（
７
月
中
旬
発
送
予
定
）

　
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ

て
い
る
方
は
、
居
宅
介
護
支
援
事
業

所
ま
た
は
入
所
施
設
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。有
効
期
限
は
、
８
月
１
日
か

ら
翌
年
の
７
月
31
日
ま
で
で
す
。

●
介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証

の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

　
介
護
保
険
施
設
（
介
護
老
人
福
祉

施
設
、
介
護
老
人
保
健
施
設
及
び
介

護
医
療
院
）に
入
所
、ま
た
は
短
期
入

所
生
活
・
療
養
介
護
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
）を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
で
、一定
の

要
件
を
満
た
す
方
は
、
食
費
及
び
居

住
費
の
補
助
が
受
け
ら
れ
ま
す
。申

請
書
に
加
え
、通
帳
の
写
し
、金
融
機

関
な
ど
へ
の
預
貯
金
照
会
の
同
意
書

を
添
付
し
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
前
年
度
に
認
定
を
受
け
、
現
在
も

介
護
保
険
施
設
に
入
所
し
て
い
る
方
、

ま
た
は
定
期
的
に
短
期
入
所
な
ど
を

利
用
し
て
い
る
方
に
は
、
更
新
の
お
知

ら
せ
と
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
。

　
な
お
、「
負
担
限
度
額
認
定
証
」は

施
設
に
提
出
し
な
け
れ
ば
減
額
さ
れ

ま
せ
ん
。忘
れ
ず
に
施
設
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。有
効
期
限
は
、
８
月
１
日

か
ら
翌
年
の
７
月
３１
日
ま
で
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
介
護
保
険
係

☎
82
―
８
８
０
２（
直
通
）

７
月
の

「
シ
ニ
ア
の
居
場
所
」

●
場
所
　ピ
ザ
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド

（
大
字
下
仁
田
３
２
７
番
地
）

●
期
日
　７
月
22
日
（
火
）※
毎
月

第
４
火
曜
日
に
実
施

●
時
間
　午
後
２
時
〜
３
時
30
分

●
対
象
者
　下
仁
田
町
民
な
ら
ど

な
た
で
も
・
定
員
20
名

●
内
容
　茶
話
会 

他

●
参
加
方
法
　申
込
不
要
。

直
接
会
場
へ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

●
参
加
費

５
０
０
円（
お
茶
代
他
）

●
問
い
合
わ
せ
先

ピ
ザ
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド

☎
67
―
７
２
２
５

●
特
典
　シ
ニ
ア
健
康
ポ
イ
ン
ト

の
対
象
活
動
で
す
。65
歳
未
満
の

方
の
参
加
も
歓
迎
し
ま
す
。た
だ

し
、
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
は
あ
り
ま

せ
ん
。　

介
護
予
防
が
出
来
る
居
場
所
を
募
集
し
ま
す

　
介
護
予
防
や
健
康
づ
く
り
が
出

来
る
居
場
所
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
、
ご
協
力
い
た
だ
け
る
居
場
所

の
主
催
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
対
象
者（
主
催
者
）

　
65
歳
以
上
の
町
民
が
気
軽
に
立

ち
寄
れ
る
居
場
所
を
提
供
で
き

る
事
業
者
等
（
業
種
は
問
い
ま

せ
ん
）

●
居
場
所
の
条
件

・
年
間
を
通
じ
て 

毎
月
1
回
以
上

開
催
が
で
き
る
こ
と

・
あ
ら
か
じ
め
、
開
催
の
日
時
や

内
容
等
を
町
へ
届
出
で
き
る
こ

と
（
事
前
に
広
報
な
ど
で
周
知

を
し
ま
す
）

・
定
員
は
お
お
む
ね
４
人
以
上
で

開
催
で
き
る
こ
と

・
1
回
の
開
催
時
間
は
、
日
中
に

お
お
む
ね
2
時
間
ぐ
ら
い
で
き

る
こ
と

・
参
加
者
に
、
１
時
間
半
以
上
の

滞
在
で
シ
ニ
ア
健
康
ポ
イ
ン
ト

（
ス
タ
ン
プ
等
）
を
付
与
す
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と

・
居
場
所
の
主
催
者
や
参
加
者
へ

助
成
金
は
あ
り
ま
せ
ん
（
茶
菓

子
、
材
料
費
等
の
経
費
が
発
生

す
る
場
合
は
、
参
加
者
か
ら
徴

収
し
て
く
だ
さ
い
）

・
居
場
所
の
開
催
に
合
わ
せ
て
年

　
1
回
以
上
町
が
派
遣
す
る
介
護

　
予
防
に
関
す
る
専
門
職
を
受
け

入
れ
で
き
る
こ
と

●
居
場
所
の
内
容（
取
り
組
み
例
）

・
ラ
ジ
オ
体
操
、
テ
レ
ビ
体
操
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
は
じ
め
と
終

わ
り
の
立
寄
り
所

・
歌
声
喫
茶
、
カ
ラ
オ
ケ

・
会
食
交
流
会

・
囲
碁
・
将
棋
、
オ
セ
ロ
、
手
芸
、

折
り
紙
、
脳
ト
レ
、
パ
ズ
ル

・
お
し
ゃ
べ
り

●
募
集
期
間

　
通
年

●
問
い
合
わ
せ
先

包
括
支
援
係
　
☎
64
―
8
8
0
4

　

６
月
５
日
（
木
）、
馬
山
多
目
的

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
に
お
い

て
、
健
康
増
進
の
一
環
と
し
て
国

保
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

成
績
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
参
加
者
　
75
名

第
26
回
国
保
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

第
26
回
国
保
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

●かくしゃく賞（85歳以上）　  28 名　●ホールインワン賞（延人数）　25名

（写真左から )永井 治男さん、廣澤 千明さん、塚原 たけ子さん

同点の場合は年長者が優先されます （敬称略）

成　績

優　勝

準優勝

第３位

氏　名

廣澤 千明

永井 治男

塚原 たけ子

地区

西牧

小坂

青倉

30

35

36

１打

2

1

1

２打

9

9

7

合計
打数

　
富
岡
市
、下
仁
田
町
、南
牧
村
、甘

楽
町
は
、ご
み
焼
却
施
設
、リ
サ
イ
ク

ル
施
設
、最
終
処
分
場
及
び
し
尿
処

理
施
設
の
効
率
的
な
管
理
運
営
を
図

る
た
め
、６
月
１０
日
に「
富
岡
市
甘
楽

郡
地
域一般
廃
棄
物
処
理
施
設
広
域

化
に
係
る
基
本
合
意
書
」を
締
結
し

ま
し
た
。

　
富
岡
甘
楽
郡
地
域
に
お
け
る一
般

廃
棄
物
処
理
施
設
の
管
理
運
営
に
係

る
共
同
処
理
の
目
標
期
日
を
令
和
１０

年
４
月
１
日
と
し
、令
和
９
年
４
月
１

日
に
各
市
町
村
か
ら
派
遣
さ
れ
た
職

員
で
構
成
す
る（
仮
称
）一般
廃
棄
物

処
理
施
設
広
域
化
準
備
室
を
富
岡

甘
楽
広
域
市
町
村
圏
振
興
整
備
組

合
事
務
局
内
に
設
置
す
る
予
定
で

す
。

　
ま
た
、共
同
処
理
開
始
に
向
け
た

詳
細
事
項
に
つ
い
て
は
、こ
れ
か
ら
設

置
す
る
準
備
室
で
事
務
を
行
う
こ
と

を
取
り
決
め
て
い
ま
す
。

富
岡
市
甘
楽
郡
地
域
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設

広
域
化
に
係
る
基
本
合
意
書
」を
締
結

富
岡
市
甘
楽
郡
地
域
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設

広
域
化
に
係
る
基
本
合
意
書
」を
締
結

身近な情報をお寄せください。総務課（内線503）
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令
和
７
年
６
月
１
日
付
け
で
大

塚
吉
彦
さ
ん（
小
坂
地
区
）が
、町
長

と
自
衛
隊
群
馬
地
方
協
力
本
部
長

の
連
名
に
よ
り
、自
衛
官
募
集
相
談

員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
（
任
期
２

年
・
５
期
目
）。

　
大
塚
さ
ん
は
陸
上
自
衛
官
と
し

て
３７
年
間
勤
務
し
、豊
富
な
経
験
と

実
績
を
お
持
ち
の
方
で
す
。自
衛
官

に
な
る
こ
と
に
興
味
の
あ
る
方
、
希

望
さ
れ
る
方
は
お
気
軽
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

原
水
爆
禁
止

国
民
平
和
大
行
進
を
激
励

原
水
爆
禁
止

国
民
平
和
大
行
進
を
激
励

　
5
月
27
日
に
満
1
0
0
歳
の
誕

生
日
を
迎
え
ら
れ
た
下
山
さ
き
江

様
に
、町
か
ら
慶
祝
状
、祝
金
な
ど

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
ご
自
愛
い
た
だ
き
ご

長
寿
を
重
ね
ら
れ
ま
す
よ
う
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
5
月
17
日
、
原
水
爆
禁
止
国
民

平
和
大
行
進
が
下
仁
田
町
役
場
か

ら
富
岡
市
役
所
ま
で
行
わ
れ
、
町

長
・
議
長
・
教
育
長
が
激
励
を
行

い
ま
し
た
。

　
こ
の
行
進
は
、
地
球
の
未
来
を

受
け
継
ぐ
子
ど
も
た
ち
を
二
度
と

戦
争
に
送
ら
な
い
た
め
に
、
平
和

・
民
主
憲
法
の
精
神
実
現
を
目
指

し
、
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

身近な情報をお寄せください。総務課（内線503）

TOWN　TOPICS
町の話題町の話題

自
衛
官
募
集
相
談
員

大
塚
吉
彦
氏
に
委
嘱
状

自
衛
官
募
集
相
談
員

大
塚
吉
彦
氏
に
委
嘱
状

　
令
和
７
年
５
月
１７
日
（
土
）〜
１８

日（
日
）、２４
日（
土
）〜
２５
日（
日
）高

崎
市
浜
川
体
育
館
に
お
い
て
、
第
７

回
春
季
群
馬
県
Ｕ
１２
西
毛
地
区
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ

れ
、下
仁
田
ミ
ニ
バ
ス
女
子
チ
ー
ム
が

出
場
し
ま
し
た
。普
段
の
練
習
の
成

果
が
発
揮
さ
れ
、Ｂ
ク
ラ
ス
に
於
い

て
見
事
、
第
３
位
入
賞
を
果
た
し
ま

し
た
。お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

春
季
大
会
下
仁
田
ミ
ニ
バ
ス
女
子
第
3
位
　

春
季
大
会
下
仁
田
ミ
ニ
バ
ス
女
子
第
3
位
　

　
５
月
２９
日
の『
こ
ん
に
ゃ
く
の
日
』に

あ
わ
せ
、
下
仁
田
の
特
産
品
こ
ん
に
ゃ

く
を
子
ど
も
た
ち
に
た
く
さ
ん
食
べて

も
ら
う
た
め
、
学
校
給
食
で
は『
こ
ん

に
ゃ
く
の
日
献
立
』
を
提
供
し
ま
し

た
。す
き
焼
き
な
ど
で
お
な
じ
み
の

「
し
ら
た
き
」を
、
サ
ラ
ダ
に
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。さ
っ
ぱ
り
し
て
い
て
ヘ
ル

シ
ー
な
の
で
、
中
華
サ
ラ
ダ
の
春
雨
を

こ
ん
に
ゃ
く
に
代
え
て
ご
家
庭
で
も
ぜ

ひ
お
試
し
く
だ
さ
い
！

●
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
株
式
会
社
マ
ン
ナ
ン
ラ
イ
フ
様
か

ら
、
給
食
用
に
こ
ん
に
ゃ
く
ゼ
リ
ー
を

提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。定
期
的

に
提
供
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
、こ

ん
に
ゃ
く
ゼ
リ
ー
が
出
る
日
は
、
子
ど

も
た
ち
は
大
喜
び
で
す
。

『
こ
ん
に
ゃ
く
の
日
献
立
』
を
提
供

〜
学
校
給
食
〜

『
こ
ん
に
ゃ
く
の
日
献
立
』
を
提
供

〜
学
校
給
食
〜

　
下
仁
田
ネ
ギ
等
の
地
元
特
産
物
生

産
に
必
要
な
基
礎
知
識
や
栽
培
技
術

の
習
得
の
た
め
、令
和
６
年
９
月
か
ら

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
と
し
て
活
動

し
て
い
る
丸
谷
真
也
さ
ん
。現
在
、

様
々
な
種
類
の
野
菜
作
り
を
学
ん
で

い
ま
す
。研
修
期
間
中
に
育
て
た
野
菜

は
、学
校
給
食
で
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。５
月
２７
日（
火
）に
、
間

引
き
に
ん
じ
ん
を
使
っ
た
小
松
菜
と

肉
団
子
の
ス
ー
プ
を
提
供
し
ま
し
た
。

に
ん
じ
ん
の
味
が
濃
く
、見
た
目
も
か

わ
い
い
ス
ー
プ
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
が
育
て
た

野
菜
を
学
校
給
食
で
提
供

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
が
育
て
た

野
菜
を
学
校
給
食
で
提
供

百
寿
御
祝

下
山
　さ
き
江 

様
（
馬
山
）

百
寿
御
祝

下
山
　さ
き
江 

様
（
馬
山
）

●
問
い
合
わ
せ
先

☎
82
―
４
１
８
６
ま
た
は

☎
０
９
０
―
４
８
３
４
―
８
９
７
５

第
7
回
伝
統
文
化
披
露
公
演
会

第
7
回
伝
統
文
化
披
露
公
演
会

　
６
月
１
日（
日
）、下
仁
田
町
文
化

ホ
ー
ル
に
て
、下
仁
田
町
伝
統
文
化

保
存
実
行
委
員
会
に
よ
る「
第
７
回

伝
統
文
化
披
露
公
演
会
」が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
と
同
様
に
、下
仁
田
建
築
組

合
、諏
訪
神
社
秋
季
例
大
祭
の
各
町

上町祭典委員会によるお囃子

蒔田獅子舞保存会による獅子舞

祭
典
委
員
会
、安
中
総
合
高
等
学

校
和
太
鼓
部
に
加
え
、今
年
度
初
参

加
の
蒔
田
獅
子
舞
保
存
会
や
富
岡

市
の
妙
義
八
木
節
保
存
会
な
ど
、計

十一団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
の
伝
統
の
技

を
披
露
し
ま
し
た
。
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令
和
７
年
６
月
１
日
付
け
で
大

塚
吉
彦
さ
ん（
小
坂
地
区
）が
、町
長

と
自
衛
隊
群
馬
地
方
協
力
本
部
長

の
連
名
に
よ
り
、自
衛
官
募
集
相
談

員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
（
任
期
２

年
・
５
期
目
）。

　
大
塚
さ
ん
は
陸
上
自
衛
官
と
し

て
３７
年
間
勤
務
し
、豊
富
な
経
験
と

実
績
を
お
持
ち
の
方
で
す
。自
衛
官

に
な
る
こ
と
に
興
味
の
あ
る
方
、
希

望
さ
れ
る
方
は
お
気
軽
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

原
水
爆
禁
止

国
民
平
和
大
行
進
を
激
励

原
水
爆
禁
止

国
民
平
和
大
行
進
を
激
励

　
5
月
27
日
に
満
1
0
0
歳
の
誕

生
日
を
迎
え
ら
れ
た
下
山
さ
き
江

様
に
、町
か
ら
慶
祝
状
、祝
金
な
ど

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
ご
自
愛
い
た
だ
き
ご

長
寿
を
重
ね
ら
れ
ま
す
よ
う
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
5
月
17
日
、
原
水
爆
禁
止
国
民

平
和
大
行
進
が
下
仁
田
町
役
場
か

ら
富
岡
市
役
所
ま
で
行
わ
れ
、
町

長
・
議
長
・
教
育
長
が
激
励
を
行

い
ま
し
た
。

　
こ
の
行
進
は
、
地
球
の
未
来
を

受
け
継
ぐ
子
ど
も
た
ち
を
二
度
と

戦
争
に
送
ら
な
い
た
め
に
、
平
和

・
民
主
憲
法
の
精
神
実
現
を
目
指

し
、
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

身近な情報をお寄せください。総務課（内線503）

TOWN　TOPICS
町の話題町の話題

自
衛
官
募
集
相
談
員

大
塚
吉
彦
氏
に
委
嘱
状

自
衛
官
募
集
相
談
員

大
塚
吉
彦
氏
に
委
嘱
状

　
令
和
７
年
５
月
１７
日
（
土
）〜
１８

日（
日
）、２４
日（
土
）〜
２５
日（
日
）高

崎
市
浜
川
体
育
館
に
お
い
て
、
第
７

回
春
季
群
馬
県
Ｕ
１２
西
毛
地
区
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ

れ
、下
仁
田
ミ
ニ
バ
ス
女
子
チ
ー
ム
が

出
場
し
ま
し
た
。普
段
の
練
習
の
成

果
が
発
揮
さ
れ
、Ｂ
ク
ラ
ス
に
於
い

て
見
事
、
第
３
位
入
賞
を
果
た
し
ま

し
た
。お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

春
季
大
会
下
仁
田
ミ
ニ
バ
ス
女
子
第
3
位
　

春
季
大
会
下
仁
田
ミ
ニ
バ
ス
女
子
第
3
位
　

　
５
月
２９
日
の『
こ
ん
に
ゃ
く
の
日
』に

あ
わ
せ
、
下
仁
田
の
特
産
品
こ
ん
に
ゃ

く
を
子
ど
も
た
ち
に
た
く
さ
ん
食
べて

も
ら
う
た
め
、
学
校
給
食
で
は『
こ
ん

に
ゃ
く
の
日
献
立
』
を
提
供
し
ま
し

た
。す
き
焼
き
な
ど
で
お
な
じ
み
の

「
し
ら
た
き
」を
、
サ
ラ
ダ
に
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。さ
っ
ぱ
り
し
て
い
て
ヘ
ル

シ
ー
な
の
で
、
中
華
サ
ラ
ダ
の
春
雨
を

こ
ん
に
ゃ
く
に
代
え
て
ご
家
庭
で
も
ぜ

ひ
お
試
し
く
だ
さ
い
！

●
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
株
式
会
社
マ
ン
ナ
ン
ラ
イ
フ
様
か

ら
、
給
食
用
に
こ
ん
に
ゃ
く
ゼ
リ
ー
を

提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。定
期
的

に
提
供
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
、こ

ん
に
ゃ
く
ゼ
リ
ー
が
出
る
日
は
、
子
ど

も
た
ち
は
大
喜
び
で
す
。

『
こ
ん
に
ゃ
く
の
日
献
立
』
を
提
供

〜
学
校
給
食
〜

『
こ
ん
に
ゃ
く
の
日
献
立
』
を
提
供

〜
学
校
給
食
〜

　
下
仁
田
ネ
ギ
等
の
地
元
特
産
物
生

産
に
必
要
な
基
礎
知
識
や
栽
培
技
術

の
習
得
の
た
め
、令
和
６
年
９
月
か
ら

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
と
し
て
活
動

し
て
い
る
丸
谷
真
也
さ
ん
。現
在
、

様
々
な
種
類
の
野
菜
作
り
を
学
ん
で

い
ま
す
。研
修
期
間
中
に
育
て
た
野
菜

は
、学
校
給
食
で
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。５
月
２７
日（
火
）に
、
間

引
き
に
ん
じ
ん
を
使
っ
た
小
松
菜
と

肉
団
子
の
ス
ー
プ
を
提
供
し
ま
し
た
。

に
ん
じ
ん
の
味
が
濃
く
、見
た
目
も
か

わ
い
い
ス
ー
プ
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
が
育
て
た

野
菜
を
学
校
給
食
で
提
供

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
が
育
て
た

野
菜
を
学
校
給
食
で
提
供

百
寿
御
祝

下
山
　さ
き
江 

様
（
馬
山
）

百
寿
御
祝

下
山
　さ
き
江 

様
（
馬
山
）

●
問
い
合
わ
せ
先

☎
82
―
４
１
８
６
ま
た
は

☎
０
９
０
―
４
８
３
４
―
８
９
７
５

第
7
回
伝
統
文
化
披
露
公
演
会

第
7
回
伝
統
文
化
披
露
公
演
会

　
６
月
１
日（
日
）、下
仁
田
町
文
化

ホ
ー
ル
に
て
、下
仁
田
町
伝
統
文
化

保
存
実
行
委
員
会
に
よ
る「
第
７
回

伝
統
文
化
披
露
公
演
会
」が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
と
同
様
に
、下
仁
田
建
築
組

合
、諏
訪
神
社
秋
季
例
大
祭
の
各
町

上町祭典委員会によるお囃子

蒔田獅子舞保存会による獅子舞

祭
典
委
員
会
、安
中
総
合
高
等
学

校
和
太
鼓
部
に
加
え
、今
年
度
初
参

加
の
蒔
田
獅
子
舞
保
存
会
や
富
岡

市
の
妙
義
八
木
節
保
存
会
な
ど
、計

十一団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
の
伝
統
の
技

を
披
露
し
ま
し
た
。
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有
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広
告

5月届出分〈敬称略・順不同〉

ご冥福をお祈りします
地区（届出人）死亡者

（康　巴）
（利　明）
（城　治）
（　清　）
（昇　一）
（秀　幸）
（　努　）
（　徹　）
（佳　子）
（輝　一）
（尚　枝）　

中小坂
東野牧
下小坂
大　平
下小坂
西野牧
蒔　田
吉　崎
大桑原
大　平
下　町

永井　伊與
金井千代子
佐藤　才子
小井土ふく
佐藤　清治
佐藤チイ子
長瀬　つね
今井アサ子
髙𣘺大太郎
佐藤　力江
小瀬　清

柳 　圭一郎　   （旭　町）
赤岩　友紀　　 （大桑原）｛

地区
ご結婚おめでとうございます

氏名

熱中症…気づかぬ間になるらしいですよ。

月
7

の
納
税

未
納
の
税
金
が
あ
り
ま
し
た
ら

土
日
祝
祭
日
も
役
場
で
納
税
が

で
き
ま
す
。

日
直
者
が
午
前
８
時
３０
分
〜
午

後
５
時
ま
で
対
応
し
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
納
付
書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
コ
ン
ビ
ニエ
ン
ス
ス
ト
ア
等
で
納

付
で
き
ま
す
。

※
二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
が
印
字
さ

れ
て
い
る
納
付
書
は
、e
L
-Q
R

対
応
金
融
機
関
及
び
各
種
ス
マ
ホ

ア
プ
リ
で
納
付
で
き
ま
す
。納
付

方
法
は
地
方
税
共
同
機
構
H
P

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

１０
日（
木
）・
17
日（
木
）・
30
日

（
水
）で
す
。

役
場
へ
提
出
さ
れ
た
請
求
書
等

に
よ
り
、順
次
支
払
い
ま
す
。請

求
書
の
宛
名
は「
下
仁
田
町
長

（
○
○
課
）」で
お
願
い
し
ま
す
。

8
日（
金
）・
20
日（
水
）・
28
日

（
木
）の
予
定
で
す
。

　ま
だ
納
税
し
て
い
な
い
方
は
、

役
場
会
計
課
で
も
納
付
で
き
事

務
費
が
町
に
入
金
に
な
り
ま
す

の
で
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

県
自
動
車
税
の
納
税
は

お
済
み
で
す
か
？

固
定
資
産
税
２
期

国
民
健
康
保
険
税
1
期

介
護
保
険
料
1
期

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
1
期

納
期
限
は
７
月
３１
日（
木
）で
す

7
月
の
支
払
日

8
月
の
支
払
日

「水分、休憩」たっぷりと

「頑張り過ぎ」は少なめに

人口
　男
　女
世帯

（　34）
（　13）
（　21）
（　18）

ー

ー

ー

ー
（　）内は前月比

5,993人
2,959人
3,034人
3,069世帯

転入   3人/  出生 0人
転出   18人/  死亡 19人

（6月1日現在）

（5月中）

月
人と町を結ぶ情報紙

有
料
広
告

有
料
広
告

ご利用の
お問合せ

下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303
下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303

デイサービス 朝７時から夜８時まで年中無休で
利用可。延長も無料。

急なご利用にも対応します。
使用日数制限はありません。ショートステイ

ショートとデイが
年中無休で利用可

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートは予約なしで
急なご利用にも対応可

介護保険料は
安心の定額制

- 広報しもにた -
shimonita
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有
料
広
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茂木時計店茂木時計店

下仁田町商業協同組合

SEIKO認定グローバルブランドコアショップ
☎0274-82-2811　URL:www.tokei10.com 
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